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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Integration で構築した企業間 （B2B） 統合
ソ リ ューシ ョ ンをコンフ ィグレーシ ョ ンおよび管理する方法について説明しま
す。

具体的には、 以下の ト ピッ クを取 り上げます。

� 第 1 章 「コンフ ィ グレーシ ョ ン要件」 では、 標準的な B2B 統合ソ リ ューシ ョ
ンのためのコンフ ィグレーシ ョ ン要件の例を示します。

� 第 2 章 「基本的なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク」 では、 ト レーディ ング  エク
スチェンジ、 サプライ  チェーン管理、 および協調的商取引アプリ ケーシ ョ ン
に対する  B2B エンジンのコンフ ィ グレーシ ョ ンに必要なタスク と手順の概
要について説明します。

� 第 3 章 「高度なコンフ ィグレーシ ョ ン タスク」 では、 B2B 統合に関連するさ
らに高度な機能を紹介し、 詳細情報へのロードマップを提供します。

� 第 4 章 「B2B Integration コンポーネン トのインポート とエクスポート 」 で
は、 コンポーネン ト をエクスポー ト またはインポートするこ とによ り、 B2B 
統合ソ リ ューシ ョ ンの実装を簡便化する方法について説明します。

� 第 5 章 「B2B Integration のモニタ」 では、 WebLogic Integration B2B Console 
を使用した 、 ト レーディング パートナのセッシ ョ ン、 配信チャネル、 会話、
およびコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のモニタおよび制御方法について説
明します。

� 第 6 章 「 リ ポジ ト リの操作」 では、 B2B Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン
要素を  WebLogic Integration リポジ ト リに格納する方法について説明します。

� 第 7 章 「Bulk Loader の操作」 では、 Bulk Loader を使用してデータを リポジ
ト リにロードするのに必要な情報を示します。

�  第 8 章 「永続性と回復のコンフ ィグレーシ ョ ン」 では、 B2B エンジンでサ
ポート される永続性および回復のし くみについて説明します。

� 付録 A 「更新に関する考慮事項」 では、 B2B Integration のコンフ ィグレー
シ ョ ン要素の変更に関する制約と考慮事項についてま とめます。
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対象読者

このマニュアルは主に、 BEA WebLogic Integration 上にデプロイ された ト レー
ディ ング エクスチェンジ、 サプラ イ  チェーン管理、 および協調的商取引アプ リ
ケーシ ョ ンの作成、 設定、 管理に携わる開発者とシステム管理者を対象と してい
ます。

このマニュアルに進む前に、 次のマニュアルを一読されるこ と をお勧めします。

� WebLogic Integration 入門

� B2B Integration 入門

� WebLogic Integration チュート リ アル

� WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ

B2B 統合ソ リ ューシ ョ ンの設計を行う前に、 次のマニュアルを一読される こ と
をお勧めします。

� WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの設計

� WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。
BEA のホーム  ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。
viii B2B Integration 管理ガイ ド



このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Integration の Web サイ ト で入手できま
す。 PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分）

を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Integration ド
キュ メ ン ト のホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷する
マニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ ク
は弊社にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 BEA  WebLogic Integration 7.0 リ リースのドキュ
メ ン ト をご使用の旨をお書き添え ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSupport (websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サポート
までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品
パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
B2B Integration 管理ガイ ド ix



表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr
x B2B Integration 管理ガイ ド



すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
B2B Integration 管理ガイ ド xi
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1 コンフ ィグレーション要件

この章では、 WebLogic Integration B2B Integration コンフ ィグレーシ ョ ンをいく
つか取り上げて、 標準的な参加者のためのコンフ ィ グレーシ ョ ン要件の例を示し

ます。 この章の内容は以下のとおりです。

� コンフ ィグレーシ ョ ンの概要

� XOCP アプリ ケーシ ョ ン （非推奨）

� RosettaNet アプ リ ケーシ ョ ン

� cXML アプリ ケーシ ョ ン （非推奨）

� ebXML アプ リ ケーシ ョ ン

� ブラウザ ク ラ イアン ト （非推奨）

� ファ イル共有ク ライアン ト （非推奨）

この章の情報は、 ト レーディ ング  パートナとの会話の管理に使用する協調的
ワークフローのコンフ ィ グレーシ ョ ンを対象と しています。 Messaging API また
は cXML API を使用して Java メ ッセージング アプリ ケーシ ョ ンを作成する場合
は、 『B2B Integration メ ッセージング アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』
を参照して ください。 ロジッ ク  プラグインを使用してコラボレーシ ョ ンに機能
を追加する場合は、 『B2B Integration ロジッ ク  プラグイン プログラ ミ ング ガイ
ド』 を参照して ください。

注意 : XOCP および cXML プロ ト コル、 B2B ブラウザおよびファ イル共有ク ラ
イアン トは、 この リ リースの WebLogic Integration から非推奨になって
います。 XOCP、 cXML、 B2B ブラウザおよびファ イル共有ク ライアン
トに代わる機能についての情報は、 『WebLogic Integration リ リース  ノー
ト 』 を参照して ください。
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1 コンフ ィグレーシ ョ ン要件
コンフ ィグレーショ ンの概要

以下の節では、 WebLogic Integration でサポート されている基本的な  B2B 統合ア
プ リ ケーシ ョ ンの一部を設定する方法について説明します。 これらの基本的なコ

ンフ ィグレーシ ョ ンでは、 よ り複雑なシナリオで必要な概念を示します。 B2B 
エンジン プロパティ （B2B エンジン名、 説明、 環境設定など） の設定に加えて、
以下のエンティテ ィのプロパティ をコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。

� ト レーディ ング パートナ
参加者ごとに、 基本的な ID 情報、 パーティ識別子、 配信チャネル情報を定
義する必要があ り ます。

� 会話定義

各会話定義には、 名前、 バージ ョ ン、 割り当てられたビジネス  プロ ト コル、
複数のロールが、 ワークフロー テンプレー トに関連付けられています。

� コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト
コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トは、 会話定義およびパーティ をアグ リーメ
ン トに対して定義します。 パーテ ィご とに、 ト レーディ ング  パートナのパー
ティ識別子、 配信チャネル、 およびロールを定義する必要があ り ます。

次の図は、 コンフ ィグレーシ ョ ンする必要があるエンティテ ィの概要です。 これ

は、 WebLogic Integration B2B Console でどのよ うに情報が構成されるかを示し
たものです。 リポジ ト リに情報が格納される方法の概要については、 第 6 章 「リ

ポジ ト リの操作」 を参照して ください。 具体的なプロパティ を設定するのに必要

な情報の詳細は、 B2B Console のオンラ イン ヘルプで説明します （2-7 ページの
「ヘルプの利用」 参照）。
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コンフ ィ グレーシ ョ ンの概要
図 1-1   B2B Integration のコンフ ィグレーションの概要
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1 コンフ ィグレーシ ョ ン要件
前の図で示したよ うに、 各配信チャネルは、 ビジネス  プロ ト コル バインディ ン
グを定義する ドキュ メ ン ト交換に関連付けられます。 ドキュ メ ン ト交換で定義さ

れるパラ メータは、 選択したプロ ト コルによって異なり ます。 次の図は、

WebLogic Integration でサポート されているビジネス  プロ ト コルを示します。

図 1-2   ドキュメン ト交換で定義されているビジネス プロト コルのバインディン
グ

以下の節では、 複数のサンプル アプリ ケーシ ョ ンの参加者に対するコンフ ィグ
レーシ ョ ン要件について説明します。 コンフ ィグレーシ ョ ンは通常、 B2B 
Console で実行されますが、 これらの例は、 コンフ ィ グレーシ ョ ンの実行方法を
示すものではあ り ません。 第 4 章 「B2B Integration コンポーネン ト のインポート
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コンフ ィ グレーシ ョ ンの概要
とエクスポート 」 の説明に従って、 あるシステムで作成された ト レーディ ング  
パートナ、 会話定義、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト 、 およびワークフロー
をエクスポート して別のシステムにインポートできます。

トレーディング パートナのエンコーディングに関
する注意

XML ドキュ メン ト と同様に、 ト レーディング  パートナ間でやり取りする メ ッ
セージは、 有効な文字セッ ト でエンコード される可能性があ り ます。 デフォル ト

では、 メ ッセージは UTF-8 でエンコーディ ングされています。 他のエンコー
ディ ングをサポートするために、 ト レーディ ング  パートナのコンフ ィ グレー
シ ョ ンには、 encoding プロパティがあ り ます。 このプロパティは、 B2B エンジ
ンが、 その ト レーディング パートナに送信されたメ ッセージをエンコードする
方法を指定します （図 1-1 で示される ト レーディ ング  パートナの一般的なプロパ
ティ を参照）。

エンコーディ ングの仕様は、 XOCP プロ ト コルに対してのみ影響します。 B2B 
エンジンは、 エンコーディ ング  プロパティの設定に関係なく、 すべての cXML、
RosettaNet および ebXML メ ッセージを  UTF-8 でエンコード します。

次の節の 「XOCP アプ リ ケーシ ョ ン （非推奨）」 で説明するよ うに、 XOCP プロ
ト コルのメ ッセージは常に、 ハブと してコンフ ィグレーシ ョ ンされた ト レーディ

ング パートナの配信チャネルでルーテ ィングされます。

図 1-3   メ ッセージ配信

上の図では、 以下のエンコーディング設定が ト レーディ ング  パートナに適用さ
れているものと します。

� TP1。 エンコーディ ング未設定 （デフォル ト の UTF-8 を使用）

� TP2。 エンコードは UTF-16
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1 コンフ ィグレーシ ョ ン要件
� TP3。 エンコードは Shift_JIS

これらの設定を基に、 TP1 から  TP3 へのメ ッセージのエンコーディ ングは、 次
のよ うに処理されます。

1. TP1 は、 TP 2 にメ ッセージを送信します。 メ ッセージは、 TP2 のエンコー
ディ ング設定を基に UTF-16 でエンコード されます。

2. TP2 はメ ッセージを受信します。 TP2 の配信チャネルはハブ配信チャネルな
ので、 メ ッセージ処理はメ ッセージ ヘッダーのみを呼び出します。 ペイ ロー
ドは変更されません。

3. TP2 は、 TP3 にメ ッセージを送信します。 ヘッダーは、 TP3 のエンコーディ
ング設定に従ってエンコード されます。 ペイロードは前述のとおり変更され

ません。

このシナリオのメ ッセージ エンコーディ ングは、 次の図のよ うにま とめる こ と
ができます。

図 1-4   メ ッセージ エンコーディング

エンコーディ ング プロパティ を使用したと きに期待した結果を得るために、 ト
レーディング パートナと、 それに関連付けられた配信チャネルをコンフ ィグ
レーシ ョ ンしたと きにメ ッセージがどのよ うに処理されるかに留意する必要があ

り ます。

TP3 の Shift_JIS でエンコード されたペイロード情報が必要な場合は、 TP2 のエ
ンコーディ ングを  Shift_JIS に設定する必要があ り ます。

次の節では、 XOCP プロ ト コルでメ ッセージをルーティ ングするために ト レー
ディ ング パートナ定義、 会話定義、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト をコン
フ ィ グレーシ ョ ンする方法の詳細を説明します。 必要に応じて、 適切にエンコー
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コンフ ィ グレーシ ョ ンの概要
ディングされたメ ッセージを ト レーディ ング  パートナが受信するよ うに、 ダ
ミーの ト レーディ ング  パートナと コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト をコンフ ィ
グレーシ ョ ンできます。

有効なエンコーディ ング名とエ リ アスの リ ス トについては、 次の URL にアクセ
スして ください。 http://www.iana.org/assignments/character-sets
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XOCP アプリケーシ ョン （非推奨）

以下の節では、 XOCP 配信チャネルのコンフ ィグレーシ ョ ン、 およびピア ツー 
ピアの仲介メ ッセージング  アプリ ケーシ ョ ンで XOCP を使用するよ うに B2B エ
ンジンをコンフ ィグレーシ ョ ンする方法の例を示します。

� XOCP ハブおよびスポーク配信チャネル

� XOCP ピア ツー ピア メ ッセージング

� XOCP 仲介メ ッセージング

XOCP ハブおよびスポーク配信チャネル

XOCP プロ ト コルの配信チャネルは、 以下のいずれかにコンフ ィ グレーシ ョ ンす
る必要があ り ます。

� ハブ （ルーティ ング  プロキシ） 配信チャネル

� スポーク配信チャネル

ハブ配信チャネルは、 会話定義のどちらかのロールに対してプロキシと して機能

するユニークな配信チャネルです。 ハブ配信チャネルで想定されるロールは、 会

話定義に対するコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のコンフ ィ グレーシ ョ ンに
よって異なり ます。 たとえば、 ト レーディ ング  パートナのハブ配信チャネルが、
あるコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ではサプライヤのロールに割り当てられ、
同じ会話定義の別のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ではバイヤのロールに割
り当てられている場合、 メ ッセージは次のよ うに処理されます。

� ハブ配信チャネルは、 サプライヤのロールに送信されたメ ッセージを受信し

ます。 このハブ配信チャネルでバイヤのロールが割り当てられている、 会話

定義のすべてのコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト が識別されます。 メ ッセー
ジは、 これらの各コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トでサプライヤのロールに
割り当てられている ト レーディ ング  パートナの配信チャネルに転送されま
す。

� ハブ配信チャネルは、 バイヤのロールに送信されたメ ッセージを受信しま

す。 この配信チャネルでサプライヤのロールが割り当てられている、 会話定

義のすべてのコラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト が識別されます。 メ ッセージ
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は、 これらの各コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トでバイヤのロールに割り当
てられている ト レーディ ング  パートナの配信チャネルに転送されます。

つま り、 会話定義で同じロールに関連付けられた複数の ト レーディ ング  パート
ナが、 ハブ配信チャネルを持つコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トに参加した場
合、 その配信チャネルを使用して、 それらの ト レーディ ング  パートナにメ ッ
セージをブロードキャス ト できます。 一部の ト レーディ ング  パートナに対する
ブロードキャス ト を制限する必要がある場合、 3-3 ページの 「ルーティ ングおよ
びフ ィルタ処理の XPath 式」 で説明されている とおり、 XPath フ ィルタ式を使用
できます。

XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 配信チャネルと コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト
に対してハブと スポークのコンフ ィグレーシ ョ ンを必ず必要と しますが、 XOCP 
プロ ト コルを使用する ト レーディング  パートナは、 ピア ツー ピアまたは仲介に
よる メ ッセージの交換のいずれかに参加できます。

� ピア ツー ピアによる メ ッセージの交換
参加者の各ト レーディング  パートナは、 コラボレーシ ョ ン内にロールを持っ
ています。 つま り、 メ ッセージは、 ト レーディ ング  パートナのピア間で交換
されます。 このため、 ト レーディング  パートナのピアの 1 つは、 一方はハブ
配信チャネル、 も う一方はスポーク配信チャネルとい う  2 種類の配信チャネ
ルをコンフ ィ グレーシ ョ ンする必要があ り ます。 こ こでは、 ピア ツー ピア  
モデルをシ ミ ュレー ト します。 XOCP ポイン ト  ツー ポイン ト  プロ ト コルは、
現在のバージ ョ ンでは使用できません。

� 仲介による メ ッセージの交換

仲介者と して機能する ト レーディング  パートナは、 直接にはどのロールにも
参加せず、 ト レーディング  パートナのスポークにメ ッセージをルーティ ング
します。 仲介者は、 ハブ配信チャネルをコンフ ィグレーシ ョ ンし、 各 ト レー

ディ ング  パートナのスポークはスポーク配信チャネルを定義します。 仲介者
の側では、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメン トは、 ト レーディ ング  パートナ
のハブ配信チャネルと、 各 ト レーディング  パートナのスポーク配信チャネル
の間で定義されます。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トは、 メ ッセージを正
し くルーティ ングする必要がある場合に、 ハブ配信チャネルおよびスポーク

配信チャネルをロールに割り当てます。

以下の節では、 これらの基本的な  XOCP メ ッセージ交換方法の詳細な例を示し
ます。 これらの例自体で示すのは、 単純なシナリオです。 これを基に、 よ り複雑
なデプロイ メ ン ト を作成できます。
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XOCP ピア ツー ピア メ ッセージング

コンピュータ  メーカーの ABC International、 チップ サプライヤの XYZ Systems 
とい う  2 つの ト レーディング  パートナが、WebLogic Integration から  Query Price 
and Availability （QPA） ト ランザクシ ョ ンに参加する ものと します。 ABC 
International はバイヤで、 2 つの ト ランザクシ ョ ンの開始者です。 メ ッセージの
交換には XOCP プロ ト コルを使用しています。 双方の ト レーディ ング  パートナ
には、 WebLogic Integration がインス トールされています。

次の節では、 以下の方法の例を示します。

� ト レーディ ング パートナと、 そこに関連付けられた配信チャネルのコンフ ィ
グレーシ ョ ン

� 必要なロールを実装するための会話定義のコンフ ィグレーシ ョ ン

� 必要な ト レーディ ング  パートナの配信チャネルと、 コラボレーシ ョ ン アグ
リーメ ン ト内の適切なロールの関連付け

必要なプラ イベートおよび協調的 （パブ リ ッ ク） ワークフローが作成されている

こ とを前提と します。 この例の協調的ワークフローは、 それぞれ 
QPA_Public_Supplier および QPA_Public_Buyer とい う名前です。 Studio
（B2B Integration プラグインで提供されている拡張機能付き） の使用の詳細につ
いては、 『B2B Integration ワークフローの作成』 を参照して ください。

警告 : この例では、 2 つの配信チャネル （1 つのハブと  1 つのスポーク） 用
にコンフ ィ グレーシ ョ ンされた単一のト レーディ ング  パートナを示
します。 現在、 このコンフ ィグレーシ ョ ンには制限があ り ます。 2 つ
の配信チャネルで 1 つの ト レーディング  パートナを設定しないでく
ださい。 代わりに、 それぞれに独自の配信チャネルを定義して 2 つの
ト レーディ ング パートナを設定します。 1 つの ト レーディ ング パー
トナでハブ配信チャネルをコンフ ィグレーシ ョ ンし、 も う  1 つのト
レーディング パートナでスポーク配信チャネルをコンフ ィグレー
シ ョ ンします。

ト レーディング パートナ

ABC International と  XYZ Systems 双方の ト レーディング パートナ定義を提供す
る必要があ り ます。
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注意 : 簡略化のために、 この例では SSL または署名による証明書を使用しませ
ん。 セキュ リ テ ィ  コンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B 
Integration セキュ リ テ ィの実装』 を参照して ください。

次の図では、 ABC WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの ABC 
International ト レーディ ング パートナ用に定義する情報をま とめています。
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図 1-5   ABC コンフ ィグレーションでの ABC International ト レーディ ング パー
トナ定義
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XOCP アプリケーシ ョ ン （非推奨）
ト レーディング パートナのタイプ （「General」 ボッ クス内） は Local で、 コン
フ ィグレーシ ョ ンには、 ハブおよびスポークの配信チャネル （XOCP-hub-dc と  
XOCP-spoke-dc）、 ドキュ メ ン ト交換 （XOCP-hub-de と  XOCP-spoke-de）、 転送
（XOCP-hub-transport と  XOCP-spoke-transport） が定義されています。 各転
送は、 配信チャネル エンドポイン ト と して機能する  URI
（http://abc.com/xocp-hub-transport と  
http://abc.com/xocp-spoke-transport） に関連付けられています。

注意 : この例の初め （1-10 ページの 「XOCP ピア ツー ピア メ ッセージング」
を参照） で説明したよ うに、 現在の WebLogic Integration には、 2 つのト
レーディ ング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ンが必要な制限があ り ま
す。 たとえば、 ABC International-Spoke とい う ト レーディ ング  パー
トナと  ABC International とい う ト レーディ ング  パートナをコンフ ィ
グレーシ ョ ンします。 ABC International の定義には、 XOCP-hub-dc、

XOCP-hub-de、 および XOCP-hub-transport 定義が含まれる一方で、
ABC International-Spoke 定義には、 XOCP-spoke-dc、

XOCP-spoke-de、 および XOCP-spoke-transport 定義が含まれます。

次の図では、 XYZ WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの ABC 
International ト レーディ ング パートナ用に定義する情報をま とめています。
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図 1-6   XYZ コンフ ィグレーションでの ABC International ト レーディ ング パー
トナ定義

この場合、 ト レーディ ング  パートナのタイプ （「General」 ボッ クス内） は 
Remote で、 コンフ ィグレーシ ョ ンには、 ハブのみの配信チャネル
（XOCP-hub-dc）、 ドキュ メ ン ト交換 （XOCP-hub-de）、 転送

（XOCP-hub-transport） が定義されています。 転送は、 配信チャネル エンドポ
イン ト と して機能する  URI （http://abc.com/xocp-hub-transport） に関連
付けられています。
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次の図では、 ABC WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの XYZ Systems 
ト レーディング パートナ用に定義する情報をま とめています。

図 1-7   ABC International コンフ ィグレーションでの XYZ Systems トレーディ
ング パートナ定義

この場合、 ト レーディング  パートナのタイプ （「General」 ボッ ク ス内） は 
Remote で、 コンフ ィ グレーシ ョ ンには、 スポークのみの配信チャネル
（XOCP-spoke-dc）、 ドキュ メ ン ト交換 （XOCP-spoke-de）、 転送
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1 コンフ ィグレーシ ョ ン要件
（XOCP-spoke-transport） が定義されています。 転送は、 配信チャネル エンド
ポイン ト と して機能する  URI （http://xyz.com/xocp-spoke-transport） に
関連付けられています。

XYZ WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの XYZ Systems ト レーディ ン
グ  パートナ用に定義する情報は、 前の図と同じです。 ただし、 XYZ WebLogic 
Integration コンフ ィ グレーシ ョ ンの ト レーディ ング  パートナのタイプ
（「General」 ボッ クス内） を  Local に設定する必要があ り ます。

会話定義

次の図では、ABC WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの Query Price and 
Availability （QPA） 会話定義で必要な設定を示します。

図 1-8   QPA 用の会話定義

XYZ WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの会話定義は同じです。 ただ
し、 BPM オーガニゼーシ ョ ン （「WLPI organization」 と して示されている部分）
を、 XYZ Systems で定義されたオーガニゼーシ ョ ン （XYZ_Org など） を反映す
るよ うに変更する必要があ り ます。
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XOCP アプリケーシ ョ ン （非推奨）
コラボレーショ ン アグリーメント

次の図で示すコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トは、ABC WebLogic Integration コ
ンフ ィグレーシ ョ ンでのみ必要です。 コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を使用
する と、 1-8 ページの 「XOCP ハブおよびスポーク配信チャネル」 で説明されて
いるよ うに、 ハブ配信チャネルをバイヤのロールのプロキシと して機能させるこ

とができます。

図 1-9   コラボレーション アグリーメント  ABC-ABC

注意 : 図 1-5 の次の注意で説明されているよ うに、 2 つの ト レーディング  パー
トナを作成した場合は、 前のコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のバイヤ
のロールの ト レーディング パートナ名が ABC International-Spoke に
変更されます。
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1 コンフ ィグレーシ ョ ン要件
次の図で示すコラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト は、 ABC と  XYZ 双方の 
WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンで必要です。

図 1-10   コラボレーション アグリーメント  ABC-XYZ

仕組み

次の図では、 ABC International と  XYZ Systems による  Query Price and 
Availability （QPA） メ ッセージを WebLogic Integration がサポートする仕組みを
示します。
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XOCP アプリケーシ ョ ン （非推奨）
図 1-11   QPA コラボレーションの概要 : XOCP ピア ツー ピア
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注 1
ABC International のハブ配信チャネル （XOCP-hub-dc） は、 サプライヤのロール
に送信されたメ ッセージを受信します。 1-8 ページの 「XOCP ハブおよびスポー
ク配信チャネル」 で説明されているよ うに、 XOCP-hub-dc でバイヤのロールが
割り当てられているすべてのコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トが識別されます。
こ こでは、一方のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト  Query-Price ABC-XYZ がそ
の条件に合致しています。 このアグ リーメ ン ト を基に、 サプライヤのロールに割
り当てられた XYZ Systems の配信チャネル
（http://xyz.com/xocp-spoke-transport の XYZ Systems XOCP-spoke-dc）
にメ ッセージが配信されます。

注 2
ABC International のハブ配信チャネル （XOCP-hub-dc） は、 バイヤのロールに送
信されたメ ッセージを受信します。 XOCP-hub-dc でサプラ イヤのロールが割り
当てられているすべてのコラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト が識別されます。 こ
こでは、一方のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト  Query-Price ABC-ABC がその
条件に合致しています。 このアグ リーメ ン ト を基に、 バイヤのロールに割り当て
られた XYZ Systems の配信チャネル
（http://abc.com/xocp-spoke-transport の ABC International 
XOCP-spoke-dc） にメ ッセージが配信されます。
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XOCP アプリケーシ ョ ン （非推奨）
XOCP 仲介メ ッセージング

この例では、 コンピュータ  メーカーの ABC International は、 注文管理ト ランザ
クシ ョ ンの仲介者と して IntCo との契約を予定しています。チップ サプラ イヤ 2 
社、 TUV Corporation と  XYZ Systems は、 IntCo と契約しています。

IntCo は、 Query Price and Availability （QPA） ト ランザクシ ョ ンで、 ABC 
International とチップ サプライヤ 2 社の間の仲介者と して機能します。 IntCo は、
会話のロールに直接には参加しませんが、 ABC International とサプライヤの間の
ト ランザクシ ョ ンの仲介者と して振る舞います。

ABC International はバイヤで、 2 つの ト ランザクシ ョ ンの開始者です。 メ ッセー
ジの交換には XOCP プロ ト コルを使用しています。 すべての参加者には、
WebLogic Integration がインス トールされています。

次の節では、 以下の方法の例を示します。

� ト レーディング パートナと、 そこに関連付けられた配信チャネルのコンフ ィ
グレーシ ョ ン

� 必要なロールを実装するための会話定義のコンフ ィ グレーシ ョ ン

� 必要な ト レーディ ング  パートナの配信チャネルと、 コラボレーシ ョ ン  アグ
リーメ ン ト で定義されたロールの関連付け

必要なプライベートおよび協調的 （パブ リ ッ ク） ワークフローが作成されている

こ と を前提と します。 この例の協調的ワークフローは、 それぞれ 
QPA_Public_Supplier および QPA_Public_Buyer とい う名前です。 Studio
（B2B Integration プラグインで提供されている拡張機能付き） の使用の詳細につ
いては、 『B2B Integration ワークフローの作成』 を参照して ください。

ト レーディング パートナ

ト レーディング パートナは、 次のよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り
ます。

� ABC International と  IntCo を ABC の WebLogic Integration コンフ ィ グレー
シ ョ ンで定義する

� TUV Corporation と  IntCo を  TUV の WebLogic Integration コンフ ィグレー
シ ョ ンで定義する
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1 コンフ ィグレーシ ョ ン要件
� XYZ Systems と  IntCo を  XYZ Systems の WebLogic Integration コンフ ィグ
レーシ ョ ンで定義する

� ABC International、 TUV COrporation、 XYZ Systems、 および IntCo を  IntCo 
の WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンで定義する

注意 : 簡略化のために、 この例では SSL または署名による証明書を使用しませ
ん。 セキュ リ テ ィ  コンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B 
Integration セキュ リ テ ィの実装』 を参照して ください。

次の図では、 ABC、 TUV、 および XYZ の WebLogic Integration コンフ ィグレー
シ ョ ンで必要な IntCo のト レーディ ング  パートナ定義をま とめています。
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XOCP アプリケーシ ョ ン （非推奨）
図 1-12   ABC、 TUV、 XYZ コンフ ィグレーションでの IntCo ト レーディ ング 
パートナ定義

ト レーディング パートナのタイプ （「General」 ボッ クス内） は Remote で、 コン
フ ィグレーシ ョ ンには、 ハブのみの配信チャネル （XOCP-hub-dc）、 ドキュ メ ン

ト交換 （XOCP-hub-de）、 転送 （XOCP-hub-transport） が定義されています。

転送は、 配信チャネル エンドポイン ト と して機能する  URI
（http://intco.com/xocp-hub-transport） に関連付けられています。
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IntCo コンフ ィグレーシ ョ ンの IntCo ト レーディ ング パートナ定義は、 前の図の
定義と同じにします。 ただし、 IntCo WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ
ンの ト レーディ ング パートナのタイプ （「General」 ボッ クス内） を  Local に設
定する必要があ り ます。

他の各ト レーディ ング  パートナは、自身の WebLogic Integration コンフ ィグレー
シ ョ ンの一部と して固有のト レーディ ング パートナ定義を提供する必要があ り
ます。

次の図では、 TUV Corporation コンフ ィグレーシ ョ ンで必要な  TUV Corporation 
の ト レーディ ング パートナ定義をま とめています。
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XOCP アプリケーシ ョ ン （非推奨）
図 1-13   TUV コンフ ィグレーションでの TUV Corporation ト レーディング パー
トナ定義

ト レーディング パートナのタイプは Local で、 コンフ ィグレーシ ョ ンには、 ス
ポーク配信チャネル （XOCP-spoke-dc）、 ドキュ メ ン ト交換 （XOCP-spoke-de）、

転送 （XOCP-spoke-transport） が定義されています。 転送は、 配信チャネル 
エンドポイン ト と して機能する  URI
（http://tuv.com/xocp-spoke-transport） に関連付けられています。
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次の図では、 XYZ コンフ ィグレーシ ョ ンで必要な  XYZ Systems のト レーディ ン
グ  パートナ定義をま とめています。

図 1-14   XYZ コンフ ィグレーションでの XYZ Systems ト レーディ ング パートナ
定義

ト レーディ ング パートナのタイプは Local で、 コンフ ィ グレーシ ョ ンには、 ス
ポーク配信チャネル （XOCP-spoke-dc）、 ドキュ メ ン ト交換 （XOCP-spoke-de）、

転送 （XOCP-spoke-transport） が定義されています。 転送は、 配信チャネル 
エンドポイン ト と して機能する  URI
（http://xyz.com/xocp-spoke-transport） に関連付けられています。
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XOCP アプリケーシ ョ ン （非推奨）
次の図では、 ABC コンフ ィ グレーシ ョ ンで必要な ABC International の ト レー
ディ ング  パートナ定義をま とめています。

図 1-15   ABC コンフ ィグレーションでの ABC International ト レーディ ング 
パートナ定義

ト レーディング パートナのタイプは Local で、 コンフ ィグレーシ ョ ンには、 ス
ポーク配信チャネル （XOCP-spoke-dc）、 ドキュ メ ン ト交換 （XOCP-spoke-de）、

転送 （XOCP-spoke-transport） が定義されています。 転送は、 配信チャネル 
エンドポイン ト と して機能する  URI
（http://abc.com/xocp-spoke-transport） に関連付けられています。
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IntCo WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンでの XYZ、 TUV、 ABC ト レー
ディ ング パートナ定義の要件は、 ト レーディ ング  パートナのタイプを除けば、
上記の リ ス ト と まった く同じです。 IntCo WebLogic Integration コンフ ィグレー
シ ョ ンの XYZ、 TUV、 ABC では、 ト レーディ ング  パートナは Remote に設定さ
れます。

会話定義

次の図では、IntCo WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの Query Price and 
Availability （QPA） 会話用に定義する情報をま とめています。

図 1-16   QPA 用の会話定義

ABC、 TUV、 XYZ の WebLogic Integration コンフ ィ グレーシ ョ ンの会話定義は
同じです。 ただし、 BPM オーガニゼーシ ョ ン （「WLPI organization」 と して示さ
れている部分） を、 各企業で定義されたオーガニゼーシ ョ ンを反映するよ うに変
更する必要があ り ます。
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XOCP アプリケーシ ョ ン （非推奨）
コラボレーショ ン アグリーメント

次の図で示すコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トは、 IntCo WebLogic Integration 
コンフ ィグレーシ ョ ンで必要です。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を使用す
る と、 1-8 ページの 「XOCP ハブおよびスポーク配信チャネル」 で説明されてい
るよ うに、 IntCo ハブ配信チャネルをバイヤのロールのプロキシと して機能させ
るこ とができます。

図 1-17   コラボレーション アグリーメント  IntCo-to-Supplier
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注意 : IntCo では、前の図のよ うに 1 つのアグ リーメ ン ト をコンフ ィ グレーシ ョ
ンするこ と も、 サプラ イヤごとに 1 つずつの 2 つのアグ リーメ ン ト をコ
ンフ ィグレーシ ョ ンする こ と もできます。 2 つのアグ リーメ ン ト をコン
フ ィ グレーシ ョ ンする場合、 適切な ト レーディング  パートナで使用する
ためにそれぞれをエクスポートする こ とができます。

対応するアグ リーメ ン トは、 TUV コンフ ィグレーシ ョ ンおよび XYZ コンフ ィグ
レーシ ョ ンで必要です。 TUV コンフ ィグレーシ ョ ンのコラボレーシ ョ ン  アグ
リーメ ン ト を次の図に示します。

図 1-18   TUV-IntCo のコラボレーション アグリーメント
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XOCP アプリケーシ ョ ン （非推奨）
XYZ コンフ ィグレーシ ョ ンで必要なアグ リーメ ン ト を次の図に示します。

図 1-19   コラボレーション アグリーメント  XYZ-IntCo
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次の図で示すコラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト は、 IntCo WebLogic Integration 
コンフ ィグレーシ ョ ンで必要です。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を使用す
る と、 1-8 ページの 「XOCP ハブおよびスポーク配信チャネル」 で説明されてい
るよ うに、 IntCo ハブ配信チャネルをサプラ イヤのロールのプロキシと して機能
させるこ とができます。

図 1-20   コラボレーション アグリーメント  IntCo-to-Buyer

この図のアグ リーメ ン トは、 ABC コンフ ィグレーシ ョ ンでも必要です。

仕組み

次の図は、ABC International と  2 つのサプラ イヤ （TUV Corporation および XYZ 
Systems） の間の Query Price and Availability メ ッセージの交換を  IntCo が仲介す
る仕組みを示します。
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XOCP アプリケーシ ョ ン （非推奨）
図 1-21   IntCo が仲介する QPA コラボレーション

ABC QPA_Public_Buyer ワークフローの Send QPA アクシ ョ ンによってサプラ イ
ヤのロールに送信された メ ッセージは、 ABC コンフ ィ グレーシ ョ ンのコラボ
レーシ ョ ン アグ リーメ ン トで指定した  IntCo ハブ配信チャネルに転送されます。

IntCo ハブ配信チャネル （XOCP-hub-dc） が、 サプライヤ ロールに送信された
メ ッセージを受信する と、 XOCP-hub-dc がバイヤのロールに割り当てられてい
る  Query-Price 会話定義が識別されます。 こ こでは、 一方のコ ラボレーシ ョ ン  
アグ リーメン ト  Query-Price IntCo-to-Supplier がその条件に合致していま
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す。 このアグ リーメ ン ト を基に、 TUV Corporation の配信チャネル
（http://tuv.com/xocp-spoke-transport の XOCP-spoke-dc） と  XYZ 
Systems の配信チャネル （http://xyz.com/xocp-spoke-transport の 
XOCP-spoke-dc） にメ ッセージが配信されます。

TUV または XYZ の QPA_Public_Supplier ワークフローの Send Reply アク
シ ョ ンによってバイヤのロールに送信されたメ ッセージは、 各コンフ ィグレー

シ ョ ンで定義されているコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト で指定した  IntCo ハブ
配信チャネルに送信されます。

IntCo ハブ配信チャネル （XOCP-hub-dc） が、 バイヤ ロールに送信された メ ッ
セージを受信する と、 XOCP-hub-dc がサプライヤのロールに割り当てられてい
る  Query-Price 会話定義が識別されます。 こ こでは、 一方のコラボレーシ ョ ン 
アグ リーメ ン ト  Query-Price IntCo-to-Buyer がその条件に合致しています。
このアグ リーメ ン ト を基に、 ABC International の配信チャネル
（http://abc.com/xocp-spoke-transport の XOCP-spoke-dc） にメ ッセージ
が配信されます。

RosettaNet アプリケーシ ョン

この例は、 1-10 ページの 「XOCP ピア ツー ピア メ ッセージング」 で説明したの
と同じ状況です。 コンピュータ  メーカーの ABC International、 チップ サプライ
ヤの XYZ Systems とい う  2 つの ト レーディング  パートナが、 WebLogic 
Integration から  Query Price and Availability （QPA） ト ランザクシ ョ ンに参加しま
す。 こ こでは、 ト レーディ ング  パートナは、 RosettaNet プロ ト コルを使用して
おり、 PIP 3A2 を利用してパブリ ッ ク  プロセスを実行します。

Partner Interface Processes （PIP） に参加している ト レーディ ング  パートナは、
PIP の各ロールで定義されたパブリ ッ ク  プロセスを実装し、 プライベート  プロ
セス と ワークフローに加えて、 パブリ ッ ク  プロセスに内部システムを接続する
必要があ り ます。

WebLogic Integration で提供された  PIP 3A2 テンプレー トがカスタマイズされ、
必要に応じて内部システムと会話するプラ イベート  プロセスに接続されている
こ とを前提と します。 この例の協調的ワークフローは、 それぞれ 
PIP3A2_Product_Supplier および PIP3A2_Customer とい う名前です。
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Studio （B2B Integration プラグインで提供されている拡張機能付き） を使用する
際の一般的な情報については、 『B2B Integration ワークフローの作成』 を参照し
て ください。 WebLogic Integration で提供されている  PIP テンプレー トのカスタ
マイズと  RosettaNet セキュ リ テ ィのコンフ ィグレーシ ョ ンについては、 『B2B 
Integration RosettaNet の実装』 を参照して ください。

次の節では、 以下の方法の例を示します。

� ト レーディング パートナと、 そこに関連付けられた配信チャネルの 
RosettaNet 2.0 用コンフ ィグレーシ ョ ン

� 必要なロールを実装するための会話定義のコンフ ィ グレーシ ョ ン

� 必要な ト レーディ ング  パートナの配信チャネルと、 コラボレーシ ョ ン  アグ
リーメ ン ト で定義されたロールの関連付け

注意 : WebLogic Integration ド メ インで RosettaNet を使用する前に、 『B2B 
Integration RosettaNet の実装』 の 「環境の設定」 の説明に従ってド メ イ
ンの設定を変更する必要があ り ます。

トレーディング パートナ

ABC International と  XYZ Systems 双方のト レーディ ング  パートナ定義を提供す
る必要があ り ます。

注意 : 簡略化のために、 この例では SSL または署名による証明書を使用しませ
ん。 セキュ リ テ ィ  コンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B 
Integration セキュ リ テ ィの実装』 を参照して ください。

次の図では、 ABC コンフ ィ グレーシ ョ ンの ABC International ト レーディ ング 
パートナ用に定義する情報をま とめています。
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図 1-22   ABC コンフ ィグレーションでの ABC International ト レーディング 
パートナ定義

ト レーディ ング パートナのタイプ （「General」 ボッ クス内） は Local で、 コン
フ ィ グレーシ ョ ンには、 単独の RosettaNet 配信チャネル （RosettaNet-dc）、 ド

キュ メ ン ト交換 （RosettaNet-de）、 転送 （RosettaNet-transport） が定義さ

れています。 転送は、 配信チャネル エンドポイン ト と して機能する  URI
（http://abc.com/rosettanet-transport） に関連付けられています。
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XYZ WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの ABC ト レーディ ング パート
ナ定義は、 前の図の定義と同じにします。 ただし、 XYZ WebLogic Integration コ
ンフ ィグレーシ ョ ンの ト レーディング  パートナのタイプを  Remote に設定する必
要があ り ます。

次の図では、 XYZ WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの XYZ Systems 
ト レーディング パートナ用に定義する情報をま とめています。

図 1-23   XYZ コンフ ィグレーションでの XYZ Systems トレーディング パートナ
定義
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ト レーディ ング パートナのタイプは Local で、 コンフ ィ グレーシ ョ ンには、 単
独の RosettaNet 配信チャネル （RosettaNet-dc）、 ドキュ メ ン ト交換

（RosettaNet-de）、 転送 （RosettaNet-transport） が定義されています。 転

送は、 配信チャネル エンドポイン ト と して機能する  URI
（http://xyz.com/rosettanet-transport） に関連付けられています。

ABC WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの XYZ ト レーディング パート
ナ定義は、 前の図の定義と同じにします。 ただし、 ABC WebLogic Integration コ
ンフ ィグレーシ ョ ンの ト レーディ ング  パートナのタイプを  Remote に設定する必
要があ り ます。

会話定義

次の図では、ABC WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの Query Price and 
Availability （QPA） 会話定義で必要な設定を示します。

図 1-24   PIP 3A2 用の会話定義

XYZ WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンの会話定義は同じです。 ただ
し、 BPM オーガニゼーシ ョ ン （「WLPI organization」 と して示されている部分）
を、 XYZ Systems で定義されたオーガニゼーシ ョ ン （XYZ_Org など） を反映す
るよ うに変更する必要があ り ます。
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コラボレーション アグリーメント

次の図で示すコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トは、 ABC と  XYZ 双方の 
WebLogic Integration コンフ ィ グレーシ ョ ンで必要です。

図 1-25   コラボレーション アグリーメント  Query-Price-PIP3A2-ABC-XYZ

仕組み

次の図では、RosettaNet 2.0 を使用した ABC International と  XYZ Systems による  
Query Price and Availability メ ッセージの交換を  WebLogic Integration がサポート
する仕組みを示します。
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図 1-26   QPA コラボレーションの概要 : RosettaNet
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cXML アプリケーシ ョン （非推奨）

こ こでは、 ト レーディング  パートナ、 会話定義、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ
ン ト をコンフ ィグレーシ ョ ンする際の cXML 固有の要件について概要を説明し
ます。 WebLogic Integration で cXML の実装に使用するアーキテクチャ、 cXML 
セキュ リ テ ィ、 および cXML API の使用方法については、 『B2B Integration 
cXML の実装』 を参照して ください。

cXML で交換される ドキュ メン トは、 Request、 Response、 Message とい う  3 つ
の基本的な文書型に分類されます。 それぞれの基本的な文書型には、 サブタイプ
があ り ます。 たとえば Request には、 OrderRequest、 PunchOutSetupRequest、
SupplierDataRequest、 SupplierListRequest、 または GetPendingRequest などがあ
り ます。 Request-Response が一組になって cXML ト ランザクシ ョ ンを構成しま
す。 たとえば、 PunchOutSetupRequest と  PunchOutSetupResponse が組み合わ
さって PunchOutSetup ト ランザクシ ョ ンにな り ます。

各ドキュ メン ト の構造は、 特定の文書型および cXML のバージ ョ ンに対する  
cXML DTD に従います。

次の図では、 3 種類の文書型の基本構造の例を示します。
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図 1-27   cXML の文書型
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cXML ト ランザクシ ョ ンに対して ト レーディ ング  パートナと会話定義を定義す
る と きに、 一部のパラ メータに割り当てられた値は、 cXML ルート と  Header 要
素に表示される特定の要素と属性に一致している必要があ り ます。 また、 会話定
義名は cXML ト ランザクシ ョ ンに一致する必要があ り、 割り当てられた値は 
Buyer および Supplier でな くてはな り ません。

次の表では、 要件を示します。

表 1-1  cXML 要件

トレーディン

グ パートナと
会話定義

パラメータ 一致する必要がある値

ト レーディン

グ パートナ－ 
Supplier

Business ID Type To Credential ド メ イン属性の値。

たとえば、 <To><Credential domain=”DUNS”> の場合、

ビジネス  ID タイプを  DUNS に設定する。

Business ID To Credential Identity 要素の内容。

たとえば、

<To><Credential domain=”DUNS>

<Identity>012345123</Identity> の場合、

ビジネス  ID を  012345678 に設定する。

ト レーディン

グ パートナ－ 
Buyer

Business ID Type From Credential ド メ イン属性の値。

たとえば、 <From><Credential domain=”DUNS=”> の場
合、

ビジネス  ID タイプを  DUNS に設定する。

Business ID To Credential Identity 要素の内容。

たとえば、

<From><Credential domain=”DUNS>

<Identity>012345123</Identity> の場合、

ビジネス  ID を  012345678 に設定する。
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ebXML アプリケーシ ョン

コンピュータ  メーカーの ABC International、 チップ サプライヤの XYZ Systems 
とい う  2 つの ト レーディング  パートナが、WebLogic Integration から  Query Price 
and Availability （QPA） ト ランザクシ ョ ンに参加する ものと します。 ABC 
International はバイヤで、 2 つの ト ランザクシ ョ ンの開始者です。 メ ッセージの
交換には ebXML ビジネス  プロ ト コルを使用しています。 WebLogic Integration 
は ABC International にインス トールされ、 WebLogic Integration - Business 
Connect は XYZ Systems にインス トールされています。

会話定義 Name cXML ト ランザクシ ョ ン名。 ト ランザクシ ョ ン名は、
Request 要素または Response 要素の最初の子の名前に対応
する。

たとえば、

<Request>

<OrderRequest> . . .</OrderRequest> の場合、

会話定義名を  Order に設定する。

Version cXML バージ ョ ン属性の値。 たとえば、

<cXML version=”1.1.009=”. . . .> の場合、

会話定義のバージ ョ ンを  1.1.009 に設定する。

Roles （ロール） 定義されるロールは、 Buyer および Supplier。

表 1-1  cXML 要件

トレーディン

グ パートナと
会話定義

パラメータ 一致する必要がある値
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WebLogic Integration - Business Connect のト
レーディングパートナについて

WebLogic Integration - Business Connect がデプロイ される ト レーディング  パート
ナは、 自らおよびその ト レーディング  パートナ用の ト レーディング  パートナ コ
ンフ ィグレーシ ョ ン データを格納します。 WebLogic Integration と  WebLogic 
Integration - Business Connect ト レーディ ング パートナ間の E ビジネス ト ランザ
クシ ョ ンをサポートするのに必要な他のコンフ ィグレーシ ョ ン  データ （会話定
義、 コレボレーシ ョ ン定義など） は、 WebLogic Integration がデプロイ される ト
レーディ ング パートナ側に B2B Console を使用して入力する必要があ り ます。
WebLogic Integration 環境は、 WebLogic Integration ト レーディ ング  パートナに
よって作成された ト レーディ ング  パートナ コンフ ィグレーシ ョ ン  データ  ファ イ
ルの WebLogic Integration - Business Connect ト レーディ ング パートナによる消
費をサポート し、 また、 その逆もサポート します。

次の節では、 以下の方法の例を示します。

� ト レーディング パートナと、 そこに関連付けられた配信チャネルのコンフ ィ
グレーシ ョ ン - 1-46 ページの 「 ト レーディ ング  パートナ」 を参照して くださ
い。

� 必要なロールを実装するための会話定義のコンフ ィ グレーシ ョ ン  - 1-50 ペー
ジの 「会話定義」 を参照して ください。

� 必要な ト レーディ ング  パートナの配信チャネルと、 コラボレーシ ョ ン  アグ
リーメ ン ト内の適切なロールの関連付け  - 1-51 ページの 「コ ラボレーシ ョ ン  
アグ リーメン ト 」 を参照して ください。

� 軽量ク ラ イアン ト （WebLogic Integration - Business Connect） を使用した、
ebXML メ ッセージのシステムと ト レーディ ング  パートナ間の交換をサポー
トできるよ うに、 WebLogic Integration システムが正し く コンフ ィ グレー
シ ョ ンされているこ との保証 - 1-52 ページの 「WebLogic Integration - 
Business Connect デプロイ時のコンフ ィ グレーシ ョ ン上の考慮事項」 を参照
して ください。
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ト レーディング パートナ

ABC International と  XYZ Systems 双方の ト レーディング パートナを作成する必
要があ り ます。

� ABC International は、 必要なデータを  WebLogic Integration B2B Console に
入力するこ とによって ト レーディ ング  パートナを作成します （詳細は、

『B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ』 の 「 ト レーディ
ング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照）。

� XYZ Systems は、 必要なデータを  WebLogic Integration - Business Connect 
Administrator に入力するこ とによって、 その ト レーディング  パートナ （企業
プロファ イル） を作成します （詳細は、 『Using WebLogic Integration - 
Business Connect』 の 「Company Profiles」 を参照）。

注意 : WebLogic Integrationは、 ebXML コラボレーシ ョ ンを遂行するための 
SSL ベースのセキュア プラ ッ ト フォームを提供します。 セキュ リテ ィ設
定は、 この節で提示する例では明記されていません。 セキュ リ テ ィのコ
ンフ ィグレーシ ョ ンについては、 『B2B Integration ebXML の実装』 の
「ebXML の管理」 の 「セキュ リ テ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照し

て ください。

WebLogic Integration ト レーディング パートナ用のコンフ ィ
グレーション

ABC International ト レーディ ング  パートナのコンフ ィ グレーシ ョ ン用のデータ
を次の図にま とめます。
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図 1-28   ABC International リポジト リでの ABC International ト レーディ ング 
パートナ定義

この図の以下の指定に注意して ください。

� ト レーディング パートナのタイプ （「General」 ボッ クスに記載） は Local で
す。

� このコンフ ィ グレーシ ョ ンには、 ebXML 配信チャネルが 1 つ （ebXML-dc）、

ドキュ メ ン ト交換 （ebXML-de）、 および転送 （ebXML-transport） が含まれ

ます。

� 転送は、 配信チャネル エンドポイン ト と して機能する  URI
（http://abc.com:7001/ebxml-transport） に関連付けられています。

注意 : ビジネス  ト ランザクシ ョ ンに関与する各ト レーディング  パートナは、 他
の ト レーディ ング パートナに対する ト レーディ ング  パートナ定義を設定
している必要があ り ます。
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この場合、ABC International の WebLogic Integration リポジ ト リには、 こ
の図の ABC International ト レーディング パートナが格納されています。
また、 ト レーディング  パートナのデータは XYZ Systems に送信されます
（ ト レーディ ング パートナ データの WebLogic Integration リポジ ト リから
のエク スポートについては、 第 4 章 「B2B Integration コンポーネン トの
インポート とエク スポー ト 」 を参照）。

WebLogic Integration - Business Connect ト レーディング 
パートナ用のコンフ ィグレーション

ABC International は、 XYZ Systems の ト レーディング パートナ用の ト レーディ
ング パートナ データを  WebLogic Integration リ ポジ ト リにインポート します。

WebLogic Integration - Business Connect によって作成された ト レーディ ング  パー
トナのプロファ イルが WebLogic Integration リ ポジ ト リにインポート される と、
インポー ト された ト レーディ ング  パートナの要素は、 同等の WebLogic 
Integration 固有要素にマップされます。

ただし、 WebLogic Integration リポジ ト リで定義する必要のある要素の中には、
WebLogic Integration - Business Connect の ト レーディング パートナ プロファ イル
に同等の要素がないものもあ り ます。 インポート されたデータから  WebLogic 
Integration 固有要素にマップする値がない場合、 それらの要素には、 WebLogic 
Integration によってデフォル ト値が割り当てられます。

XYZ Systems のト レーディ ング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン用のデータ
（WebLogic Integration リポジ ト リへのインポート後） を次の図にま とめます。
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図 1-29   ABC International リポジト リでの XYZ Systems ト レーディ ング パー
トナ定義

上の図で、 ト レーディ ング パートナ要素の以下の指定に注目して ください。

� 以下の要素の値が WebLogic Integration - Business Connect の ト レーディング 
パートナ プロファ イルで定義されていて、 WebLogic Integration リ ポジ ト リ
のWebLogic Integration 固有要素に割り当てられます。

� 「General」 ボッ クスに リ ス ト されているすべての要素 （タイプ要素を除

く ）

� 「Party IDs」 ボッ クスに リ ス ト されているすべての要素

� URI エンドポイン ト要素 （「Transport」 ボッ クスに リ ス ト ）

インポート された ト レーディ ング  パートナ要素の WebLogic Integration リ ポ
ジ ト リへのマッ ッピングの詳細は、 『B2B Integration ebXML の実装』 の
「ebXML の管理」 を参照して ください。
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� WebLogic Integration は、 WebLogic Integration - Business Connect ト レー
ディ ング パートナをインポートする際、 ト レーディ ング パートナのタイプ
要素 （「General」 ボッ クスに リ ス ト ） を  Remote と して指定します。

� WebLogic Integration リ ポジ ト リで ト レーディ ング  パートナをコンフ ィグ
レーシ ョ ンするために必要な残 りの要素には、 WebLogic Integration - 
Business Connect の ト レーディング パートナ プロファ イルに対応する要素が
あ り ません。 これらの要素については、 WebLogic Integration によって、 ト
レーディング パートナ データのインポート時に上の図で示したデフォル ト
値が指定されます。

会話定義

Query Price and Availability （QPA） 会話に対する会話定義は、 ABC International 
の WebLogic Integration リ ポジ ト リに作成されます。QPA の会話定義の要素を次
の図に示します。

図 1-30   QPA 用の会話定義
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コラボレーション アグリーメント

ABC International、 XYZ Systems 間の QPA 会話用のコラボレーシ ョ ン  アグ リー
メ ン トは、 ABC International の WebLogic Integration リポジ ト リに作成されま
す。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの要素を次の図に示します。

図 1-31   コラボレーション アグリーメント  Query-Price-ABC-XYZ

ebXML ベースの会話定義に関連付けられたロールが必ず 2 つ存在する点に注意
して ください。 これらのロールには、 initiator と  participant とい う定義済みの名
前があ り ます。
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WebLogic Integration - Business Connect デプロ
イ時のコンフ ィグレーション上の考慮事項

この節では、 WebLogic Integration をデプロイする ト レーディ ング  パートナが、
ト レーディ ング パートナ軽量ク ラ イアン ト 、 すなわち、 WebLogic Integration - 
Business Connect とのビジネス ト ランザクシ ョ ンにかかわる場合の、 コンフ ィグ
レーシ ョ ン情報について説明します。 内容は以下のとおりです。

� WebLogic Integration - Business Connect でのセキュ リ テ ィおよび暗号化のコ
ンフ ィグレーシ ョ ン

� WebLogic Integration と  WebLogic Integration - Business Connect 間での SSL 
の使用法

WebLogic Integration - Business Connect でのセキュリ
ティおよび暗号化のコンフ ィグレーショ ン

WebLogic Integration - Business Connect と WebLogic Integration の相互運用には、
WebLogic Integration - Business Connect をデプロイする ト レーディング パートナ
のコンフ ィ グレーシ ョ ンを行う際に、 セキュ リ テ ィ と暗号化のオプシ ョ ンをオフ
にする必要があ り ます

WebLogic Integration - Business Connect ト レーディング  パートナに対するセキュ
リ テ ィ と暗号化のオプシ ョ ンをオフにするには、 次の手順に従います。

1. WebLogic Integration - Business Connect Administrator ツールを起動します。

2. [Partner Profiles] をク リ ッ ク して、 以前に作成した ト レーディ ング  パートナ 
プロファ イルのリ ス ト を表示します。

3. セキュ リ テ ィ設定を変更する ト レーディ ング  パートナ プロファ イルをダブ
ルク リ ッ ク します。 [Profile] タブが表示されます。

4. [Security] タブを選択して、 以下のフ ィールドのチェ ッ ク  ボッ クスが選択さ
れていないこ とを確認します。

� [Sign documents]

� [Encrypt documents]
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ブラウザ クライアン ト （非推奨）
WebLogic Integration の Business Connect ク ラ イアン トのコンフ ィグレーシ ョ ン
に関する情報については、 『Using WebLogic Integration - Business Connect』 また
は WebLogic Integration の Business Connect Administrator ツールのオンライン  ヘ
ルプを参照して ください。

WebLogic Integration と  WebLogic Integration - Business 
Connect 間での SSL の使用法

WebLogic Integration環境では、 各企業は、 ト レーディ ング パートナとの E ビジ
ネス会話にかかわる上で必要な、 ト レーディ ング  パートナに対する仕様、 会話
定義、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト 、 およびワークフローを、 それぞれの
リポジ ト リに入力します。 WebLogic Integration には、 このコンフ ィ グレーシ ョ
ン データを ト レーディ ング  パートナ間で交換するためのツールが備わっていま
す。 これらのツールは、 ト レーディ ング  パートナの 1 つが WebLogic Integration 
- Business Connect をデプロイする場合にも使用できます （詳細は、 『B2B 
Integration ebXML の実装』、 「はじめに」 の 「ebXML メ ッセージ機能を使用する
ための環境コンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照）。

ただし、 ト レーディ ング  パートナ間のビジネス  ト ランザクシ ョ ンに SSL を使用
する場合、その一方が WebLogic Integration - Business Connect をデプロイし よ う
と している と きは、 WebLogic Integration 環境の外部で必要な証明書を交換する
必要があ り ます。 SSL の使用法については、 『B2B Integration ebXML の実装』 の
「ebXML の管理」 の 「セキュ リ テ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して くだ
さい。

ブラウザ クライアン ト （非推奨）

ト レーディング パートナが、 会話に参加するためにバッ クエンド  システムとの
統合をほとんど、 あるいはまった く必要と しない場合もあ り ます。 この場合、 ト
レーディ ング パートナは、 WebLogic Integration をインス トールしていな くても
かまいません。 WebLogic Integration をインス トールしている ト レーディ ング  
パートナはホス ト と して、 小規模な ト レーディ ング パートナが、 Web ブラウザ
またはファ イル共有ク ラ イアン ト を介して、 認可された会話にサブスク ライブお
よび参加できるよ うにします。
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ト レーディ ング パートナにバッ クエンド  システムと統合する必要性がない場合、
そのパートナがブラウザ ク ラ イアン ト と して参加できるよ うにコンポーネン ト
をホス トする こ とが適切な方法です。 ファ イル共有ク ライアン トには多 くの場
合、 バッ クエンド  システム統合の要件があ り ます。 また通常、 ファ イル共有ク
ライアン トは、 ブラウザ ク ラ イアン ト の場合よ り も多 くのメ ッセージを処理し
ます。

こ こでは、 ブラウザ ク ラ イアン ト をサポートするための要件について説明しま
す。 次の節では、 ファ イル共有ク ライアン ト をサポートするための要件について

説明します。

会話メ ッセージをブラウザ ク ラ イアン トに表示する前に、 ブラウザ  エンドポイ
ン ト で使用できる形式にメ ッセージを変換するための処理が必要です。 この処理
は、 ト レーディ ング パートナを代表してホス ト される必要があ り ます。

次の図では、 ト レーディング  パートナのホステ ィングに必要な要素の概略を示
します。

図 1-32   ブラウザ クライアント  ホスト

要求された Java Server Page （JSP）、 サーブレッ ト、 スタイル シート、 静的 
HTML ページ、 JSP タグ  ライブラ リ、 ス ク リプ ト、 アプレ ッ ト を含む Web アプ
リ ケーシ ョ ンは、 ブラウザ ク ラ イアン トにインタフェースを提供します。
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ブラウザ ク ラ イアン ト  メ ッセージに対して信頼性のある、 セキュ リ テ ィ保護さ
れたス ト レージを提供する受信および送信メールボッ クスは、 Web アプリ ケー
シ ョ ンによって  JSP タグ ラ イブラ リのタグで作成されます。 JSP タグ ライブラ
リは、 WebLogic Integration に含まれています。 JSP タグ ライブラ リは、 メール
ボッ クスに対するインタフェースを提供し、 メールボッ ク スの作成および削除を
サポート し、 格納された メ ッセージをブラウザ  ク ラ イアン ト が管理できるよ う
にします。

メールボッ クスの作成には、 CreatemboxTag が使用されます。 メールボッ クス
は、 次のよ うに命名する必要があ り ます。

� 受信メールボッ クスの場合 : trading_partner_name_Inbox

� 送信メールボッ クスの場合 : trading_partner_name_Outbox

ワークフローは、 メールボッ ク ス と  B2B エンジンの間のインタフェースを提供
します。 メールボッ クス と会話するワークフローは、 協調的ワークフローを開始
する、 または協調的ワークフローで開始されるプラ イベート  ワークフローと見
なされるため、 ト レーディ ング  パートナのロールを実装する協調的ワークフ
ローになる こ とができます。

適切な形式の XML メ ッセージは、 以下の間で交換されます。

� Web アプリ ケーシ ョ ン と メールボッ クス

� プライベート  ワークフローと メールボッ クス

メ ッセージは次のよ うに交換されます。

� Web アプリ ケーシ ョ ンから送信メールボッ クスへのメ ッセージ
Web アプリ ケーシ ョ ンからの  XML メ ッセージは、 JSP タグ ライブラ リ  
SendMsgTag を使用して、 ブラウザ ク ラ イアン ト の送信メールボッ クスに送
信されます。 このメ ッセージが、 プライベート  ワークフローによって送信さ
れたメ ッセージに対する応答の場合、 ワークフロー インスタンス  ID がメ ッ
セージに埋め込まれます。

� 送信メールボッ クスからプラ イベート  ワークフローへのメ ッセージ
送信メールボッ クスにメ ッセージが到着する と、 メールボッ クス  リ スン メ
ソ ッ ドが自動的に呼び出され、 メールボッ クスの内部イベン ト  JMS ト ピ ッ
クに XML イベン トがポス ト されます。 そのメールボッ クスの ト ピッ クにサ
ブスク ラ イブされたプラ イベート  ワークフロー イベン トが開始され、 メ ッ
セージが必要に応じて処理または転送されます。
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� プライベート  ワークフローから受信メールボッ クスへのメ ッセージ
プライベート  ワークフローのビジネス  オペレーシ ョ ンは、 XML メ ッセージ
を受信メールボッ クスにポス ト します。 ワークフロー インスタンス  ID が
メ ッセージに埋め込まれます。

� 受信メールボッ ク スから  Web アプリ ケーシ ョ ンへのメ ッセージ
ブラウザ ク ラ イアン トは、 JSP タグ  ライブラ リ  ChecknewmsgTag または 
CheckallmsgTag を使用して、 受信メールボッ クスから メ ッセージを取得で
きます。

WebLogic Integration には、 ブラウザ ク ラ イアン ト  サンプルが含まれています。
提供されたサンプル Web アプ リ ケーシ ョ ンの主要なコンポーネン ト と ワークフ
ローは、 ブラウザ ク ラ イアン ト に対するサポート を実装するために、 カスタマ
イズした り、 そのまま再利用するこ とが可能です。 サンプル Web アプリ ケー
シ ョ ンのコンポーネン ト のカスタマイズについては、 『B2B Integration サンプル
の使い方』 の 「Trading Partner Lightweight Client サンプル」 を参照して くださ
い。

必要な JSP ページを開発し、 説明に従って他のコンポーネン ト を変更する と、
Web Application aRchive （WAR） ファ イル形式にコンポーネン ト をパッケージ
化して、 必要に応じて WebLogic Server でデプロイできるよ うにな り ます。

次の例では、 ブラウザ ク ラ イアン ト をサポートするために定義する必要がある
情報を示します。

ブラウザ クライアントのホスティング

この例の状況は、 1-34 ページの 「RosettaNet アプリ ケーシ ョ ン」 で説明したもの
と同様です。 コンピュータ  メーカーの ABC International、 チップ サプラ イヤの 
XYZ Systems とい う  2 つのト レーディ ング パートナが、 Query Price and 
Availability （QPA） ト ランザクシ ョ ンに参加します。 こ こでは、 ABC 
International は、 XYZ Systems がブラウザ ク ラ イアン ト と して参加できるよ うに
するのに必要なコンポーネン ト をホス ト します。

協調的およびプライベート顧客ワークフロー、 PIP3A2_Customer と  
PIP3A2_Private_Customer は、 RosettaNet の例で使用するワークフローと同じ
です。 製品サプライヤ ロールの協調的およびプライベート  ワークフロー、
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PIP3A2_Product_Supplier と  PIP3A2_Private_Web_Product_Supplier は、
ブラウザ ク ラ イアン ト と して XYZ Systems をサポートするよ うにカスタマイズ
されている こ と を前提と します。

すべてのワークフローは、 ABC International システムでホス ト されます。

ホス ト  システム ABC International では、 以下の要素がコンフ ィグレーシ ョ ンさ
れます。

� ト レーディング パートナ
ABC International の ト レーディング パートナ定義は、 図 1-22 で示された定
義と同じです。

XYZ Systems の ト レーディ ング パートナ定義は、 図 1-23 で示された定義と
同じですが、 以下の部分が異なっています。

� 定義は、 ABC コンフ ィ グレーシ ョ ンに存在する

� 転送 URI エンドポイン トが 
http://abc.com/rosettanet-client-transport になる

� ト レーディング パートナ名が XYZ_Systems になる
（メールボッ クス名ではスペースが使われず、 ト レーディ ング  パートナ名
がメールボッ クス名の一部になるので、 スペースがアンダースコアにな

る）

� 会話定義

会話定義は、 図 1-24 で示された定義と同じです。

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト
コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト は、 図 1-25 で示されたものと同じです。
ただし、 XYZ Systems のト レーディ ング  パートナ名が変更されます （ス

ペースがアンダースコアになり ます）。

PIP3A2_Customer ワークフローと  PIP3A2_Product_Supplier ワークフローの
間のメ ッセージ交換は、 図 1-26 で示されたものと同じです。 ただし、 この例で
は、 メ ッセージ交換は同じ  WebLogic Integration インスタンス内で行われます。

XYZ Systems をブラウザと してサポートするのに必要な処理は、 Web アプリ
ケーシ ョ ン と  PIP3A2_Private_Web_Product_Supplier ワークフローで発生し
ます。 このワークフローは、 以下を実行します。

� PIP3A2_Public_Product_Supplier の Send Event タスク  ノードから受信し
たメ ッセージを、 Web アプリ ケーシ ョ ンに配信するための適切な形式を持っ
た XML メ ッセージに変換する
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� XML メ ッセージを XYZ_Systems_Inbox にポス トする

� XYZ_Systems_Outbox にポス ト される応答を待つ

� 応答を、 PIP3A2_Public_Product_Supplier の Wait for Response イベン ト  
ノードで受信するための適切な形式を持ったメ ッセージに変換する

次の図では、 開始ノードでメ ッセージが受信されてから、
PIP3A2_Private_Web_Product_Supplier ワークフローの Send Reply タスクが
実行されるまでの間に実行されるアクシ ョ ンの概略を示します。
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図 1-33   QPA コラボレーションの概要 : ブラウザ クライアント
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ファイル共有クライアン ト （非推奨）

前の節で説明したよ うに、 WebLogic Integration を持つト レーディ ング パートナ
は、 バッ クエンド  システムとの統合をほとんど、 あるいはまった く必要と しな
い他の ト レーディ ング  パートナのホス ト と して機能できます。

ト レーディ ング パートナにバッ クエンド  システムと統合する必要性があま り な
い場合、 そのパートナがファ イル共有ク ラ イアン ト と して参加できるよ うにコン

ポーネン ト をホス トする こ とが適切な方法です。 ファ イル共有ク ライアン トは多
くの場合、 ブラウザ ク ラ イアン トの場合よ り も多 くのメ ッセージを処理します。

前の節では、 ブラウザ ク ラ イアン ト をサポートするための要件について説明し
ました。 こ こでは、 ファ イル共有ク ラ イアン ト をサポートするための要件につい

て説明します。

会話メ ッセージをファ イル共有ク ライアン トに表示する前に、 ファ イル共有エン
ドポイン トで使用できる形式にメ ッセージを変換するための処理が必要です。 こ
の処理は、 ト レーディ ング  パートナを代表してホス ト される必要があ り ます。

次の図では、 ト レーディング  パートナのホステ ィングに必要な要素の概略を示
します。
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図 1-34   ファイル共有ホスト

ブラウザ ク ラ イアン トの場合と同様に、 ワークフローは、 JSP タグ ラ イブラ リ  
CreatemboxTag で作成される受信および送信メールボッ ク スに対するインタ
フェースを提供します。 ファ イル共有ク ライアン トの場合、 ホス ト  システム管
理者は通常、 ファ イル共有ク ライアン ト を代表してこれらのメールボッ クスを作
成します。 メールボッ クスは、 次のよ うに命名する必要があ り ます。

� 受信メールボッ クスの場合 : trading_partner_name_Inbox

� 送信メールボッ クスの場合 : trading_partner_name_Outbox

WebLogic Integration は、 ファ イル共有デーモンを提供します。 ファ イル共有
デーモンは、 受信および送信メールボッ クスを持つローカル ファ イル システム
上で、 受信ディ レク ト リのファ イルと送信ディ レ ク ト リのファ イルを次のよ うに

同期させます。

� デーモンは、 指定した間隔で受信メールボッ クスをポーリ ングします。 新し

く到着したファ イルは、 対応する受信ディ レ ク ト リにコピーされます。

� デーモンは、 指定した間隔でファ イル システム上の送信メールボッ クスを
ポーリ ングします。 新し く到着したファ イルは、 対応する送信ディ レク ト リ
にコピーされます。
B2B Integration 管理ガイ ド 1-61



1 コンフ ィグレーシ ョ ン要件
顧客かサード  パーテ ィのどちらかで提供された  FTP ク ラ イアン トは、 ファ イル 
システム上の受信および送信ディ レ ク ト リに対するインタフェース と して機能し
ます。 受信および送信ディ レク ト リのメ ッセージ  ファ イルを、 ファ イル共有ク
ライアン ト  ロケーシ ョ ンのファ イル システムに転送する メカニズム、 および
メ ッセージへの送信または返信に必要な処理は、 ファ イル共有ク ライアン トに
よって実装されます。

次の例では、 ファ イル共有ク ライアン ト をサポートするために定義する必要があ

る情報を示します。

ファイル共有クライアントのホスティング

この例の状況は、 1-53 ページの 「ブラウザ ク ラ イアン ト （非推奨）」 で説明した
のと同じです。 コンピュータ  メーカーの ABC International、 チップ サプライヤ
の XYZ Systems とい う  2 つのト レーディ ング パートナが、 Query Price and 
Availability （QPA） ト ランザクシ ョ ンに参加します。 こ こでは、 ABC 
International は、 XYZ Systems がファ イル共有ク ライアン ト と して参加できるよ
うにするのに必要なコンポーネン ト をホス トするこ とに同意しています。

協調的およびプライベート顧客ワークフロー、 PIP3A2_Customer と  
PIP3A2_Private_Customer は、 ブラウザ ク ラ イアン ト の例で使用するワークフ
ローと同じです。 製品サプライヤ ロールの協調的およびプライベート  ワークフ
ロー、PIP3A2_Product_Supplier と  PIP3A2_Private_FTP_Product_Supplier 
は、 ファ イル共有ク ラ イアン ト と して XYZ Systems をサポートするよ うにカス
タマイズされているこ と を前提と します。

すべてのワークフローは、 ABC International システムでホス ト されます。

ABC International は、 ド メ インに対する  config.xml ファ イルを変更し、 ファ イ
ル共有デーモンに対するコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルを編集します。 必要な
変更については、 『B2B Integration サンプルの使い方』、 「Trading Partner 
Zeroweight Client サンプル」 の 「Zeroweight Client のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を
参照して ください。

ホス ト  システム ABC International では、 以下の要素がコンフ ィグレーシ ョ ンさ
れます。

� ト レーディ ング パートナ
ABC International のト レーディ ング  パートナ定義は、 図 1-22 で示された定
義と同じです。
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XYZ Systems の ト レーディ ング パートナ定義は、 図 1-23 で示された定義と
同じですが、 以下の部分が異なっています。

� 定義は、 ABC コンフ ィ グレーシ ョ ンに存在する

� 転送 URI エンドポイン トが 
http://abc.com/rosettanet-client-transport になる

� ト レーディング パートナ名が XYZ_Systems になる
（メールボッ クス名ではスペースが使われず、 ト レーディ ング  パートナ名
がメールボッ クス名の一部になるので、 スペースがアンダースコアにな

る）

� 会話定義

会話定義は、 図 1-24 で示された定義と同じです。

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト
コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト は、 図 1-25 で示されたものと同じです。
ただし、 XYZ Systems のト レーディ ング  パートナ名が変更されます （ス

ペースがアンダースコアになり ます）。

PIP3A2__Customer ワークフローと  PIP3A2__Product Supplier ワークフロー
の間のメ ッセージ交換は、 図 1-26 で示されたものと同じです。 ただし、 この例
では、 メ ッセージ交換は同じ  WebLogic Integration インスタンス内で行われま
す。

XYZ Systems をファ イル共有ク ライアン ト と してサポートするのに必要な処理
は、 ファ イル共有ロケーシ ョ ン と  PIP3A2_Private_FTP_Product_Supplier 
ワークフローで発生します。 このワークフローは、 以下を実行します。

� PIP3A2_Public_Product_Supplier の Send Event タスク  ノードから受信し
たメ ッセージを、 ファ イル共有ク ラ イアン トに配信するための適切な形式を
持ったメ ッセージに変換する

� メ ッセージを XYZ_Systems_Inbox にポス トする

� XYZ_Systems_Outbox にポス ト される応答を待つ

� 応答を、 PIP3A2_Public_Product_Supplier の Wait for Response イベン ト  
ノードで受信するための適切な形式を持ったメ ッセージに変換する
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2 基本的なコンフ ィグレーション タ
スク

この章では、 ト レーディ ング  エク スチェンジ、 サプラ イ  チェーン管理、 および
協調的商取引アプリ ケーシ ョ ンに対する  BEA WebLogic Integration のコンフ ィ グ
レーシ ョ ンに必要なタスク と手順の概要について説明します。 この章の内容は以
下のとおりです。

� WebLogic Integration B2B Console の概要

� ヘルプの利用

� B2B エンジンのコンフ ィグレーシ ョ ン

� ト レーディング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン

� 会話定義のコンフ ィグレーシ ョ ン

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のコンフ ィグレーシ ョ ン

この章で説明するタスクの実行に必要な情報の詳細は、 B2B Console オンラ イン 
ヘルプで説明します。 ヘルプへのアクセスについては、 2-7 ページの 「ヘルプの
利用」 を参照して ください。

コンフ ィグレーシ ョ ン シナリオの例については、 第 1 章 「コンフ ィグレーシ ョ

ン要件」 を参照して ください。

ト レーディング パートナ用の拡張プロパティのコンフ ィグレーシ ョ ン、 ロジッ
ク  プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン、 XPath 式による  XOCP ビジネス  メ ッ
セージのフローの制御などの詳細な機能については、 第 3 章 「高度なコンフ ィ グ
レーシ ョ ン タスク」 で説明します。
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2 基本的なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
WebLogic Integration B2B Console の概
要

WebLogic Integration B2B Console では、 以下の作業を行います。

� B2B エンジンの環境設定、 セキュ リ テ ィ、 プロキシ設定のコンフ ィ グレー
シ ョ ン

� ト レーディ ング パートナ、 会話定義、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト 、
ビジネス プロ ト コル定義、 およびロジッ ク  プラグインのコンフ ィグレー
シ ョ ン

� リポジ ト リ全体、 または選択したその要素の一部のエクスポート と インポー

ト

� B2B エンジン、 ト レーディング  パートナ セッシ ョ ン、 会話、 コラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン ト のモニタ

『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「はじめに」 の説明

に従って WebLogic Integration を起動し、 次の URL から  B2B Console にアクセ
スできます。

http://host:7001/b2bconsole 

この URL では、 host は、 コンピュータ名、 または WebLogic Integration が実行
されているシステムの IP アドレス、 7001 は、 そのド メ イン用にコンフ ィグレー
シ ョ ンされた WebLogic Server リ スン ポートです。 サーバがローカル コン
ピュータで実行されている場合は、 localhost または 127.0.0.1 を指定します。

次の図に示す B2B Console のホーム ページが表示されます。
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WebLogic Integration B2B Console の概要
図 2-1   WebLogic Integration B2B Console
 

WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーと同様に、B2B 
Console の左ペインのナビゲーシ ョ ン ツ リーには、 B2B Console ページへのリ ン
クが リ ス ト表示されており、 ク リ ッ クする と、 右ペインでそのページが開きま
す。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーに表示されている項目と、B2B Console の各ページで使用
可能なタブは、 [プリ ファレンス ] タブの次のオプシ ョ ンで制御されます。

� [拡張コンフ ィグレーシ ョ ン コン ト ロールを表示 ]
デフォル トでは、 [拡張コンフ ィグレーシ ョ ン  コン ト ロールを表示 ] オプ
シ ョ ンは、 B2B の [ プリ ファレンス ] タブでは無効になっています。 このオ
プシ ョ ンが選択されている場合、 ナビゲーシ ョ ン ツ リーにロジッ ク  プラグ
インが表示され、 ト レーディ ング  パートナが選択されている と きに [詳細 ] 
タブが表示されます。 詳細機能については、 第 3 章 「高度なコンフ ィグレー

シ ョ ン タスク」 で説明します。

� [ナビゲーシ ョ ン ツ リー上のエンティテ ィ を表示 ]
 デフォル トでは、 [ナビゲーシ ョ ン ツ リー上のエンティテ ィ を表示 ] オプ
シ ョ ンは [ プ リ ファレンス ] タブで選択されていません。 このオプシ ョ ンが
選択されている場合、 次の図のよ うに、 アプ リ ケーシ ョ ン用に定義されてい

るエンテ ィテ ィ （ ト レーディ ング  パートナ、 会話定義、 コラボレーシ ョ ン 
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2 基本的なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
アグ リーメ ン ト、 ビジネス  プロ ト コル、 ロジッ ク  プラグインを含む） をナ
ビゲーシ ョ ン ツ リーで選択できます。

これらのオプシ ョ ンについては、 『B2B Integration Administration Console オンラ イ

ン ヘルプ』 の 「プ リ フ ァレンスの設定」 を参照して ください。

図 2-2   ナビゲーション ツリー

次の図では、 B2B Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーと、 そこからアクセスできる
ページを示します。
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WebLogic Integration B2B Console の概要
図 2-3   WebLogic Integration B2B Console
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2 基本的なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
図 2-4   WebLogic Integration B2B Console
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ヘルプの利用
ヘルプの利用

次の図に示すよ うに、必要に応じて  B2B Console のページの右上隅にある疑問符
をク リ ッ クする と、 状況依存ヘルプを参照できます。

図 2-5   ヘルプの利用

『B2B Integration Administration Console オンラ イン ヘルプ』 も、 WebLogic 
Integration 製品マニュアルに含まれています。
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2 基本的なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
B2B エンジンのコンフ ィグレーショ ン

ナビゲーシ ョ ン ツ リーから  B2B を選択する と、 B2B エンジンのページが表示さ
れます。 このページには、 [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ]、 [ モニタ ]、 [ メモ ] の 3 つ
のタブが表示されています。 各タブの下には、 さ らにタブがあ り ます。 これらの
タブを使用して、 以下のタスクを実行できます。

� [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブ－コンフ ィグレーシ ョ ンされた ト レーディ ング  
パートナ、 会話定義、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト、 ロジッ ク  プラグ
イン、 ビジネス  プロ ト コル、 リポジ ト リ  データのインポート またはエクス
ポート などによる  B2B エンジンのコンフ ィグレーシ ョ ンを表示または変更
する

� [ モニタ ] タブ－ B2B エンジンの進行状況を追跡し、 シャ ッ ト ダウンまたは
再起動する

� [ メモ ] －ユーザの B2B エンジン固有の情報を追加する

最初に B2B エンジンのページにアクセスする と、 次の図のよ うに、 下位に [一
般 ] タブを持つ [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブが表示されます。
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B2B エンジンのコンフ ィグレーシ ョ ン
図 2-6   B2B エンジンのページの [ コンフ ィグレーション ] タブ

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブからアクセスする下位タブでは、 以下の項目につ
いてパラ メータを設定できます。

� [一般 ] －このタブでは、 B2B エンジンに関する説明を追加し、大規模なメ ッ
セージ サポートに関するパラ メータを設定できます。

� [ セキュ リ テ ィ ] －このタブでは、 B2B エンジンに対する基本的なセキュ リ
テ ィ を定義できます。

� [ プロキシ ] －このタブでは、 プロキシ  サーバを定義できます。

� [ インポー ト ] －このタブでは、 XML ファ イルから  B2B コンフ ィグレーシ ョ
ン データをンポートできます。

� [ エクスポート ] －このタブでは、 エク スポー トのパラ メータを指定できま
す。

� [ プリ ファレンス ] －このタブでは、 B2B Console を介して入力するデータの
デフォル ト  文字セッ ト を指定できます。 代替文字セッ ト使用法の詳細は、
『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』、 「WebLogic 
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2 基本的なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
Integration のカスタマイズ」 の 「代替文字セッ ト の利用」 を参照して くださ
い。

これらのコンフ ィグレーシ ョ ン タスクに必要な情報の詳細は、B2B Console オン
ライン ヘルプで説明します。 「2-7 ページの 「ヘルプの利用」」 を参照。

注意 : 一部の B2B エンジン パラ メータの変更には制限があ り ます。 コンフ ィグ
レーシ ョ ンに変更を加える前に、 付録 A 「更新に関する考慮事項」 を参
照して ください。

ト レーディング パートナのコンフ ィグレー
ション

コンフ ィグレーシ ョ ンする個々の ト レーディ ング パートナがナビゲーシ ョ ン ツ
リーに表示されている場合は、 ツ リー内の名前をク リ ッ クする と、 そのコンフ ィ
グレーシ ョ ン ページを呼び出すこ とができます。 使用可能な ト レーディ ング  
パートナのリ ス ト がナビゲーシ ョ ン ツ リーに表示されていない場合は、 [ ト レー
ディ ング パートナ ] ノードを選択します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディ ング パートナ ] ノードを選択する と、右ペ
インに [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。 このページには、 現
在定義されている ト レーディ ング  パートナのリ ス トがオプシ ョ ン と と もに表示
されます。 オプシ ョ ンには、 既存の ト レーディング パートナの選択、 検索、 削
除、 および新しい ト レーディ ング パートナの作成などがあ り ます。
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ト レーデ ィ ング パー トナのコンフ ィグレーシ ョ ン
図 2-7   [ ト レーディング パートナ ] ページ

[新しい ト レーディ ング パートナの作成 ] または既存の ト レーディ ング パートナ
を選択する と、 指定した ト レーディ ング  パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン ペー
ジが表示されます。 指定した ト レーディ ング  パートナでこのページに初めてア
クセスする と、下位に [一般 ] タブが選択された状態で [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] 
タブが表示されます。

リ ンクをク
リ ッ ク して
新 し い ト
レーディ ン
グ パー ト
ナを作成す
る

リス トから特定の ト レー
ディ ング パートナを検索
する

[削除 ] をク リ ッ ク してチェ ッ ク  マークをつけ
たトレーディング パートナを削除する
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2 基本的なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
図 2-8   個々の [ トレーディング パートナ ] ページ

このページのタブでは、 以下のこ とが可能です。

� ト レーディ ング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ンの表示または変更

� ト レーディ ング パートナのセッシ ョ ンおよび配信チャネルのモニタ

� ト レーディ ング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ンに対する注の追加

� 以下の高度なコンフ ィグレーシ ョ ン タスクの実行

� ビジネス メ ッセージのフローを制御するための XPath 式と ト レーディン
グ  パートナの関連付け

� アプリ ケーシ ョ ンで要求される、 または XPath 式で使用される拡張プロ
パティの定義

注意 : 図 2-4 に示したよ う に、 [詳細 ] タブは、 [拡張コンフ ィ グレーシ ョ ン  
コン ト ロールを表示 ] オプシ ョ ンが [プ リ ファレンス ] タブで選択さ
れている場合にのみ表示されます。高度な機能の説明については、第 
3 章 「高度なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク」 を参照して ください。

ト レーディ ング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 以下の項目についてパ
ラ メータを設定する必要があ り ます。

� 基本的な識別情報

[詳細 ] タブが表示され
るのは、 [B2B プリフ ァ
レンス ] タブで [詳細コ
ンフ ィグレーシ ョ ン コ
ン ト ロールを隠す ] オ
プシ ョ ン にチ ェ ッ ク
マークが付いていない
場合
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ト レーデ ィ ング パー トナのコンフ ィグレーシ ョ ン
� ト レーディング パートナのパーテ ィ  ID

� ト レーディング パートナのセキュ リテ ィ証明書

� ト レーディング パートナのドキュ メ ン ト交換

� ト レーディング パートナの転送

� ト レーディング パートナの配信チャネル

これらのコンフ ィ グレーシ ョ ン  タスクに必要な情報の詳細は、B2B Console オン
ラ イン ヘルプで説明します。 「2-7 ページの 「ヘルプの利用」」 を参照。

注意 : 一部の ト レーディ ング  パートナのパラ メータの変更には制限があ り ま
す。 コンフ ィ グレーシ ョ ンに変更を加える前に、 付録 A 「更新に関する
考慮事項」 を参照して ください。

トレーディング パートナの追加またはインポート
に関する注意

一般的には、 ト レーディ ング  パートナの追加時またはインポート時に、 B2B エ
ンジンまたは WebLogic Server をシャ ッ ト ダウンして再起動する必要はあ り ませ
ん。 ただし以下の状況では、 B2B エンジンおよび WebLogic Server をシャッ ト ダ
ウンする必要があ り ます。

� B2B の全コンフ ィグレーシ ョ ンのインポート時

� ト レーディング パートナが WebLogic Integration - Business Connect および
自己署名証明書付きの  SSL を使用している場合

� ト レーディング パートナが、 信頼されている認証局と してコンフ ィグレー
シ ョ ンされていない認証局による  SSL 証明書を使用している場合このよ う な
状況では、 WebLogic Sewrver をコンフ ィグレーシ ョ ンし直して、 信頼され
ている認証局を新たに追加し、 WebLogic Server と  B2b エンジンの両方を再
起動する必要があ り ます。
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2 基本的なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
会話定義のコンフ ィグレーション

コンフ ィグレーシ ョ ンする個々の会話定義がナビゲーシ ョ ン ツ リーに表示され
ている場合は、 ツ リー内の名前をク リ ッ クする と、 そのコンフ ィ グレーシ ョ ン 
ページを呼び出すこ とができます。 使用可能な会話定義のリ ス トがナビゲーシ ョ
ン ツ リーに表示されていない場合は、 [会話 ] ノードを選択します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [会話 ] ノードを選択する と、 右ペインに [会話 ] ペー
ジが表示されます。 このページには、 現在定義されている会話定義のリ ス トがオ
プシ ョ ン と と もに表示されます。 オプシ ョ ンには、 既存の会話定義の選択、 検
索、 削除、 および新しい会話定義の作成などがあ り ます。

図 2-9   [ 会話 ] ページ

[新しい会話定義を作成 ] または既存の会話定義を選択する と、 指定した会話定
義のコンフ ィグレーシ ョ ン  ページが表示されます。 指定した会話定義でこの
ページに初めてアクセスする と、 下位に [一般 ] タブが選択された状態で [ コン
フ ィ グレーシ ョ ン ] タブが表示されます。

[ 削除 ] タブをク リ ッ ク し
て、チェ ッ クマークをつけ
た会話定義を削除する

リ ン ク を ク リ ッ
ク し て新し い会
話定義を作成す
る リス トから特定の

会話定義を検索する
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会話定義のコンフ ィグレーシ ョ ン
図 2-10   個々の [会話定義 ] ページ

このページのタブでは、 以下のこ とが可能です。

� 会話定義のコンフ ィグレーシ ョ ンの表示または変更

� 会話のモニタ

� 会話定義のコンフ ィグレーシ ョ ンに対する注の追加

会話定義のコンフ ィグレーシ ョ ンには、 次のタスクが必要です。

� 基本的な識別情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン

� 会話のロールの定義、 ビジネス  プロセス管理 （BPM） のワークフロー テン
プレー トおよびオーガニゼーシ ョ ンのロールへの割り当て

これらのコンフ ィ グレーシ ョ ン  タスクに必要な情報の詳細は、B2B Console オン
ラ イン ヘルプで説明します。 「2-7 ページの 「ヘルプの利用」」 を参照。

注意 : 一部の会話定義パラ メータの変更には制限があ り ます。 コンフ ィグレー
シ ョ ンに変更を加える前に、 付録 A 「更新に関する考慮事項」 を参照し
て ください。
B2B Integration 管理ガイ ド 2-15



2 基本的なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
コラボレーショ ン アグリーメン トのコン
フ ィグレーショ ン

コンフ ィグレーシ ョ ンする個々のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トがナビゲー
シ ョ ン ツ リーに表示されている場合は、 ツ リー内の名前をク リ ッ クする と、 そ
のコンフ ィ グレーシ ョ ン ページを呼び出すこ とができます。 使用可能なコ ラボ
レーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の リ ス トがナビゲーシ ョ ン ツ リーに表示されていな
い場合は、 [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ノードを選択します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ノードを選択する
と、 右ペインに [ コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ] ページが表示されます。 こ
のページには、 現在定義されているコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の リ ス ト
がオプシ ョ ン と と もに表示されます。オプシ ョ ンには、既存のコ ラボレーシ ョ ン 
アグ リーメ ン トの選択、 検索、 削除、 および新しいコラボレーシ ョ ン アグ リー
メ ン トの作成などがあ り ます。

図 2-11   [ コラボレーション アグリーメント ] ページ

リ ン ク を ク リ ッ
ク し て新し い コ
ラボレーシ ョ ン
アグ リー メ ン ト
を作成する

リス トから特定のコラボレーシ ョ
ン アグリーメン ト を検索する

[ 削除 ] をク リ ッ ク してチェ ッ クマークをつけ
たコラボレーシ ョ ン アグリーメン ト を削除
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コ ラボレーシ ョ ン  アグリーメ ン トのコンフ ィグレーシ ョ ン
[新しいコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの作成 ] または既存のコラボレーシ ョ
ン アグ リーメ ン ト を選択する と、 指定したコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの
コンフ ィグレーシ ョ ン ページが表示されます。 指定した ト レーディング  パート
ナでこのページに初めてアクセスする と、 下位に [一般 ] タブが選択された状態
で [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブが表示されます。

図 2-12   個々の [ コラボレーション アグリーメント ] ページ

このページのタブでは、 以下のこ とが可能です。

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のコンフ ィグレーシ ョ ンの表示または変更

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のコンフ ィグレーシ ョ ンに対する注の追加

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のコンフ ィグレーシ ョ ンには、 次の定義が必
要です。

� 基本的な識別情報

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のパーティ

これらのコンフ ィ グレーシ ョ ン  タスクに必要な情報の詳細は、B2B Console オン
ラ イン ヘルプで説明します。 「2-7 ページの 「ヘルプの利用」」 を参照。

注意 : 一部のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト  パラ メータの変更には制限があ
り ます。 コンフ ィ グレーシ ョ ンに変更を加える前に、 付録 A 「更新に関
する考慮事項」 を参照して ください。
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2 基本的なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
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3 高度なコンフ ィグレーション タス
ク

この章では、 WebLogic Integration の B2B Integration の高度な機能について説明
します。 また、 これらの機能に関する詳細の参照先も示します。 この章のト ピッ
クは以下のとおりです。

� 高度な機能の概要

� ルーティ ングおよびフ ィルタ処理の XPath 式

� XPath ルータ式およびフ ィルタ式のコンフ ィグレーシ ョ ン

� カスタム ロジッ ク  プラグイン

� ト レーディング パートナの拡張プロパティ
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3 高度なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
高度な機能の概要

ロジッ ク  プラグインは、WebLogic Integration の起動時に呼び出される  Java ク ラ
スです。 実行時に、 ビジネス  メ ッセージをインターセプ ト 、 処理、 および出力
します。 ロジッ ク  プラグインに関する高度な機能には、 以下のものがあ り ます。

� ビジネス メ ッセージのルーティ ングと フ ィルタ処理
組み込み XOCP ルータおよび XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインは、 ユー
ザ定義の XPath ルータ と フ ィルタ式をサポート します。 定義された  XPath 
ルータおよびフ ィルタ式を基に、 ト レーディ ング  パートナ間でやり取り され
る  XOCP ビジネス メ ッセージのフローを次のよ うに制御できます。

� XPath ルータ  ロジッ ク  プラグインは、 XOCP ビジネス  メ ッセージの受信
側のリ ス ト を変更できます。

� XPath フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインは、 XOCP ビジネス  メ ッセージを ト
レーディング パートナに送信するかど うかを決定できます。

注意 : メ ッセージを ト レーディング  パートナにルーテ ィングするために 
XPath ルータおよびフ ィルタ式を使用する こ とは、XOCP ビジネス  プ
ロ ト コルの特別な機能です。

� カスタム ロジッ ク  プラグイン
デフォル トでは、 ビジネス  プロ ト コル固有の組み込みロジッ ク  プラグイン
のチェーンは、 各ビジネス  プロ ト コルのルーテ ィングおよびフ ィルタ処理機
能に関連付けられています。 カスタム ロジッ ク  プラグインは、 ルーティン
グまたはフ ィルタ処理のいずれかに対して必要に応じて定義および挿入でき
ます。 このカスタム プラグインは、 ルーティ ングと フ ィルタ処理に加えてさ
まざまなサービスを実行できます。

また、 WebLogic Integration で提供されている  B2B Integration 機能は、 ト レー
ディ ング パートナに対する拡張プロパティの仕様をサポート します。 拡張プロ
パティは、 以下で使用できます。

� XPath ルーティ ングおよびフ ィルタ式

� カスタム ロジッ ク  プラグイン

� 外部アプリ ケーシ ョ ン
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ルーテ ィ ングおよびフ ィルタ処理の XPath 式
ルーティングおよびフ ィルタ処理の XPath 
式

注意 : XOCP プロ ト コルは、 この リ リースの Weblogic Integration から非推奨に
なっています。 XOCP に代わる機能については、 『WebLogic Integration 
リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

ビジネス  メ ッセージのフローを制御するために XOCP ルータおよび XOCP フ ィ
ルタ  ロジッ ク  プラグインで使用する  XPath 式は、以下の 3 種類に分類されます。

� ビジネス  メ ッセージがアセンブルされたと きに追加される  XPath 式
メ ッセージの XPath ルータ式は、 直接メ ッセージに関連付ける こ とができま
す。 XOCP メ ッセージがアセンブルされた場合は、 ト レーディング  パートナ
の受信側のフ ィールドを空白にするこ と も、 名前または XPath 式を入れる こ
と もできます。 たとえば、 B2B Integration プラグインで提供された拡張機能
で WebLogic Integration Studio を使用する と、 ビジネス  メ ッセージ送信アク
シ ョ ンに対してルーティ ング式をコンフ ィグレーシ ョ ンする と きに、 ト レー
ディ ング  パートナ名または XPath 式のどちらかを指定できるよ うにな り ま
す （詳細は、 『B2B Integration ワークフローの作成』 の 「ビジネス メ ッセー
ジの送受信」 を参照）。

� ト レーディング パートナに関連付ける  XPath 式
ト レーディング パートナの XPath ルータ式と ト レーディング パートナの 
XPath フ ィルタ式は、 B2B Console を介して ト レーディ ング  パートナに関連
付けるこ とができます。

� ビジネス  プロ ト コル定義に関連付ける  XPath 式
ビジネス  プロ ト コルの XPath ルータ式とビジネス  プロ ト コルの XPath フ ィ
ルタ式は、 B2B Console を介して  XOCP ビジネス  プロ ト コル定義に関連付
ける こ とができます。

注意 : メ ッセージを ト レーディ ング  パートナにルーティ ングするために 
XPath 式を使用するこ とは、XOCP ビジネス  プロ ト コルの特別な機能
です。 アプ リ ケーシ ョ ンが RosettaNet または cXML でメ ッセージを
送信したと きに、 対象となる受信側は明示的にエンコード されます。
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3 高度なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
1-8 ページの 「XOCP ハブおよびスポーク配信チャネル」 で説明されているよ う
に、 XOCP 配信チャネルは、 ハブ配信チャネルまたはスポーク配信チャネルと し
てコンフ ィ グレーシ ョ ンされます。 ビジネス  メ ッセージがハブ配信チャネルに
転送される と、 XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインは、 XML メ ッセージコンテキ
ス ト  ドキュ メ ン ト を生成します。 メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン トは、 会
話定義と コラボレーシ ョ ン  プロ ト コル アグ リーメ ン トで識別されたとおりに、
ト レーディ ング パートナの送信側と受信側に関連付けられたプロパティ を捕捉
します。 定義された XPath ルータ式は、 メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メン ト
で捕捉された ト レーディング  パートナのセッ トおよび関連するプロパティから、
ト レーディ ング パートナの一部を選択するために、 XPath 構文を使用します。
選択した ト レーディング  パートナは、 XOCP ビジネス  メ ッセージの意図した受
信側です。

次の図では、 XOCP ハブ配信チャネルのメ ッセージ処理およびルーティ ングの上
位レベルの概要を示します。
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図 3-1   XOCP ハブ配信チャネルでのメ ッセージ処理

受信メ ッセージがハブ配信チャネルで受信される と、 コンフ ィグレーシ ョ ンされ

ている会話定義およびそれに関連付けられているコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ
ン ト は、 メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン トに含まれる受信側 ト レーディ ン
グ パートナを識別するのに使用されます。

たとえば、 バイヤとサプライヤの 2 つのロールを定義した  Query Price and 
Availability （QPA） 会話定義がある と します。 ト レーディ ング  パートナ （TP1）
では、 ハブ配信チャネル tp1-hub-dc が定義されています。 他の 4 つの ト レー
ディ ング  パートナ （TP2、 TP3、 TP4、 および TP5） では、 スポーク配信チャネ
ル tp2-spoke-dc、 tp3-spoke-dc、 tp4-spoke-dc、 および tp5-spoke-dc が定
義されています。 以下のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トが TP1 で定義されて
います。
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3 高度なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
� TP1 （tp1-hub-dc） は、 QPA のサプライヤ ロールに割り当てられる
TP2 （tp2-spoke-dc） は、 QPA のバイヤ ロールに割り当てられる

� TP1 （tp1-hub-dc） は、 QPA のバイヤ ロールに割り当てられる
TP3 （tp3-spoke-dc） は、 QPA のサプライヤ ロールに割り当てられる
TP4 （tp4-spoke-dc） は、 QPA のサプライヤ ロールに割り当てられる
TP5 （tp5-spoke-dc） は、 QPA のサプライヤ ロールに割り当てられる

TP2 からのビジネス  メ ッセージがサプライヤ ロールに送信され、tp1-hub-dc で
受信される と、tp1-hub-dc にバイヤ ロールが割り当てられたコ ラボレーシ ョ ン  
アグ リーメ ン トが識別されます。 このコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を使用
して、 ビジネス  メ ッセージの受信側 ト レーディ ング パートナを識別します。

この場合、 XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグイン で生成された  XML メ ッセージコ
ンテキス ト  ドキュ メ ン トには、 送信側 （TP1） と受信側 （TP3、 TP4、 TP5） の
両方の識別情報とプロパティが含まれます。

定義された XPath ルータ式は、 この リ ス トから ト レーディ ング  パートナを選択
するために XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインによって使用されます。 XPath 式
で選択された ト レーディング  パートナは、 メ ッセージ  ルーティ ング ヘッダーに
含まれます。 各 Xpath 式は、 置き換えられるか、 前の式の結果に付加されるよ う
にコンフ ィ グレーシ ョ ンされます。 XPath ルータ式の処理方法の詳細について
は、 3-7 ページの 「XPath ルータ式の処理」 を参照して ください。

注意 : 処理の過程で XPath ルータ  ロジッ ク  プラグインによってメ ッセージコン
テキス ト  ドキュ メ ン ト の wlc 要素の context 属性が message-router か
ら  trading-partner-router に更新され、 さ らに hub-router に更新さ
れますが、 ドキュ メ ン ト の他の要素は変更されません。 つま り、 すべて
の XPath ルータ式は、 元々含まれていた ト レーディング  パートナのセッ
ト から選択するために使用されます。

XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインが処理を完了し、 指定した ト レーディ ング  
パートナにメ ッセージがルーティ ングされる と、 XPath フ ィルタ  ロジッ ク  プラ
グインは、 送信ビジネス  メ ッセージごとに XML メ ッセージコンテキス ト  ド
キュ メ ン ト を生成します。

XPath フ ィルタ式が定義される と、 XOCP フ ィルタで生成されたメ ッセージコン
テキス ト  ドキュ メ ン ト に対して評価され、 ビジネス  メ ッセージを ト レーディ ン
グ  パートナに送信するかど うかが決定されます。 XPath フ ィルタ式は、 Boolean 
型の true または false で評価します。
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ルーテ ィ ングおよびフ ィルタ処理の XPath 式
� どの式も  false の場合、 メ ッセージは送信されず、 他の式は評価されません。

� すべての式が true の場合、 メ ッセージは通常どおりに処理されます。

これらの XPath フ ィルタ式が評価される順序については、 3-8 ページの 「XPath 
フ ィルタ式の処理」 で説明します。

3-2 ページの 「高度な機能の概要」 で説明したとおり、 XPath ルータおよびフ ィ
ルタ式は、 ユーザ定義の拡張プロパティ を参照できます （ ト レーディ ング  パー
トナの拡張プロパテ ィについては、 3-14 ページの 「 ト レーディ ング  パートナの
拡張プロパティ 」 を参照）。

XPath ルータ式の処理

XPath ルータ式は、 3 種類に分類されます。 それぞれの式は、 置き換えられる
か、 前の Xpath 式の結果に付加されるよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされます。 式
は、 次の順序で処理されます。

1. メ ッセージ XPath ルータ式
メ ッセージ XPath ルータ式は、 ビジネス  メ ッセージに含まれており、 そのビ
ジネス  メ ッセージのルーティングに常に適用されます。

2. ト レーディング パートナ XPath ルータ式
ト レーディング パートナ XPath ルータ式は、 送信側の ト レーディ ング  パー
トナに関連付けられており、 その ト レーディ ング  パートナが送信したすべて
のメ ッセージに適用されます。

3. ビジネス  プロ ト コル XPath ルータ式
ビジネス  プロ ト コル XPath ルータ式は、 特定のプロ ト コルを使用するすべて
の受信ビジネス  メ ッセージに適用されます。

複数の ト レーディ ング  パートナ XPath ルータ式またはビジネス  プロ ト コル 
XPath ルータ式を定義した場合、 ビジネス  プロ ト コル XPath ルータ式の前に、
すべてのト レーディ ング  パートナ XPath ルータ式が評価されます。 同じタイプ
の式は、 B2B Console にリ ス ト されている順番に処理されます。
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3 高度なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
XPath フ ィルタ式の処理

WebLogic Integration は、 ト レーディング パートナと ビジネス  プロ ト コルの 2 つ
のエンティテ ィの XPath フ ィルタ式をサポート します。 式は、 次の順序で処理
されます。

1. ト レーディ ング パートナ XPath フ ィルタ式
この式は、 受信側 ト レーディ ング パートナに関連付けられており、 その ト
レーディング パートナに送信されたすべてのメ ッセージに適用されます。

2. ビジネス プロ ト コル XPath フ ィルタ式
この式は、 指定したプロ ト コルを使用するすべての送信ビジネス  メ ッセージ
に適用されます。

ト レーディ ング パートナまたはビジネス  プロ ト コルに対して複数の XPath フ ィ
ルタ式を定義した場合、 ビジネス  プロ ト コル XPath フ ィルタ式の前に、 すべて
の ト レーディ ング パートナ XPath フ ィルタ式が評価されます。 処理は、 式が 
false になるか、 すべての式が処理されるまで続きます。 同じタイプの式は、
B2B Console に リ ス ト されている順番に処理されます。

XPath ルータ式およびフ ィルタ式のコン
フ ィグレーショ ン

B2B Console で、 ト レーディ ング パートナと ビジネス  プロ ト コルの両方に対し
て XPath ルータ式およびフ ィルタ式をコンフ ィ グレーシ ョ ンできます。 ト レー
ディ ング パートナに対して XPath ルータ式およびフ ィルタ式をコンフ ィ グレー
シ ョ ンするには、 以下の手順を実行します。

1. B2B Console で、 [ ト レーディ ング パートナ ] ページを開き、 [詳細 ] タブを
選択します。 2 つの下位タブ [XOCP フ ィルタおよびルータ ] と  [拡張プロパ
ティ ] が表示されます。

2. [XOCP フ ィルタおよびルータ ] タブを選択します。 このタブ ページが次の
図のよ うに表示されます。
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注意 : XOCP プロ ト コルは、 この リ リースの Weblogic Integration から非推奨に
なっています。 XOCP に代わる機能については、 『WebLogic Integration 
リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

図 3-2   [XOCP フ ィルタおよびルータ ] タブ

[XOCP フ ィルタおよびルータ ] タブで、 必要な XPath 式をコンフ ィグレーシ ョ
ンまたは順序変更できます。 これらのタスクに必要な情報の詳細は、オンラ イン 
ヘルプで説明します。 「2-7 ページの 「ヘルプの利用」」 を参照。
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3 高度なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
上のタブと同じ  [ フ ィルタおよびルータ ] タブが、 XOCP ビジネス  プロ ト コル定
義ページの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択したと きに使用できるよ うにな
り ます。 2 つのページは、 コンテキス ト のみが異な り ます。 XOCP ビジネス プロ
ト コル定義ページからアクセスするタブは、 特定の ト レーディング  パートナで
はなく、 すべてのメ ッセージに適用されるフ ィルタ とルータを定義するのに使用

します。

追加情報

ビジネス メ ッセージのルーティ ングと フ ィルタ処理、 メ ッセージコンテキス ト  
ドキュ メ ン ト の構造、 および XPath 式の作成については、 『B2B Integration ロ
ジッ ク  プラグイン  プログラ ミ ング ガイ ド 』 の 「ビジネス  メ ッセージのルーティ
ングと フ ィルタ処理」 を参照して ください。

カスタム ロジック  プラグイン

注意 : ロジッ ク  プラグインは、主に、XOCP プロ ト コルに基づ くハブ アンド  ス
ポーク  コンフ ィグレーシ ョ ンで使用されましたが、 この リ リースの 
WebLogic Integration からは非推奨になっています。 XOCP に代わる機能
については、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して くださ
い。

ロジッ ク  プラグインは、 実行時にビジネス メ ッセージをインターセプ ト して処
理する  Java ク ラスです。 各ビジネス  プロ ト コルは、 次の 3 つの標準ロジッ ク  プ
ラグインに関連付けられています。

� ルータ  ロジッ ク  プラグイン
このロジッ ク  プラグインは、 着信ビジネス メ ッセージを処理し、 その処理
で使用する メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト を生成します。 デフォル ト
では、 これがルータ  チェーンで最初のロジッ ク  プラグインとな り ます。 ハ
ブの配信チャネル用の XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインは、 3-3 ページの
「ルーティ ングおよびフ ィルタ処理の XPath 式」 で説明されているよ うに、
XPath ルータ式に基づいて受信先 ト レーディ ング パートナの リ ス ト を変更で
きます。
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カスタム ロジッ ク  プラグイン
� ルータ  エンキュー ロジッ ク  プラグイン
このロジッ ク  プラグインは、 ビジネス  メ ッセージをルータ  メ ッセージ  
キューに追加します。 デフォル ト では、 これがルータ  チェーンで最後のロ
ジッ ク  プラグインとな り ます。

� フ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン
このロジッ ク  プラグインは、 送信ビジネス  メ ッセージを処理し、 その処理
で使用する メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト を生成します。 デフォル ト
では、 これがフ ィルタ  チェーンで唯一のロジッ ク  プラグインとな り ます。
ハブの配信チャネル用の XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインは、 3-3 ペー
ジの 「ルーティ ングおよびフ ィルタ処理の XPath 式」 で説明されているよ う
に、 任意の XPath フ ィルタ式を使用して、 メ ッセージが送信されたかど うか
を調べます。

次の表では、 組み込みロジッ ク  プラグインについて説明します。

カスタム ロジッ ク  プラグインは、 ビジネス  プロ ト コルに対するルータ処理
チェーンまたはフ ィルタ処理チェーンのいずれかに開発および追加できます。 た
だし、 このよ う な処理チェーンに含めるこ とによって、 ロジッ ク  プラグインの
機能が制限される とは限り ません。 カスタム ロジッ ク  プラグインは、 これら  2 

表 3-1  ビジネス プロト コル ロジック  プラグイン

プロト コル 処理チェーン ロジック  プラグイン

XOCP ルータ XOCP ルータ

XOCP ルータ  エンキュー

フ ィルタ XOCP フ ィルタ

RosettaNet ルータ RosettaNet ルータ

RosettaNet ルータ  エンキュー

フ ィルタ RosettaNet フ ィルタ

cXML ルータ cXML ルータ

cXML ルータ  エンキュー

フ ィルタ cXML フ ィルタ
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3 高度なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク
つの種類の処理チェーンのいずれかに関連付けられてはいますが、 サービスの
ルーテ ィングやフ ィルタ リ ングの実行に必要ではあ り ません。 したがって、 たと

えば、 メ ッセージ コンテキス ト を検証し、 請求処理用の情報を捕捉するために
カスタム ロジッ ク  プラグインを開発できます。
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ロジック プラグインのコンフ ィグレーシ ョン

カスタム ロジッ ク  プラグインを開発したら、 ビジネス プロ ト コル定義ルータま
たはフ ィルタ  チェーンにその定義を追加する必要があ り ます。 そのために、
WebLogic Integration B2B Console を開いて、 次の手順を実行します。

1. 以下のプロパティ を指定して、 ロジッ ク  プラグインの定義を作成します。

� ロジッ ク  プラグイン名

� プラグインのタイプ （ルータ  チェーンかフ ィルタ  チェーンか）

� ロジッ ク  プラグイン インタフェースを実装する  Java ク ラス

� Java ク ラスの初期化に使用するパラ メータ名 /値のペア

ロジッ ク  プラグイン定義を作成するには、 次の手順を実行します。

a. ナビゲーシ ョ ン ツ リーから  [Logic Plug-Ins] を選択します。 右ペインに 
[Logic Plug-Ins] ページが表示されます。

b. [新しいロジッ ク  プラグインの作成 ] を選択します。 ロジッ ク  プラグイン
のページが表示されます。 ページには、 必要なプロパティ を指定するた
めのフ ィールドがあ り ます。

2. ロジッ ク  プラグイン定義をビジネス  プロ ト コル定義に追加し、 ルータまた
はフ ィルタ  チェーン内でのロジッ ク  プラグインの位置を指定します。

次の節の説明に従って、 ビジネス  プロ ト コル ページから手順 2 を実行しま
す。

ビジネス プロト コル ルータまたはフ ィルタ  チェーンへのカ
スタム ロジック プラグインの追加

ビジネス  プロ ト コル ルータまたはフ ィルタ処理チェーンにカスタム ロジッ ク  プ
ラグインを追加するには、 次の手順を実行します。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーからビジネス  プロ ト コルを選択します。 右ペインに、
上位レベル タブ （[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] および [ メモ ]） が表示されま
す。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブから、 下位の [ フ ィルタおよびルータ ] タブを
選択します。 このタブ ページが次の図のよ うに表示されます。
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図 3-3   ビジネス プロト コル用 [ フ ィルタおよびルータ ] タブ

[ フ ィルタおよびルータ ] タブで、 使用可能なロジッ ク  プラグインを必要に応じ
て選択および順序変更できます。 これらのタスクに必要な情報の詳細は、 オンラ
イン ヘルプで説明します。 「2-7 ページの 「ヘルプの利用」」 を参照。

追加情報

ロジッ ク  プラグイン API の詳細、 およびカスタム  ロジッ ク  プラグインの開発と
デプロイ メ ン トのガイ ド ラ インについては、 『B2B Integration ロジッ ク  プラグイ
ン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照して ください。

ト レーディング パートナの拡張プロパティ

ト レーディ ング パートナの拡張プロパティ を使用する と、 ト レーディ ング  パー
トナに関連付けられるデフォル ト  プロパティ を増やし、 アプ リ ケーシ ョ ン固有
の要件をサポートするこ とができます。 B2B Console で拡張プロパティ を追加で
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ト レーデ ィ ング パー トナの拡張プロパテ ィ
きます。 追加された拡張プロパティには固有の名前が付けられ、 ビジネス  プロ
ト コル ルータおよびフ ィルタ  ロジッ ク  プラグインによって生成される メ ッセー
ジコンテキス ト  ドキュ メ ン ト に拡張プロパティ  セッ ト と して含まれます。

拡張プロパティ  セッ トは、 XML ドキュ メ ン ト内のサブツ リーと して取得できる
よ うに リ ポジ ト リ内でモデル化されます。 XML サブツ リーは、 組み込みルータ
およびフ ィルタ  ロジッ ク  プラグインによって生成される メ ッセージコンテキス
ト  XML ドキュ メン ト に表示されます。 XPath 式は、 これらの拡張プロパティ を
参照できます。 指定した ト レーディ ング  パートナに関連付けられた拡張プロパ
ティ  セッ トのルート要素は、 <trading-partner> 要素ノードの最後の子と して
挿入されます次の例では、 拡張プロパティ  セッ ト を持つリポジ ト リから生成さ
れた XML ドキュ メ ン ト を示します。

<wlc context="message-router">
...
<trading-partner name="ABC International"
email="admin@abc.com" 
phone="+1 123 456 7890">
<address>123 ABC Street., Anytown, CA 95131</address>
<extended-property-set name="ABC Contact">
<business-contact>Joe Smith</business-contact>
<phone type="work">+1 123 456 7654</phone>
<phone type="cell">+1 321 654 4567</phone>
<city>Anytown</city>
<state>California</state>
</extended-property-set>
</trading-partner>
...
</wlc>
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ト レーディング パートナの拡張プロパティのコン
フ ィグレーション

ト レーディ ング パートナに拡張プロパティ を追加するには、 次の手順を実行し
ます。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーから ト レーディング  パートナを選択します。 右ペイン
に、 4 つの上位レベル タブ （[ コンフ ィグレーシ ョ ン ]、 [ モニタ ]、 [ メモ ]、
[詳細 ]） が表示されます。

2. [詳細 ] タブを選択します。 [詳細 ] タブに 2 つの下位タブ （[XOCP フ ィルタ
およびルータ ] と  [拡張プロパテ ィ ]） が表示されています。

3. [拡張プロパティ ] タブを選択します。 このタブ ページが次の図のよ うに表
示されます。

図 3-4   トレーディ ング パートナの [拡張プロパティ ] タブ

このタブを使用して、 必要な拡張プロパティ を設定できます。 これらのタスクに
必要な情報の詳細は、 オンライン  ヘルプで説明します。 「2-7 ページの 「ヘルプ
の利用」」 を参照して ください。
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追加情報

メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト構造、 および拡張プロパテ ィ を参照する
ための XPath 式の作成については、『B2B Integration ロジッ ク  プラグイン プログ
ラ ミ ング ガイ ド』 を参照して ください。
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4 B2B Integration コンポーネン ト
のインポート とエクスポート

ト レーディング パートナが WebLogic Integration B2B アプ リ ケーシ ョ ンによって
ホス ト される会話に参加する前に、 アプ リ ケーシ ョ ンの要件を満たす環境を設定
する必要があ り ます。 特に、 B2B アプリ ケーシ ョ ンが使用する ト レーディ ング  
パートナ定義、 会話定義、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト 、 ワークフローな
どのコンポーネン ト をシステムに入れる必要があ り ます。 必要な B2B コンポー
ネン ト を作成し、 ト レーディ ング  パートナにそれを配信する と、 環境設定を簡
便化できます。

この章では、 B2B アプ リ ケーシ ョ ンの実装に必要なコンポーネン ト のエクス
ポー トおよびインポート方法について説明します。 内容は以下のとおりです。

� B2B Integration コンポーネン ト

� エク スポート と インポートの概要

� B2B Console からのエクスポート

� B2B Console へのインポート

� ワークフロー パッケージのエクスポート

� ワークフロー パッケージのインポート
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B2B Integration コンポーネン ト

WebLogic Integration B2B アプリ ケーシ ョ ンのコンポーネン トには、 以下のもの
があ り ます。

� ト レーディ ング パートナ定義

� コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト

� 会話定義

� 協調的ワークフロー

協調的ワークフローには、 テンプレート定義と、 それに関連付けられた以下

のものがあ り ます。

� ビジネス オペレーシ ョ ン

� ビジネス カレンダー

� プラグイン

� イベン ト  キー テーブル

� XML エンティテ ィ （XML ドキュ メ ン ト、 スキーマ ファ イル、 XSLT テ
ンプレー ト など）

複数の ト レーディ ング  パートナが同じ コンポーネン ト を使用するのはよ く ある
こ とです。 たとえば、 指定した会話定義に対してコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ
ン ト で同じロールが割り当てられた全パーテ ィは、 同じ会話定義とパブリ ッ ク  
ワークフロー テンプレート を必要と します。 ピア ツー ピア交換に参加するため
に、 各 ト レーディ ング  パートナは、 自身の ト レーディング パートナ定義と他方
のパーティの ト レーディング  パートナ定義を持つ必要があ り ます。

ト レーディ ング パートナ設定を容易にするために、 一方のパートナは、 必要な
コンポーネン ト を定義し、 も う一方の ト レーディ ング  パートナでインポートで
きるよ うにするためにそれをエクスポートできます。 ト レーディ ング  パートナ
定義、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト、 および会話定義は、 WebLogic 
Integration B2B Console でエクスポートおよびインポートできます。 協調的ワー
クフローは、 WebLogic Integration Studio でエクスポートおよびインポートでき
ます。
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エクスポー ト と インポー トの概要
ビジネス  コラボレーシ ョ ンの多くのコンポーネン トは同じ ものですが、 別の ト
レーディ ング パートナで使用する場合は、 インポート後に多少の変更が必要な
場合もあ り ます。 たとえば、 リモート  ト レーディ ング パートナの ト レーディ ン
グ パートナ定義がローカル ト レーディ ング  パートナによってエクスポート さ
れ、 リモート  ト レーディング  パートナによってインポート される場合、 リモー
ト  ト レーディング パートナは、 インポート した定義が使用可能になる前に、 ト
レーディ ング パートナ タイプのプロパテ ィ値を リモートから ローカルに変更す
る必要があ り ます。

通常、 Studio では異なる ト レーディ ング  パートナに異なるオーガニゼーシ ョ ン
の構造があるので、 ワークフロー テンプレー ト と会話は、 指定したオーガニ
ゼーシ ョ ンの変更を必要と します。

エクスポート とインポートの概要

B2B 交換の参加者で必要なコンポーネン ト をエク スポー トするには、 次の手順
を実行します。

1. B2B Console で、 必要な ト レーディング パートナ定義、 会話定義、 コラボ
レーシ ョ ン アグ リーメ ン ト をエク スポー ト します。

通常、 [すべての参照済みエンティテ ィ をエクスポー ト ] オプシ ョ ンを設定
する と、 必要なコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト をエクスポー トできます。
このオプシ ョ ンを使用する と、 指定したコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト と
もに、 必要な会話定義と ト レーディ ング  パートナがすべてエクスポート され
ます。

注意 : [すべての参照済みエンテ ィテ ィ をエクスポート ] オプシ ョ ンを指定
する と、 参照されたオブジェ ク ト のみがエクスポート されます。 たと
えば、 多くの配信チャネルが特定のト レーディ ング パートナ定義に
関連付けられている可能性があ り ますが、 [すべての参照済みエン
ティテ ィ をエクスポー ト ] オプシ ョ ンを設定した状態でコラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン ト をエクスポー トする と、 コ ラボレーシ ョ ン  ア
グ リーメ ン トで参照する必要がある一部の ト レーディ ング  パートナ
定義 （つま り、 パーティ識別子、 配信チャネル、 ドキュ メ ン ト交換、

転送、 証明書） だけがエクスポート されます。

エク スポー ト手順については、 4-5 ページの 「B2B Console からのエクス
ポート 」 で説明しています。
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2. ト レーディ ング パートナで要求された協調的ワークフロー パッケージをエ
クスポート し、 会話内にそのロールを実装します。

ワークフローのエクスポート手順については、 4-11 ページの 「ワークフロー 
パッケージのエク スポート 」 で説明されています。

エクスポート したコンポーネン ト をインポート し、 使用目的に応じて変更するに
は、 次の手順を実行します。

1. 必要な ト レーディ ング  パートナ定義、 会話定義、 コラボレーシ ョ ン アグ リー
メ ン ト をインポート します。

1 つまたは複数の XML ファ イルを提供できます。 インポート手順について
は、 4-9 ページの 「B2B Console へのインポート 」 で説明しています。

2. B2B Console で表示し、 インポート したコンポーネン ト を確認します。 必要
に応じて、 使用目的に合わせた変更を加えます。 たとえば、

� インポー ト した ト レーディ ング  パートナごとに、 ト レーディ ング  パート
ナ タイプのプロパテ ィを再設定します （ローカルから リモートに、 ある

いはその逆になど）。 通常、 インポート した ト レーディ ング  パートナ定義
の ト レーディ ング パートナ タイプは、 ユーザのシステムで必要なタイプ
を反映していません。

� 証明書およびセキュ リ テ ィ  コンフ ィグレーシ ョ ンを必要に応じて更新し
ます。

� 会話定義でワークフロー テンプレー ト用に指定したオーガニゼーシ ョ ン
を再設定します。 通常、 ユーザの システムの Studio で定義したオーガニ
ゼーシ ョ ンは、 他の ト レーディ ング  パートナ用に定義されたものとは異
な り ます。 指定したオーガニゼーシ ョ ンは、 ワークフローが割り当てら
れているオーガニゼーシ ョ ンにする必要があ り ます。

3. 会話内にロールを実装するのに必要な協調的ワークフロー パッケージをイン
ポート します。

ワークフローのインポート手順については、 4-14 ページの 「ワークフロー 
パッケージのインポート 」 で説明しています。
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B2B Console からのエクスポート

B2B Console からのエンティテ ィ をエクスポー トするには、 次の手順を実行しま
す。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [B2B] ノードをク リ ッ ク します。

右ペインに B2B ページが表示されます。 上位タブがいくつかあ り ます。

2. 上位レベルの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。

3. その下の [ エクスポート ] タブを選択します。

次の図に示すエクスポート  オプシ ョ ンが表示されます。

図 4-1   B2B の [ エクスポート ] タブ

4. 以下の手順の 1 つまたは複数を実行して、 エク スポー トするエンティテ ィ を
選択します。

� リポジ ト リ  データをすべてエクスポートするには、 [すべて ] オプシ ョ ン
を選択します。

� 特定のエンティテ ィ （ ト レーディング  パートナなど） のすべてのインス
タンスをエクスポー トするには、 そのエンティテ ィ名を選択します。
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� 特定のエンティテ ィの個々のインスタンスを選択するには、 目的のエン

ティテ ィ名の右側の [参照 ] ボタンをク リ ッ ク して、 指定可能なインスタ
ンスの リ ス ト を表示します。 指定したエンテ ィテ ィで選択可能なインス
タンスを示すページが、 次の図のよ うに表示されます。

図 4-2   エンティテ ィ選択ページ

このページで、 エンテ ィテ ィの個々のインスタンスを選択します。 [OK] ボ
タンをク リ ッ ク し、 [ エクスポート ] タブに戻り ます。

5. [ エクスポート ] タブで、 フォーマッ ト を選択します。

� [標準 ] －これがデフォル トのフォーマッ ト です。

� [拡張 ] －更新回数の合計 （update-count） やタイムスタンプなどのシステ
ム情報を含める場合はこのフォーマッ ト を選択します。

� [ビジネス接続エクスポート  ファ イル ] － WebLogic Integration - Business 
Connect がデプロイ された ト レーディング  パートナ アプリ ケーシ ョ ンが
消費できるフォーマッ ト で、 ファ イルをエク スポートする場合はこのオ
プシ ョ ンを選択します。

[ ビジネス接続エクスポート  ファ イル ] フォーマッ ト では、 一度に 1 つの
ト レーディ ング パートナのみをエク スポートできます。 このオプシ ョ ン
は、 その前のステップで ト レーディング  パートナを  1 つのみ選択した場
合に選択する こ とができます。
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WebLogic Integration - Business Connect は、 軽量 ト レーディ ング パート
ナ ク ラ イアン トです。 WebLogic Integration をデプロイする ト レーディ ン
グ パートナは、 ebXML ビジネス  プロ ト コルを使用して、 WebLogic 
Integration - Business Connect をデプロイする ト レーディ ング  パートナと
相互運用するこ とができます （詳細は、 『B2B Integration ebXML の実
装』、 「ebXML の管理」 の 「ebXML メ ッセージ機能を使用するための環
境コンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照）。

6. 選択したエンティテ ィで参照されるすべてのエンティテ ィ を含める場合は、 [
すべての参照済みエンティテ ィ をエクスポー ト ] オプシ ョ ンを選択します。

7. [ エクスポート ] をク リ ッ ク します。

指定したエンティテ ィが、 XML ファ イルにエクスポート されます。 エク ス
ポー トが完了したら、 ページの下部にメ ッセージがリ ンク と して次の図のよ
うに表示されます。

図 4-3   エクスポート成功メ ッセージ

8. リ ンクを右ク リ ッ ク します。 シ ョート カ ッ トのメニューが表示されます。
シ ョー ト カッ ト  メニューから  [対象をファ イルに保存 ] を選択します。

[ ファ イル名を付けて保存 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 ファ イルの保
存場所を選択した り、 ファ イル名を変更できます （デフォル ト  ファ イル名は 
exportConfig.xml）。
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9. ターゲッ ト  ディ レク ト リ を選択して  [保存 ] をク リ ッ ク します。
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B2B Console へのインポート

B2B Console にインポートするには、 次の手順を実行します。

1. B2B Console の [終了 ] ボタンを使用して B2B エンジンをシャ ッ ト  ダウンし
ます。 [終了 ] ボタンは、 [ モニタ｜一般 ] タブを選択し、 [ このサーバを
シャッ ト  ダウン ] をク リ ッ クする と選択可能にな り ます。

注意 : これ以外の方法で B2B エンジンをシャ ッ ト  ダウンする と、 その後、
B2B エンジンを再起動した後のデータのインポートが正し く行われ
ない場合があ り ます。

注意 : ト レーディング パートナをインポートする場合は、 B2B エンジンの
シャッ ト  ダウンと再起動は必ずし も必要あ り ません。 詳細について
は、 2-13 ページの 「ト レーディ ング  パートナの追加またはインポー
トに関する注意」 を参照して ください。

2. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [B2B] ノードをク リ ッ ク します。

右ペインに B2B ページが表示されます。 上位タブがいくつかあ り ます。

3. 上位レベルの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。

4. その下の [一般 ] タブを選択する。

5. ステータスが非アクティブになっているこ とを確認して ください。

6. 上位レベルの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。 その下の  [ イン
ポー ト ] タブを選択します。

次の図に示すインポート  オプシ ョ ンが表示されます。
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図 4-4   B2B の [ インポート ] タブ

警告 : [データベースの初期化 ] オプシ ョ ンを選択する と、 その後 リ ポジ ト リ  
データをインポートする際に、 既存のデータは破棄されます。 [データ
ベースの初期化 ] オプシ ョ ンの選択は慎重に行う必要があ り ます。

7. [ ファ イル名 ] フ ィールドの横の [参照 ] ボタンをク リ ッ ク します。

[ ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

8. インポー トするデータを含む XML ファ イルを選択し、 [開 く ] ボタンをク
リ ッ ク します。

9. [データベースの初期化 ] が [No] に設定されているこ とを確認して ください
（既存のデータをすべて削除する場合を除 く ）。

10. ト ランザクシ ョ ン レベルを設定します。

� [Default] － ト ランザクシ ョ ンは、 エンテ ィテ ィご とに開始されます。 同
じエンティテ ィのすべてのインスタンスが、 1 つのト ランザクシ ョ ンでイ
ンポート されます （た とえば、 エンティテ ィが Trading Partner の場合、
すべての ト レーディング  パートナがインポート される）。 単一ト ランザク
シ ョ ン中に無効なデータが検出される と、 ト ランザクシ ョ ンはロール
バッ ク され、 次のエンティテ ィ  タイプでの処理は続行されます。

� [All] －選択したファ イルのデータが、 1 つの ト ランザクシ ョ ンと してイ
ンポート されます。 無効なデータが検出される と、 ト ランザクシ ョ ン全
体がロールバッ ク されます。
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11.  [ ビジネス接続インポー ト  ファ イル ] に対して [Yes] または [No] を選択しま
す。

WebLogic Integration をデプロイする ト レーディ ング  パートナは、 ebXML 
ビジネス  プロ ト コルを使用して、 WebLogic Integration - Business Connect を
デプロイする ト レーディ ング  パートナと相互運用するこ とができます。
WebLogic Integration - Business Connect ト レーディ ング パートナは、 その ト
レーディ ング パートナ コンフ ィグレーシ ョ ン  データを、 WebLogic 
Integration が消費できるよ うに XML ファ イルでエクスポートするこ とがで
きます。 そのよ う なファ イルを WebLogic Integration リポジ ト リにインポー
トする場合は、 [ ビジネス接続インポー ト  ファ イル ] オプシ ョ ンに対して 
[Yes] を選択する必要があ り ます。

ebXML ビジネス  プロ ト コルおよび WebLogic Integration - Business Connect 
の詳細については、 次のマニュアルを参照して ください。

� 『B2B Integration ebXML の実装』

� 『Using WebLogic Integration - Business Connect』

12.データをインポートするには、 [ インポー ト ] をク リ ッ ク します。

注意 : インポートするエンティテ ィの名前がリポジ ト リにあるエンティテ ィ
の名前と同じ場合は、 リ ポジ ト リにあるエンテ ィテ ィは上書きされま
す。

13. 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「B2B Console 
での B2B エンジンの再起動」 の説明に従って、 B2B エンジンを再起動して
ください。

ワークフロー パッケージのエクスポート

WebLogic Integration Studio では、 テンプレー ト定義、 および関連するワークフ
ロー コンポーネン ト を選択してエクスポートできます。 選択したコンポーネン
トは、 ワークフロー パッケージとい う  Java Archive (JAR) ファ イルにパッケージ
化されます。

ワークフロー パッケージをエクスポートする と きに、 以下のこ とが可能です。

� パッケージの内容への無認可アクセスを防ぐためのパスワード使用。
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� コンポーネン ト を読み取り専用にしたパッケージのパブ リ ッシュ。 パッケー

ジをパブリ ッシュする際に、 ト レーディ ング パートナは、 ワークフロー コ
ンポーネン ト を利用できますが、 変更はできません。

Studio では、 テンプレー ト定義、 ビジネス  オペレーシ ョ ン、 ビジネス  カレン
ダー、 プラグイン、 イベン ト  キー テーブル、 XML リ ポジ ト リ項目をエクスポー
トできます。 エク スポー トできない要素は、 Studio で定義されたオーガニゼー
シ ョ ン、 ユーザ、 ロールです。 テンプレー ト定義をエクスポートする場合、 現在
のオーガニゼーシ ョ ン との関連付けが解除されます。 テンプレート定義を対象シ
ステムにインポートする場合、 新しいオーガニゼーシ ョ ンをテンプレー ト用に選
択する必要があ り ます。

Studio からワークフロー パッケージをエクスポートするには、 次の手順を実行
します。

1. 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「Studio の起動」
の説明に従って、 Studio を起動します。

2. メニュー バーから  [ ツール｜パッケージをエクスポート ] を選択します。

[ エクスポート : ファ イルを選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3. 作成する  JAR ファ イルの名前とディ レ ク ト リ を入力します。

注意 : [参照 ] オプシ ョ ンで呼び出された リ ス トから  JAR ファ イルを指定し
た場合、 エクスポー トによってファ イルが上書きされます。

4. [次へ ] をク リ ッ ク します。

次の図に示す [ エクスポート  : エクスポートするコンポーネン ト を選択 ] ダ
イアログ  ボッ クスが表示されます。
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図 4-5   [ エクスポート  : エクスポートするコンポーネント を選択 ] ダイアログ 
ボックス

ダイアログ  ボッ クスには、 現在定義されているすべての項目のリ ス トが表示
されます。 項目を選択する と、 その項目に参照される項目も自動的に選択さ
れます。

注意 : XML リ ポジ ト リの項目は、 自動的には選択されないので、 手動で選
択する必要があ り ます。

5. エク スポートする項目を選択します。

6. [ エクスポート ] をク リ ッ ク します。

エク スポー ト処理が完了する と、 [ エクスポート : エクスポートの概略を確認
] ダイアログ  ボッ ク スに次のメ ッセージが表示されます。
Components were exported to JAR file: path/filename.jar

7. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ クスを閉じます。
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ワークフロー パッケージのインポート

Studio からワークフロー パッケージをインポートするには、 次の手順を実行し
ます。

1. 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「Studio の起動」
の説明に従って、 Studio を起動します。

2. メニュー バーから  [ ツール｜パッケージをインポート ] を選択します。

[ インポート : ファ イルを選択 ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。

3. [参照 ] をク リ ッ ク します。

[開 く ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4. インポー トするファ イルを選択し、 [開 く ] をク リ ッ ク します。

[ インポート : ファ イルを選択 ] ダイアログ  ボッ ク スに戻 り ます。

5. [次へ ] をク リ ッ ク します。

次の図に示す [ インポート  : インポー トするコンポーネン ト を選択 ] ダイア
ログ  ボッ クスが表示されます。
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図 4-6   [ インポート : インポートするコンポーネント を選択 ] ダイアログ ボック
ス

ダイアログ  ボッ クスには、 JAR ファ イルに格納されているすべての項目がリ
ス ト されます。

6. インポート しない項目の選択を解除します。

7. ド ロ ップ ダウン リ ス ト を開いて、 対象となるオーガニゼーシ ョ ンを選択しま
す。

8. インポート後にワークフローをアクテ ィブにする手間を省 くには、 [ イン
ポー ト後にワークフローをアクテ ィブ化 ] オプシ ョ ンを選択します。

9. [ インポー ト ] ボタンをク リ ッ ク します。

項目名が既存の項目の名前と同じ場合、 次の図のよ うに [ インポー トの確認
] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。
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10.完了したら、 次の図のよ うに [ インポート : インポー ト概略を確認 ] ダイア
ログ  ボッ クスが表示されます。

図 4-7   [ インポート : インポート概略を確認 ] ダイアログ ボックス

11. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ クスを閉じます。
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図 4-8   [ インポート : インポート概略を確認 ]

12. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ クスを閉じます。
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5 B2B Integration のモニタ

この章では、 B2B Console を使用して、 WebLogic Integration、 ト レーディ ング  
パートナのセッシ ョ ン、 配信チャネル、 会話、 およびコラボレーシ ョ ン アグ
リーメ ン ト をモニタおよび制御する方法について説明します。 内容は以下のとお
りです。

� モニタの概要

� 会話のモニタに関する注意

� B2B Console のモニタ  ページ

� B2B エンジンのモニタ

� ト レーディング パートナ セッシ ョ ンのモニタ

� 配信チャネルのモニタ

� 会話のモニタ （非推奨）

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のモニタ

� メ ッセージのモニタ

注意 : XOCP プロ ト コルおよび cXML プロ ト コルは、この リ リースの Weblogic 
Integration から非推奨になっています。 XOCP および cXML に代わる機
能については、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して くだ
さい。
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モニタの概要

WebLogic Integration B2B Console を使用する と、 以下のエンテ ィテ ィ を制御お
よびモニタできます。

� B2B エンジン － B2B Integration の機能を提供および制御する  WebLogic 
Integration プロセス。

� ト レーディ ング パートナ セッシ ョ ン－ ト レーディ ング パートナの配信チャ
ネル間の接続。 1 つの接続に 1 つまたは複数の会話を関連付ける こ とができ
ます。

� 配信チャネル－ ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンの接続エンドポイン ト。

� 会話－コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トで定義された ト レーディング パー
トナの配信チャネルと ロールに関連付けられたメ ッセージのやり取り。

� コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト－ ト レーディ ング パートナがメ ッセージ
交換のパラ メータを指定する契約。
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会話のモニタに関する注意

B2B Console で会話をモニタできるよ うにする主な利点は、 会話の開始者が会話
を終了し、 他の参加者が会話から抜けるこ とが可能になるこ とです。

B2B Console でモニタされない cXML および RosettaNet 会話は、この会話終了機
能をサポート しません。会話のリ ス ト を参照し、終了 （開始者のト レーディ ング  
パートナ システムで動作している  B2B エンジンから） または退場 （参加者のシ

ステムで動作している  B2B エンジンから） する ものを選択する機能は、 XOCP 
プロ ト コルに限られます。

RosettaNet および cXML では、 コン ト ロールは配信チャネルと ト レーディング  
パートナ セッシ ョ ンのレベルにあ り ます。 こ こでは、 会話の表示は、 XOCP 配
信チャネルと ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンにのみ適用されます。
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B2B Console のモニタ  ページ

モニタ機能は、 [ モニタ ] タブから呼び出すこ とができます。 [ モニタ ] タブは、
次の表にリ ス ト されている  WebLogic Integration B2B Console のページからアク
セスできます。

B2B Console の詳細、 およびモニタに対するサポートについては、 2-2 ページの
「WebLogic Integration B2B Console の概要」 を参照して ください。

次の表では、 各ページで使用可能な機能について説明します。

表 5-1  B2B Console ページへのアクセス

ページ 選択したときにそのページを表示する項目

B2B ページ ナビゲーシ ョ ン  ツ リーの [B2B]

ト レーディング 
パートナ ページ

ナビゲーシ ョ ン  ツ リーまたは [ ト レーディング パー トナ ] 
ページの ト レーディング  パートナ

会話ページ ナビゲーシ ョ ン  ツ リーまたは [会話 ] ページの会話定義

コラボレーシ ョ ン  
アグ リーメン ト  
ページ

ナビゲーシ ョ ン  ツ リーまたは [ コ ラボレーシ ョ ン アグ リー
メン ト ] ページのコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト
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B2B Console のモニタ  ページ
表 5-2  WebLogic Integration  のモニタ

[ モニタ ] タブ
を選択する

ページ

選択する下

位タブ

アクセスする機能

B2B ページ [一般 ] � ステータス （実行中または非アクテ ィブ）。

� [ シャ ッ ト  ダウン ] または [再起動 ] （B2B エンジンの現在のス
テータスによ る）。

[統計 ] � 統計の概要 （ト レーディング  パートナ セッシ ョ ン数、 アクテ ィ
ブなコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト 、 アクティブな会話、 ア
クテ ィブな配信チャネル、 送信および受信メ ッセージ、 最後に

メ ッセージが送信および受信された時刻）。

[ ログ ] � B2B エンジン  ログの表示。

� ログの表示オプシ ョ ン設定 （ロギング レベル、 ページご との行
数）。

ト レーディン

グ パートナ 
ページ

[ セッシ ョ ン
]

� 選択した ト レーディング  パートナの実行時セッシ ョ ンの リ ス ト
表示 （セッシ ョ ン  ID および開始時間）。

� 選択したセッシ ョ ンの詳細表示 （ステータス、 開始時間、 会話

数、 送信メ ッセージ数、 未処理メ ッセージ数、 メ ッセージを最

後に送信および受信した時刻、 メ ッセージが最初および失敗し

た時刻と最後に失敗した時刻）。

� 選択したセッシ ョ ンの詳細から、 セッシ ョ ンを構成する会話ま

たは未処理メ ッセージのいずれかの リ ス トへの リ ンク。

[配信チャネ
ル ]

� 選択した ト レーディング  パートナに関連付けられた配信チャネ
ルの リ ス ト表示。

� 選択した配信チャネルの詳細表示 （ステータス、 ト レーディン

グ パートナ セッシ ョ ン、 会話、 コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ
ン ト 、 送信メ ッセージ）。

� 選択した配信チャネルの詳細から、 ステータス （有効または無

効） の変更、 または ト レーディング  パートナ セッシ ョ ン、 コ ラ
ボレーシ ョ ン アグ リーメン ト 、 会話、 送信メ ッセージへの リ ン
ク。 各リ ス トでは、 追加の詳細を使用可能。
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5 B2B Integration のモニタ
以下の節では、 WebLogic Integration B2B Console からモニタできるエンテ ィ
テ ィの各タイプの概要について説明します。 B2B Console の操作に必要な情報の
詳細は、 オンラ イン ヘルプで説明します。 「2-7 ページの 「ヘルプの利用」」 を参
照。

B2B エンジンのモニタ

ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [B2B] を選択する と、 右ペインに、 3 つの上位レベル 
タブ （[ コンフ ィグレーシ ョ ン ]、 [ モニタ ]、 および [ メモ ]） が表示されます。
上位レベルの [ モニタ ] タブを選択し、 その下の [一般 ] タブを選択する と、 次
の図のよ うに [一般 ] タブが表示されます。

会話ページ [一般 ] � 選択された会話定義に対してアクテ ィブな会話の リ ス ト表示

（会話識別子と開始時間が リ ス ト される）。

� 選択した会話の詳細表示 （開始時間、 自動開始インジケータ、

最後のメ ッセージの時刻、 最後の送信者の ID）。

� 会話の終了または会話からの退出。

これらの機能は XOCP 専用。 「5-3 ページの 「会話のモニタに関する
注意」」 を参照。

コ ラボレー

シ ョ ン  アグ
リーメン ト  
ページ

[一般 ] � 識別情報の表示 （名前、 バージ ョ ン、 ビジネス  プロ ト コル、 関
連する会話定義、 パーテ ィ数）。

� ステータスの表示 （有効 /無効、 登録済み /未登録）。

� ステータスの変更 （有効 /無効、 登録済み /未登録）。

表 5-2  WebLogic Integration （続き） のモニタ

[ モニタ ] タブ
を選択する

ページ

選択する下

位タブ

アクセスする機能
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B2B エンジンのモニタ
図 5-1   サーバ モニタ用の [一般 ] タブ

ステータス情報とサーバ起動時刻が表示されます。

サーバをシャ ッ ト  ダウンするには、 [Shut down this server] をク リ ッ ク しま
す。 [終了 ] シャッ ト  ダウン オプシ ョ ンが表示されます。 このオプシ ョ ンは、 ア
クテ ィブな配信チャネルをシャッ ト  ダウンし、 関連する ト レーディング  パート
ナ セッシ ョ ンを終了します。 ト レーディング  パートナ セッシ ョ ンの終了によっ
て、 関連する会話が終了し、 キューが削除されます。

注意 : B2B エンジンのシャ ッ ト  ダウンについては、 『WebLogic Integration の起
動、 停止およびカスタマイズ』 の 「B2B Console での B2B エンジンの起
動と終了」 を参照して ください。

サーバの統計概要を表示するには、 次の図に示す [統計 ] タブを選択します。
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5 B2B Integration のモニタ
図 5-2   サーバの統計値
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ト レーデ ィ ング パー トナ セッシ ョ ンのモニタ
ト レーディング パートナ セッシ ョンのモニ
タ

ト レーディング パートナ セッシ ョ ンは、 ト レーディ ング  パートナの配信チャネ
ル間の接続です。 WebLogic Integration では、 アクテ ィブな ト レーディ ング  パー
トナを リ ス ト表示する方法が 2 種類あ り ます。

� 選択した ト レーディ ング  パートナに対する ト レーディ ング  パートナ セッ
シ ョ ンを リ ス ト表示

この場合、 ナビゲーシ ョ ン ツ リーまたは [ ト レーディング パートナ ] ページ
でト レーディ ング パートナを選択します。 次に、 右ペインで、 [ モニタ ] タ
ブを選択します。 最後に、 [ セッシ ョ ン ] タブを選択します。 指定した ト
レーディ ング パートナのアクティブな ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ン
の リ ス トが表示されます。

� 選択した配信チャネルに対する ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンを リ ス
ト表示

この場合、 ナビゲーシ ョ ン ツ リーまたは [ ト レーディング パートナ ] ページ
でト レーディ ング パートナを選択します。 次に、 右ペインで、 [ モニタ ] タ
ブを選択します。 最後に、 [配信チャネル ] タブを選択します。 指定した ト
レーディ ング パートナのアクティブな配信チャネルのリ ス ト が表示されま
す。

5-10 ページの 「配信チャネルのモニタ」 で説明されている とおり、 指定した
配信チャネルの ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ン数が、 配信チャネルの
統計概要の一部と して表示されます。 その番号をク リ ッ クする と、 配信チャ
ネルに対する ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンの リ ス ト を参照できます。

セッシ ョ ンの リ ス トから ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンを選択する と、 次
の情報が表示されます。
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5 B2B Integration のモニタ
図 5-3   トレーディ ング パートナ セッションのモニタ

ト レーディ ング パートナ セッシ ョ ンの統計概要が表示されます。 概要から、
セッシ ョ ンでアクテ ィブな会話の リ ス ト または未処理メ ッセージの リ ス ト のいず

れかにアクセスできます。

注意 : 成功したデプロイ メ ン ト では、 セッシ ョ ンに対する配信チャネルのエン
ドポイン トは、 同じビジネス  プロ ト コルにバインド されています （プロ

ト コルのバインディングは、 配信チャネルに割り当てられたドキュ メ ン

ト交換で割り当てられる）。

ト レーディ ング パートナ セッシ ョ ンをシャッ ト  ダウンするには、 [このトレー
ディング パートナ セッションのシャット ダウン ] をク リ ッ ク します。 ト レーディ
ング パートナ セッシ ョ ンのシャッ ト  ダウンによって、 関連する会話が終了し、
キューが削除されます。

配信チャネルのモニタ

配信チャネルは、 ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンの接続エンドポイン ト で
す。 指定した ト レーディング  パートナのアクテ ィブな配信チャネルの リ ス ト を
表示するには、 次の手順を実行します。
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会話のモニタ （非推奨）
1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーまたは [ ト レーディ ング パートナ ] ページで、 ト レー
ディ ング  パートナを選択します。

2. [ モニタ ] タブ、 [配信チャネル ] タブの順に選択します。

リ ス ト から配信チャネルを選択する と、 次のよ う な情報が表示されます。

図 5-4   配信チャネルのモニタ

指定した配信チャネルのステータス情報と統計概要が表示されます。 概要から、
ト レーディング パートナ セッシ ョ ン、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト 、 会
話、 送信メ ッセージにアクセスできます。

[この配信チャネルの無効化 ] をク リ ッ クする と、 この配信チャネルを無効にでき
ます。 配信チャネルを無効にする と、 その配信チャネルに関連付けられているす
べての ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンが終了します。 ト レーディング  パー
トナ セッシ ョ ンの終了によって、 関連する会話が終了し、 キューが削除されま
す。

会話のモニタ （非推奨）

注意 : 5-3 ページの 「会話のモニタに関する注意」 で説明している とおり、 会

話のモニタは、 XOCP ト レーディ ング パートナ セッシ ョ ンでのみ使用可
能です。
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5 B2B Integration のモニタ
WebLogic Integration では、 会話、 配信チャネル、 ト レーディ ング  パートナ セッ
シ ョ ンの 3 つのエンテ ィテ ィに対するアクテ ィブな XOCP 会話の リ ス ト を表示
できます。 次の表の、 それぞれに対応する手順を実行して ください。

リ ス トから会話を選択する と、 次の情報が表示されます。

表 5-3  会話のリスト

エンティテ ィ 手順

会話定義 1. ナビゲーシ ョ ン  ツ リーまたは [ 会話 ] ページで、
会話定義を選択する。

2. [ モニタ ] タブを選択する。 指定した会話定義に
対するアクテ ィブな会話の リ ス トが表示される。

配信チャネル 1. 5-10 ページの 「配信チャネルのモニタ」 の説明に

従って、 配信チャネルを リ ス ト表示する。 リ ス ト

から配信チャネルを選択する と、 その配信チャネ

ルでの会話数が、 配信チャネルの統計概要の一部

と して表示される。

2. 指定した配信チャネルの会話の リ ス ト を表示する

には、 統計概要の会話数を示す番号をク リ ッ クす

る。

ト レーディング パートナ 
セッシ ョ ン

1. 5-9 ページの 「 ト レーディング パートナ セッシ ョ
ンのモニタ」 の説明に従って、 ト レーディング 
パートナ セッシ ョ ンを リ ス ト表示する。 リ ス ト か

ら ト レーディング  パートナ セッシ ョ ンを選択す
る と、 そのセッシ ョ ンでの会話数が、 ト レーディ

ング パートナ セッシ ョ ンの統計概要の一部と し
て表示される。

2. 指定した配信チャネルの会話の リ ス ト を表示する

には、 統計概要の会話数を示す番号をク リ ッ クす

る。
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コ ラボレーシ ョ ン  アグリーメ ン トのモニタ
図 5-5   会話のモニタ

識別情報、 開始時刻、 自動開始インジケータ、 最後のメ ッセージの時刻、 最後の
送信者の ID が表示されます。

会話の開始者がローカル ト レーディング  パートナの場合、 その ト レーディ ング  
パートナは、 [この会話の終了 ] をク リ ッ クする と会話を終了できます。

会話の開始者がローカル ト レーディング  パートナではない場合、 その ト レー
ディ ング  パートナは、 [Leave this Conversation] をク リ ッ クする と会話から
抜けるこ とができます。

コラボレーション アグリーメン トのモニタ

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト は、 特定の会話を定義する ト レーディ ング  
パートナ、 配信チャネル、 ロールを指定します。 ナビゲーシ ョ ン ツ リーまたは [
コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト ] ページでコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト
を選択し、 [ モニタ ] タブを選択する と、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のス
テータスを参照できます。

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のステータスが次の図のよ うに表示されます。
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図 5-6   コラボレーション アグリーメントのモニタ

表示される情報には、 識別情報、 ステータス情報、 ビジネス  プロ ト コル、 会話
定義、 パーティ数があ り ます。

成功したデプロイ メ ン ト では、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト には 2 つの
パーテ ィがあ り、 コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トで割り当てられた両方の配
信チャネルのエンドポイン ト は、 同じビジネス  プロ ト コルにバインド されてい
ます （プロ ト コルのバインディ ングは、 配信チャネルに割り当てられたドキュ メ

ン ト交換で割り当てられる）。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トが、 ローカル ト レーディ ング パートナのス
ポーク配信チャネルを指定している場合、 ハブ配信チャネルが実行されるまで

は、 アグ リーメ ン トは正常にデプロイできません。
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コ ラボレーシ ョ ン  アグリーメ ン トのモニタ
次のよ うに、 コ ラボレーシ ョ ン  ステータスを切り替えるオプシ ョ ンがあ り ます。

� [このコラボレーション アグリーメントの無効化 ] をク リ ッ クする と、 有効なコ
ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を無効にできます。

� [このコラボレーション アグリーメントの有効化 ] をク リ ッ クする と、 無効なコ
ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を有効にできます。

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を無効にする と、 既存の会話が完了しますが、
そのコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの新しい会話を開始するこ と も、 新しい
参加者を既存の会話に追加する こ と もできません。

同様に、 [このコラボレーション アグリーメントの登録 ] または [このコラボレー
ション アグリーメントの登録解除 ] をク リ ッ クする と、未登録のコラボレーシ ョ ン 
アグ リーメン ト を登録、 または登録されているコラボレーシ ョ ンを登録解除でき
ます。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の登録を解除する と、 そのコラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン トに関連付けられているアクテ ィブな全会話が終了します。

また、 配信チャネルのコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のステータスを次のよ
うに参照するこ と もできます。

1. 5-10 ページの 「配信チャネルのモニタ」 の手順に従って、 配信チャネルを リ
ス ト表示します。

2. リ ス ト から配信チャネルを選択します。 その配信チャネルのコラボレーシ ョ
ン アグ リーメン ト数が、 配信チャネルの統計概要で表示されます。

3. コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト数の リ ンク部分をク リ ッ ク して、 その配信
チャネルのコラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を リ ス ト表示します。

4. 次の図のよ うにステータス情報を表示するコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト
を リ ス トから選択します。
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図 5-7   コラボレーション アグリーメントのモニタ

こ こでは、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を登録または登録解除するこ とは
できません。

メ ッセージのモニタ

ト レーディ ング パートナの未処理メ ッセージの リ ス ト を表示するには、 次の手
順を実行します。

1. ト レーディ ング パートナ セッシ ョ ンの リ ス ト を表示します （手順について

は、 5-9 ページの 「 ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンのモニタ」 を参照し
て ください）。

2. リ ス トから、 ト レーディング  パートナ セッシ ョ ンを選択します。

リ ス トから ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンを選択する と、 その ト レー
ディ ング パートナ セッシ ョ ンでの未処理メ ッセージ数が、 ト レーディ ング  
パートナ セッシ ョ ンの統計概要の一部と して表示されます。

3. 指定した ト レーディング  パートナ セッシ ョ ンの未処理メ ッセージのリ ス ト
を表示するには、 統計概要で未処理メ ッセージの合計数を示す番号をク リ ッ
ク します。

リ ス トから メ ッセージを選択する と、 識別情報、 メ ッセージが送信された日付と
時刻、 メ ッセージのサイズが表示されます。
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6 リポジト リの操作

以下の節では、 WebLogic Integration リポジ ト リについて説明します。

� リポジ ト リについて

� リポジ ト リの B2B コンフ ィグレーシ ョ ン情報の管理

注意 : XOCP プロ ト コルおよび cXML プロ ト コルは、この リ リースの Weblogic 
Integration から非推奨になっています。 XOCP および cXML に代わる機
能については、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して くだ

さい。

リポジト リについて

WebLogic Integration リポジ ト リは、WebLogic Integration によって要求される情
報を格納するデータベースです。 リ ポジ ト リは、 以下の要素で構成されます。

� B2B コンフ ィグレーシ ョ ン  テーブル－ B2B の静的コンフ ィ グレーシ ョ ン情
報を格納するデータベース  テーブルのセッ ト 。

� 永続性テーブル－永続性の状態を格納するデータベース  テーブルのセッ ト
（動的）。

� JMS キュー テーブル－メ ッセージの状態 （動的） を格納するデータベース  
テーブルのセッ ト。

� ワークフロー テーブル－静的ワークフローおよび動的実行時情報を格納する
データベース  テーブルのセッ ト。

� コモン テーブル－ XML、 DTD、 XLST スタイル シート 、 および WebLogic 
Integration で使用するその他のエンティテ ィ を格納するデータベース  テーブ
ルのセッ ト 。
B2B Integration 管理ガイ ド 6-1



6 リポジ ト リの操作
B2B コンフ ィグレーション要素

次の 2 つの図では、 リ ポジ ト リ内の B2B コンフ ィグレーシ ョ ン要素間の関係を
示します。 リポジ ト リ  データ要素のコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、
第 1 章 「コンフ ィグレーシ ョ ン要件」 を参照して ください。

図 6-1   リポジト リの要素 （その 1）
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リポジ ト リについて
次の図は、 前の図の続きです。

図 6-2   リポジト リの要素 （その 2）
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6 リポジ ト リの操作
図では、 実線が包含、 破線が参照を表します。 リ ポジ ト リから要素を削除する と
きに、 以下のこ とが起こ り ます。

� 削除した要素に他の要素が含まれている場合、 含まれている要素も リポジ ト

リから削除されます。

� 削除した要素が他の要素を参照している場合、 参照されている要素はリポジ

ト リに残 り ます。

た とえば、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を削除しても、 参照された会話定
義は残 り ます。

ただし、 別の要素に参照が残っている要素を削除するこ とはできません。 同じタ
イプの別の要素を指すよ うにその参照を変更するか、 または参照のある要素を削
除する必要があ り ます。 たとえば、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト からの間
接的参照を持つト レーディ ング パートナを、 リポジ ト リから削除する こ とはで
きません。 この、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トからの ト レーディ ング  パー
トナへの間接的参照は図 6-3 に示します。 図 6-3 では、 コラボレーシ ョ ン アグ
リーメ ン トには、 あるパーティ との包括的関係があ り、 そのパーティにはパー
ティ識別子への参照があ り ます。 ト レーディ ング  パートナには、 パーティ識別
子との包括的関係があ り ます。 したがって、 この ト レーディ ング  パートナを リ
ポジオ ト リから削除するには、パーティ識別子を参照しているコ ラボレーシ ョ ン  
アグ リーメ ン ト を削除するか、 またはその参照を、 コラボレーシ ョ ン アグ リー
メ ン トのパーティから別のパーテ ィ識別子へ変更する必要があ り ます。
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リポジ ト リについて
図 6-3   コラボレーション アグリーメントから トレーディング パートナへの間接
的参照

別の要素に参照がある要素を削除できない場合はほかにもあ り ます。 リポジ ト リ
の要素間のさまざまな関係については、 図 6-1 および図 6-2 を参照して くださ
い。 たとえば、 関連付けられたコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トにある会話定
義への参照を変更するまでは、 その会話定義は削除できません。 つま り、 そのコ
ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トにある参照を、 別の会話定義を指すよ うに変更
するか、 関連付けられたコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を削除する前にその
会話定義を削除する必要があ り ます。

次の表では、 リポジ ト リの要素の概要を示します。

表 6-1  リポジト リの要素

要素 説明

B2B B2B ルー ト要素。 B2B エンジンのコンフ ィグレーシ ョ ンを表す。 主な
要素はすべて、 このルート要素から派生している。

注意 : B2B ルー ト要素は wlc。 この省略文字は、 旧リ リースから継承

したものです。
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6 リポジ ト リの操作
ビジネス  プロ ト コル定義 B2B エンジンによるビジネス  メ ッセージの処理方法、 メ ッセージの読
み取り方法、 受信側へのメ ッセージのルーテ ィング方法を指定するビ

ジネス  プロ ト コル定義。 また、 永続性、 再試行数、 サービスのレベル
も定義する。

ロジッ ク  プラグイン  
チェーン

B2B Integration による メ ッセージのルーティング方法およびフ ィルタ方
法を変更するロジッ ク  プラグインのセッ ト 。

XPath 式 XPath 構文で記述された文字列。 評価時に、 以下のいずれかのタイプの
オブジェ ク トになる。

� ノード  セッ ト （順序付けされていない、 重複がないノードのコレク

シ ョ ン）

� Boolean

� 浮動小数点値

� 文字列

XPath 式の詳細については、 次の URL の 「Expressions」 を参照。

http://www.w3.org/TR/xpath.html#section-Expressions

コ ラボレーシ ョ ン  アグ
リーメン ト

ト レーディング パートナが実行に同意した会話の定義と、 これらの会

話の実行方法を定めた仕様。 この仕様には、 転送、 メ ッセージング、

セキュ リ テ ィ制約、 プロセス仕様へのバインディングに関する詳細が

含まれる。

パーテ ィ 会話定義のロールをコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トの ト レーディン

グ パートナにバインドするエンテ ィテ ィ。

会話定義 会話を定義する値の集ま り。

ロール ト レーディング パートナが会話時に実行できるアクティビテ ィ （売買

など） の定義。 ロールは、 ト レーディング パートナが会話の中で送受

信する ドキュ メ ン トに基づいて定義される。各会話には 2 つ以上のロー
ルが存在し、 各ロールは協調的ワークフローによって定義される。

プロセス実装 ワークフロー テンプレート名およびオーガニゼーシ ョ ンを関連付ける。

拡張プロパテ ィ  セッ ト リポジ ト リ内のエンテ ィテ ィに関連付ける こ とができるユーザ定義の

要素、 属性、 またはテキス ト  コンポーネン トのセッ ト 。

表 6-1  リポジト リの要素 （続き）

要素 説明
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リポジ ト リについて
ロジッ ク  プラグイン WebLogic Integration の起動時に呼び出される  Java ク ラ ス。 実行時に、
ビジネス  メ ッセージをインターセプ ト 、 処理、 および出力する。 組み

込みルータおよびフ ィルタ  ロジッ ク  プラグインは、 サポート されてい

る各ビジネス  プロ ト コルに関連付けられる。 ユーザが作成したロジッ
ク  プラグインは、 デフォルトのルーティングと フ ィルタ処理機能を変

更するこ と も、 ルーテ ィングと フ ィルタ処理以外の機能 （請求処理な

ど） を提供するこ と もでき る。

ロジッ ク  プラグインの詳細については、 『B2B Integration 入門』 および
『B2B Integration ロジッ ク  プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド 』 を参照。

ト レーディング パートナ 会話でのビジネス  メ ッセージの送受信を認可されたビジネス  エンテ ィ
テ ィ。

証明書 WebLogic Integration は、 B2B 統合で使用するために次のタイプのデジ
タル証明書をサポート している。

� ク ラ イアン ト証明書

� 暗号証明書

� サーバ証明書

� 署名証明書

配信チャネル ト レーディング パー トナにビジネス  メ ッセージを配信するための仕様。
1 つのコラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トに対して、 ト レーディング 
パートナご とに 1 つの配信チャネルがある。

ドキュ メ ン ト交換 ドキュ メ ン トの交換方法を定義したもの。 ドキュ メ ン ト交換では、 ビ

ジネス  プロ ト コルといくつかの実行時パラ メータが定義される。

ビジネス  プロ ト コルのバ
インディング

ビジネス  プロセスに参加するために、 ト レーディング  パートナは、 ビ

ジネス  プロセスで使用するビジネス  プロ ト コルのバインディングを定

義する必要がある。 バインディングでは、 プロ ト コルと特定の配信

チャネルが関連付けられる。

パーテ ィ識別子 ト レーディング パートナの会話への参加者を指定する値。

転送 配信チャネルの転送レベル プロパテ ィを指定するもの。

エン ドポイン ト 配信チャネル用に定義された URI。

表 6-1  リポジト リの要素 （続き）

要素 説明
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6 リポジ ト リの操作
リポジト リの B2B コンフ ィグレーション情
報の管理

次の図では、 リポジ ト リの情報の管理に使用できる方法を示します。

図 6-4   リポジト リの情報の管理

この図で示すよ うに、 B2B Console またはカスタム管理アプリ ケーシ ョ ンで情報
を更新する場合、 リポジ ト リは、 MBeans API をアクセス手段にします。 Bulk 
Loader では、 データベース操作を処理するために低レベル API を使用します。

MBeans API を使用する と、 実行時に動的にリポジ ト リ を更新できます。 つま
り、 B2B エンジンの実行中にデータベースが更新されます。 一方、 Bulk Loader 
では、 B2B エンジンをシャ ッ ト ダウンする必要があ り ます。
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リポジ ト リの B2B コンフ ィ グレーシ ョ ン情報の管理
リポジ ト リに格納されている  B2B コンフ ィグレーシ ョ ン要素を更新するそれぞ
れの方法の詳細については、 以下のマニュアルで説明しています。

� Bulk Loader 使用の詳細については、 第 7 章 「Bulk Loader の操作」 を参照し
て ください。

� B2B Console 使用の詳細については、 『B2B Integration Administration 
Console オンライン ヘルプ』 を参照して ください。

� ユーザ独自のアプリ ケーシ ョ ン作成の詳細については、WebLogic Integration 
開発ガイ ドを参照して ください。
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7 Bulk Loader の操作

以下の節では、 Bulk Loader の操作方法について説明します。

� 用語について

� リポジ ト リへのデータのインポート

� リポジ ト リからのデータのエク スポー ト

� リポジ ト リからのデータの削除

� Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルの操作

� リポジ ト リ  データ  ファ イルの操作

� データのチェ ッ ク

� Bulk Loader の強制実行

Bulk Loader に加え、 第 4 章 「B2B Integration コンポーネン ト のインポート とエ
クスポート 」 の説明に従って  B2B Console を使用して、 リ ポジ ト リからデータを
取り出し、 リ ポジ ト リにデータを格納する こ とができます。 リ ポジ ト リの詳細に

ついては、 第 6 章 「リポジ ト リの操作」 を参照して ください。
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7 Bulk Loader の操作
用語について

次の表では、 この章で使用するいくつかの用語について説明します。

たとえば、 次のリ ポジ ト リ  データ  ファ イルがある と します。

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE wlc SYSTEM "WLC.dtd">
<wlc system-password="wlcsystem">
    <conversation-definition
        name="CMQPAConversation"
        version="1.1"
        business-protocol-name="XOCP"
        protocol-version="1.1">
        <role
            name="CMBuyer"
            wlpi-template="CMBuyerQPAPublic">
            <process-implementation wlpi-org="ORG1" />
        </role>
        <role
            name="CMSupplier"
            wlpi-template="CMSupplierQPAPublic">
            <process-implementation wlpi-org="ORG1" />
        </role>
   </conversation-definition>
</wlc>

表 7-1  この章で使用する用語

用語 意味

XML 宣言 ドキュ メ ン ト を  XML と して識別する処理手順。 最低でも、
XML バージ ョ ンを指定する必要がある。 ドキュ メ ン トがデ
フォルト以外の文字セッ ト を使用する場合は、

encoding="valid_encoding" も指定する。

doctype 宣言 XML 文書型 （ルート要素と  DTD を参照する）。

XML 要素 XML ファ イル内の要素。

属性 XML 要素の属性。

値 属性またはデータ要素の値。
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リポジ ト リへのデータのインポー ト
上のファ イルでは、 以下の定義の例が使用されています。

� <?xml version="1.0"?> は XML 宣言。

� conversation-definition は XML 要素。 conversation-definition 要
素の子要素と属性が、 リ ポジ ト リに格納される会話定義にな り ます。

� name は、 conversation-definition 要素の属性。

� "CMQPAConversation" は、 name 属性の値。

リポジト リへのデータのインポート

以下の節では、 リポジ ト リ  データのインポートに関する情報について説明しま
す。

� Bulk Loader によるデータのインポートの仕組み

� リポジ ト リへのデータのインポート手順

Bulk Loader によるデータのインポートの仕組み

次の図で示すよ うに、 Bulk Loader は、 Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ
イルを解析し、 リポジ ト リ  データ  ファ イルから リポジ ト リにデータを転送する
手順を取得します。 これらのファ イルはどちら も  XML ファ イルです。 Bulk 
Loader は、 この手順でエラーを検出する と、 エラー ログを作成します。
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7 Bulk Loader の操作
図 7-1   Bulk Loader によるリポジト リ  データのインポート

Bulk Loader は、 以下のロジッ クを使用して、 リポジ ト リ  データ  ファ イルから リ
ポジ ト リにデータをインポート します。

1. リポジ ト リ  データ  ファ イルで指定した B2B ルート要素がリポジ ト リにない
場合、 Bulk Loader はそれを作成します。

注意 : リポジ ト リ  データの XML ファ イルの B2B ルート要素は wlc です。
この省略文字は、 旧リ リースから継承したものです。
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2. リポジ ト リ  データ  ファ イルで指定した B2B ルート要素が リポジ ト リにある
場合、 Bulk Loader は、 以下のロジッ クを使用して、 リ ポジ ト リ  データ  ファ
イル内の各データ要素を処理します。

� データ要素がリポジ ト リにあ り、 リ ポジ ト リ  データ  ファ イル内の対応す
る  XML 要素と同じデータ要素の値、 属性、 属性値を持っている場合、
Bulk Loader は何もしません。

� データ要素がリポジ ト リにない場合、 Bulk Loader は、 次の表で説明する
ロジッ クを使用して、 データ要素値および属性ごとにデータ要素を作成

します。

� データ要素がリポジ ト リにあるが、 リポジ ト リ  データ  ファ イル内の対応
する  XML 要素の値に一致しない 1 つまたは複数のデータ要素の値、 属
性、 または属性値を持っている場合、 Bulk Loader は、 次の表で説明する
ロジッ クを使用して、 データ要素値および属性ごとにデータ要素を再作

成します。

次の表では、 Bulk Loader が既存の要素を再作成する場合に使用するロジッ クに
ついて説明します。

次の表では、 特殊な  IMPLIED 属性のデフォル ト値を示します。

表 7-2  属性の処理のロジック

要素または属性がリポ

ジト リ  データ ファイ
ルにあるか

属性のタイ

プ

ロジック

できます。 任意 Bulk Loader は、 データ要素値または属性を、 リポジ ト リ  
データ  ファ イルで指定した値に設定する。

特定できません。 IMPLIED Bulk Loader は、 データ要素値または属性を NULL に設定
する。 ただし、 次の表で説明するよ うに、 特殊なデフォル

ト値を持つ属性の場合は除く。

特定できません。 REQUIRED Bulk Loader は、 データを無効と見なす。 詳細については、
7-25 ページの 「データのチェ ッ ク」 を参照。
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7 Bulk Loader の操作
注意 : 省略文字 wlc は、 旧 リ リースから継承したものです。 wlc 要素は、 B2B 
Console の最上位ノード  B2B に対応しています。

リポジト リへのデータのインポート手順

注意 : Bulk Loader に加え、第 4 章「B2B Integration コンポーネント

のインポートとエクスポート」の説明に従って B2B Console を使用し

て、リポジトリからデータを取り出し、リポジトリにデータを格納でき

ます。

B2B エンジンの実行中は、 Bulk Loader を実行する こ とはできません。
B2B エンジンが異常終了し、 Bulk Loader が実行できない場合は、 7-28 
ページの 「Bulk Loader の強制実行」 の説明に従ってインポート を強制実
行できます。

リポジ ト リ  データ  ファ イルから リポジ ト リにデータをインポートするには、 次
の手順を実行します。

1. Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルを作成します。

そこに load-processing-parameters を指定します。 これは、 リ ポジ ト リ  
データ  ファ イルから リポジ ト リにデータをインポートするよ う  Bulk Loader 
に指示する  XML 要素です。 Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イル作
成の詳細については、 7-15 ページの 「Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  
ファ イルの操作」 を参照して ください。

2. リポジ ト リ  データ  ファ イルを作成します。

リポジ ト リ  データ  ファ イル作成の詳細については、 7-23 ページの 「リポジ

ト リ  データ  ファ イルの操作」 を参照して ください。

表 7-3  特殊な IMPLIED 属性のデフォルト値

XML 要素 属性 デフォルト値

wlc large-msg-support-on OFF

wlc show-hidden OFF

trading-partner status ENABLED
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3. リポジ ト リ  データ  ファ イルから リ ポジ ト リにデータをインポートするには、
各プラ ッ ト フォームに応じたコマンドを入力します。

� Windows: bulkloader [-wlibc] cfg_file 

� UNIX: bulkloader.sh [-wlibc] cfg_file 

上記のコマンドの説明は、 以下のとおりです。

� cfg_file は、 手順 1 で作成した Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ
イルのパス名です。 Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルは、 手順 
2 で作成した リポジ ト リ  データ  ファ イルのパス名を指定します。

インポート 、 エクスポート 、 削除に対して同じコマンドを使用します。

Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルは、 Bulk Loader が実行する
アクシ ョ ンを指定します。

データのインポート中に、 Bulk Loader は、 7-25 ページの 「データの

チェ ッ ク」 で説明されているよ うにエラーをチェ ッ ク します。

� XML ファ イルをインポートする場合は、 ト レーディング  パートナによっ
て、 軽量ク ラ イアン ト 、 すなわち  WebLogic Integration - Business 
Connect を使用して作成された -wlibc フラグを使用します。

WebLogic Integration および WebLogic Integration - Business Connect 用の
コンフ ィグレーシ ョ ン データのやり と りの詳細については、 『B2B 
Integration ebXML の実装』 の 「ebXML の管理」 を参照して ください。

注意 : bulkloader コマンドの詳細については、 『WebLogic Integration の起動、
停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration コマンド」 を参照し
て ください。

リポジト リからのデータのエクスポート

以下の節では、 リポジ ト リ  データのエクスポートに関する情報を説明します。

� Bulk Loader によるデータのエクスポートの仕組み

� リポジ ト リの全体および部分エクスポート

� リポジ ト リのシ ョー トおよびロング  エクスポート

� リポジ ト リ  データのエクスポート手順
B2B Integration 管理ガイ ド 7-7



7 Bulk Loader の操作
Bulk Loader によるデータのエクスポートの仕組み

次の図で示すよ うに、 Bulk Loader は、 Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ
イルを解析し、 リ ポジ ト リから リ ポジ ト リ  データ  ファ イルにデータを転送する
手順を取得します。 これらのファ イルはどちらも  XML ファ イルです。 Bulk 
Loader は、 この手順でエラーを検出する と、 エラー ログを作成します。

図 7-2   Bulk Loader によるリポジト リ  データのエクスポート
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リポジト リの全体および部分エクスポート

リポジ ト リからデータをエクスポートする場合、 次の表の説明に従って、 全体エ

クスポート または部分エクスポート を指定できます。

デフォル ト では、 Bulk Loader は全体エクスポート を実行します。

部分エクスポート を実行するには、 Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イル
で XML 要素 entities を使用して、エクスポー トするデータ要素を指定します。
Bulk Loader は、 entities 値を使用して、 指定したデータ要素値に対する リポジ
ト リ を走査します。

たとえば、 特定のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト をエクスポートするには、
次の リ ス ト で示すよ うに、 必要な構造でコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの 
<entities> 要素と識別情報を指定します。 この方法は、 あらゆるタイプのデー
タ要素に対して有効です。

XML 要素 entities の詳細については、WebLogic Integration インス トール ディ
レク ト リの lib\dtd サブディ レ ク ト リにある  WLCConfig.dtd ファ イルを参照し
て ください。

表 7-4  リポジト リの全体および部分エクスポート

エクスポートのタ

イプ

説明

全体 すべてデータがエクスポート される。

部分 データの一部がエクスポート される。
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コード  リスト  7-1   特定のコラボレーション アグリーメント をエクスポートする
ための Bulk Loader コンフ ィグレーション ファイルの例

<?xml version="1.0"?> 
<!DOCTYPE wlc-config SYSTEM "WLCConfig.dtd">
<wlc-config>
    <unload-processing-parameters> 
       <database-url>jdbc:weblogic:oracle:REPO</database-url>
        <database-driver>weblogic.jdbc.oci.Driver</database-driver>
       <database-user-id>scott</database-user-id>
       <database-password>tiger</database-password>
       <xml-file-name>ExportRepoData.xml</xml-file-name>
       <entities>
          <wlc>
           <collaboration-agreement 
              name="QPA-XOCP-TP1-TP2" 
              version=1.2>
           <collaboration-agreement>
          <wlc>
       </entities>
    </unload-processing-parameters>
</wlc-config>

リポジト リのショートおよびロング エクスポート

リポジ ト リからデータをエクスポートする場合、 次の表の説明に従って、 シ ョー

ト  エクスポート またはロング  エクスポート を指定できます。

デフォル トでは、 Bulk Loader はシ ョー ト  フォーマッ ト で リポジ ト リ  データをエ
クスポート します。

ロング  エクスポート を実行するには、 Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イ
ルで XML 要素 format を long に設定します。

表 7-5  リポジト リのショートおよびロング エクスポート

エクスポートのタ

イプ

Bulk Loader による出力データの形

シ ョート （標準） ユーザが見る リポジ ト リの形。

ロング （拡張） リ ポジ ト リのスナップシ ョ ッ ト 。 あるデータベースの リポジ ト リ  データを別
のデータベースに移行する場合などに便利。
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ロング フォーマッ トには、 さまざまなオブジェク ト の値に加えて内部リポジ ト
リ  データがあるので、 以下の場合にのみロング  フォーマッ ト を使用するこ とを
お勧めします。

� リポジ ト リ全体のバッ クアップを保存する場合。 たとえば、 リ ポジ ト リから

データを削除する前に、 リポジ ト リ をバッ クアップしておきます。

� ある環境から別の環境にリポジ ト リ  データを移行する場合。 たとえば、 ある
データベース  ベンダから別のベンダに変える場合、 またはデータベースを新
しいマシンにアップグレードする場合、 ロング  フォーマッ ト を使用して リポ
ジ ト リ  データベース全体を移行する必要があ り ます。

format 値を指定する  Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルの例について
は、 コード リ ス ト  7-3 を参照して ください。 format 属性の詳細については、
WebLogic Integration インス トール ディ レク ト リの lib\dtd サブディ レ ク ト リに
ある  WLCConfig.dtd ファ イルおよび 7-10 ページの 「リポジ ト リのシ ョー トおよ
びロング  エクスポート 」 を参照して ください。

リポジト リ  データのエクスポート手順

注意 : Bulk Loader に加え、 第 4 章 「B2B Integration コンポーネン ト のインポー
ト とエクスポー ト 」 の説明に従って B2B Console を使用して、 リポジ ト
リからデータを取り出し、 リポジ ト リにデータを格納できます。

B2B エンジンの実行中は、 Bulk Loader を実行するこ とはできません。
B2B エンジンが異常終了し、 Bulk Loader が実行できない場合は、 7-28 
ページの 「Bulk Loader の強制実行」 の説明に従ってエクスポート を強制
実行できます。

リポジ ト リから リポジ ト リ  データ  ファ イルにデータをエクスポートするには、
次の手順を実行します。

1. Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルを作成します。

そこに unload-processing-parameters を指定します。 これは、 リポジ ト
リから リ ポジ ト リ  データ  ファ イルにデータをエクスポートするよ う  Bulk 
Loader に指示する  XML 要素です。 Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ
イル作成の詳細については、 7-15 ページの 「Bulk Loader コンフ ィ グレー
シ ョ ン ファ イルの操作」 を参照して ください。
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2. リポジ ト リから リ ポジ ト リ  データ  ファ イルにデータをエクスポートするに
は、 各プラ ッ ト フォームに応じたコマンドを入力します。

� Windows: bulkloader [-wlibc] cfg_file 

� UNIX: bulkloader.sh [-wlibc] cfg_file 

上のコマンドの説明は以下のとおりです。

� cfg_file は、 手順 1 で作成した Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ
イルのパス名です。 Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルは、 手順 
2 で作成した リポジ ト リ  データ  ファ イルのパス名を指定します。

インポート、 エク スポー ト、 削除に対して同じ コマンドを使用します。

Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルは、 Bulk Loader が実行する
アクシ ョ ンを指定します。

データのインポート中に、 Bulk Loader は、 7-25 ページの 「データの

チェ ッ ク」 で説明されているよ うにエラーをチェ ッ ク します。

� XML ファ イルをインポートする と きは、 ト レーディ ング  パートナによっ
て、 軽量ク ライアン ト、 すなわち  WebLogic Integration - Business 
Connect を使用して作成された -wlibc フラグを使用します。

WebLogic Integration および WebLogic Integration - Business Connect 用の
コンフ ィグレーシ ョ ン  データのやり と りの詳細については、 『B2B 
Integration ebXML の実装』 の 「ebXML の管理」 を参照して ください。

注意 : bulkloader コマンドの詳細については、 『WebLogic Integration の起動、
停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration コマンド」 を参照し
て ください。

リポジト リからのデータの削除

以下の節では、 リ ポジ ト リ  データの削除に関する情報を説明します。

� Bulk Loader によるデータの削除の仕組み

� リポジ ト リ  データの削除手順
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Bulk Loader によるデータの削除の仕組み

次の図で示すよ うに、 Bulk Loader は、 Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ
イル （XML ファ イル形式） を解析し、 リポジ ト リからデータを削除する手順を
取得します。 図の破線は、 Bulk Loader がデータを送信せずにリポジ ト リに影響
を与えるこ とを示します。 Bulk Loader は、 この手順でエラーを検出する と、 エ
ラー ログを作成します。

図 7-3   Bulk Loader によるリポジト リ  データの削除

リポジト リ  データの削除手順

注意 : B2B エンジンの実行中は、 Bulk Loader を実行するこ とはできません。
B2B エンジンが異常終了し、 Bulk Loader が実行できない場合は、 7-28 
ページの 「Bulk Loader の強制実行」 の説明に従ってデータの削除を強制
実行できます。
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リポジ ト リ  データを削除するには、 次の手順を実行します。

1. データを削除する前にリポジ ト リ をバッ クアップするこ とをお勧めします。
リポジ ト リ をバッ クアップするには、 7-7 ページの 「リポジ ト リからのデー

タのエクスポート 」 で説明されているよ うにロング （拡張） エクスポー ト を

実行します。

2. Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルを作成します。

そこに delete-processing-parameters を指定します。 これは、 リポジ ト
リからデータを削除するよ う  Bulk Loader に指示する  XML 要素です。 Bulk 
Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イル作成の詳細については、 7-15 ページ
の 「Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルの操作」 を参照して くださ
い。

3. リポジ ト リからデータを削除するために、 プラ ッ ト フォームに適したコマン
ドを入力します。

� Windows: bulkloader cfg_file

� UNIX: bulkloader.sh cfg_file

こ こでは、 cfg_file は、 手順 2 で作成した Bulk Loader コンフ ィグレー
シ ョ ン ファ イルのパス名です。

インポート、 エク スポー ト、 削除に対して同じ コマンドを使用します。 Bulk 
Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルは、 Bulk Loader が実行するアクシ ョ
ンを指定します。

データの削除中に、 Bulk Loader は、 7-25 ページの 「データのチェ ッ ク」 で

説明されているよ うにエラーをチェ ッ ク します。

注意 : bulkloader コマンドの詳細については、 『WebLogic Integration の起動、 停
止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration コマンド」 を参照。
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Bulk Loader コンフ ィグレーション ファイ
ルの操作

Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルには、 データベース  ログイン情報、
および目的のタスクの実行に必要な処理手順が含まれています。 各 Bulk Loader 
コンフ ィグレーシ ョ ンは、 WLCConfig.dtd に従う  XML ファ イルです。

以下の節では、 独自の Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルの作成に必要
なほとんどの情報について説明していますが、 特定の詳細については、

WLI_HOME\lib\dtd サブディ レ ク ト リにある  WLCConfig.dtd を参照する必要が
ある場合もあ り ます。

Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルは、 単純な構造です。 ルート要素 
<wlc-config> には、 アクシ ョ ンによって以下の要素のいずれかがあ り ます。

� インポート時には、 <wlc-config> に <load-processing-parameters> 要
素があ り ます。 データのインポートに使用する処理パラ メータは、

<unload-processing-parameters> の属性か直接の子です。

� エク スポート時には、<wlc-config> に <unload-processing-parameters> 
要素があ り ます。 データのエク スポートに使用する処理パラ メータは、

<unload-processing-parameters> の属性か直接の子です。

� 削除時には、 <wlc-config> に <delete-processing-parameters> 要素が
あ り ます。 データの削除に使用する処理パラ メータは、

<delete-processing-parameters> の属性か直接の子です。

次の表では、 各タイプのアクシ ョ ンの実行に対して指定できる処理パラ メータを
示します。
B2B Integration 管理ガイ ド 7-15



7 Bulk Loader の操作
表 7-6  Bulk Loader コンフ ィグレーションの処理パラメータ

要素と属性 説明

属性 :
トランザクション レベル

この属性を使用する要素 :
<load-processing-parameters>
<delete-processing-parameters>

データを単一の ト ランザクシ ョ ンでインポー トするか、 複数

の ト ランザクシ ョ ンでインポー トするかを指定する。

有効な値は、 all または default。

defalut に設定した場合、 または何も指定しなかった場合、
ト レーディング  パートナ、 会話定義、 コ ラボレーシ ョ ン  アグ
リーメン ト、 ビジネス  プロ ト コル定義、 およびロジッ ク  プラ
グインの各エンテ ィテ ィのインポー ト または削除に対して、

ト ランザクシ ョ ンが開始される。 エンテ ィテ ィのいずれかに

対する ト ランザクシ ョ ン中に無効なデータが検出される と、

インポー トは現行の ト ランザクシ ョ ンについてのみロール

バッ ク され、 次の ト ランザクシ ョ ンでのインポートは続行さ

れる。

エラー検出の詳細については、 7-26 ページの 「データ整合性

のチェッ ク」 を参照。

属性 :
database-initialization

この属性を使用する要素 :
<load-processing-parameters>

データベースを初期化するかど うかを指定する。 有効な値は、

yes および no。

yes －インポート中に リポジ ト リから既存の  B2B Integration 
データを消去する。

no －インポート中に既存の B2B Integration データを保持す
る。 既に リポジ ト リ内に存在する要素および属性がインポー

ト されるデータに記述されていた場合、 これら特定の値につ

いてはインポート されるデータが既存のデータを上書きする

（デフォルト設定は no）。

属性 :
format

この属性を使用する要素 :
<unload-processing-parameters>

Bulk Loader がロング （拡張） フォーマッ トでデータをエクス
ポー トするか、 シ ョー ト （標準） フォーマッ トでデータをエ

クスポー トするかを指定する。 有効な値は、 short および 
long。 詳細については、 7-10 ページの 「リ ポジ ト リのシ ョー
トおよびロング  エクスポー ト」 を参照。
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属性 :
<database-url>

この要素を子 （必須） と して使用す

る要素 :
<load-processing-parameters>
<unload-processing-parameters>
<delete-processing-parameters>

JDBC ド ラ イバのマニュアルで指定されているデータベース
の URL。 サポート されている ド ラ イバに必要な  URL の要約
については、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカス
タマイズ』、 「WebLogic Integration のカスタマイズ」 の 「デー
タベース  アクセス  パラ メータ」 を参照。

要素 :
<database-driver>

この要素を子 （必須） と して使用す

る要素 :
<load-processing-parameters>
<unload-processing-parameters>
<delete-processing-parameters>

データベースの接続に必要な  JDBC ド ラ イバ。 サポー ト され
ている ド ラ イバの詳細については、 『WebLogic Integration の
起動、 停止およびカスタマイズ』、 「WebLogic Integration のカ
スタマイズ」 の 「データベース  アクセス  パラ メータ」 を参
照。

要素 :
<database-user-id>

Is an optional child of:
<load-processing-parameters>
<unload-processing-parameters>
<delete-processing-parameters>

ユーザ ID （データベースへの接続で必要な場合）。

要素 :
<database-password>

この要素を子 （オプシ ョ ン） と して

使用する要素 :
<load-processing-parameters>
<unload-processing-parameters>
<delete-processing-parameters>

パスワード （データベースへの接続で必要な場合）。

表 7-6  Bulk Loader コンフ ィグレーションの処理パラメータ  （続き）

要素と属性 説明
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7 Bulk Loader の操作
Bulk Loader を使用して リポジ ト リのデータをインポート、 エクスポー ト、 削除

するには、 次の手順を実行します。

要素 :
<database-properties>

この要素を子 （オプシ ョ ン） と して

使用する要素 :
<load-processing-parameters>
<unload-processing-parameters>

次の構文を使用し、 データベース  ド ラ イバで必要なプロパ
テ ィを指定できる。
name1=value1[;name2=value2;name3=value3 . . . ]  

特に、 WebLogic jDriver を使用し、 データベースが代替文字
セッ ト を使用するよ う コンフ ィグレーシ ョ ンされている場合

は、 weblogic.codeset プロパテ ィを設定する必要がある。
たとえば、 ユーザのロケールで Shift_JIS 文字セッ ト を使用
する場合は、 次のよ うに指定する。

weblogic.codeset=Shift_JIS 

要素 :
<xml-file-name>

この要素を子 （必須） と して使用す

る要素 :
<load-processing-parameters>
<unload-processing-parameters>

インポー トする既存の XML ファ イル名、 またはエクスポー
ト したデータを格納するために作成される新しい  XML ファ
イル名を格納する。

ファ イルが現在のディレク ト リにある場合、 絶対パスを指定

する必要がある。

 要素 :
<encoding>

この要素を子 （オプシ ョ ン） と して

使用する要素 :
<unload-processing-parameters>

指定したエンコーディング （文字セッ ト / コード  セッ ト ） で 
B2B コンフ ィグレーシ ョ ン要素をエクスポートするのに使
用。 有効な文字セッ ト名およびエ リアスの リ ス トについては、

http://www.iana.org/assignments/character-sets を参
照。

要素 :
<entities>

この要素を子 （オプシ ョ ン） と して

使用する要素 :
<unload-processing-parameters>

この要素を子 （必須） と して使用す

る要素 :
<delete-processing-parameters>

削除またはアンロードするエンテ ィテ ィ を格納する。 エン

テ ィテ ィ要素とサブ要素の定義については、 WLCConfig.dtd 
を参照。

表 7-6  Bulk Loader コンフ ィグレーションの処理パラメータ  （続き）

要素と属性 説明
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Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  フ ァ イルの操作
1. DocType 宣言で WLCConfig.dtd を指定し、 その DTD で要求された構造に従

う  XML ファ イルを作成します。

2. データのインポート またはエク スポートの場合、XML ファ イルで XML 要素 
xml-file-name を設定し、 リポジ ト リ  データ  ファ イルのパス名を指定しま

す。 ファ イル名のみを指定した場合、 Bulk Loader は、 現在の作業ディ レ ク

ト リで リ ポジ ト リ  データを探します。

以下の節では、 データをインポートおよびエクスポートする  Bulk Loader コン
フ ィグレーシ ョ ン ファ イルの例を示します。

� Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イル （インポートの場合）

� Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イル （エクスポー トの場合）
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7 Bulk Loader の操作
Bulk Loader コンフ ィグレーション ファイル （イ

ンポートの場合）

次のリ ス トは、 データを リ ポジ ト リにインポートする  Bulk Loader コンフ ィグ

レーシ ョ ン  ファ イルの例です。

コード  リスト  7-2   Bulk Loader コンフ ィグレーション ファイル - インポート

<?xml version="1.0"?> 
<!DOCTYPE wlc-config SYSTEM "WLCConfig.dtd">
<wlc-config>
    <load-processing-parameters database-initialization="no"\
       transaction-level="all"> 
       <database-url>
          jdbc:oracle:thin:@rdbmshost:1521:WLIDB
       </database-url>
       <database-driver>
          oracle.jdbc.driver.OracleDriver
       </database-driver>
       <database-user-id>
          scott
       </database-user-id>
       <database-password>
          tiger
       </database-password>
       <xml-file-name>
          ImportRepoData.xml
       </xml-file-name>
    </load-processing-parameters> 
</wlc-config>

Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルで必要な処理パラ メータ （DTD、
データベース URL、 データベース  ド ラ イバ、 データベース  ユーザ ID、 データ

ベース  パスワード） に加えて、 この例では以下を定義します。

� database-initialization －この属性の値は、 Bulk Loader がリポジ ト リの

インポート を実行する前にリポジ ト リの全データを検出するかど うかを指定

します。 有効な値は、 yes および no です。

� transaction-level －この属性の値は、 Bulk Loader がエラー検出時に実行

するアクシ ョ ンを指定します。 有効な値は、 all および default です。 詳細
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Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  フ ァ イルの操作
については、 7-26 ページの 「データ整合性のチェ ッ ク」 を参照して くださ

い。

� xml-file-name －この要素の値は、 Bulk Loader がデータをエクスポートす

る リ ポジ ト リ  データ  ファ イルのパス名を指定します。 ファ イル名のみを指

定した場合、 Bulk Loader は、 現在の作業ディ レク ト リで リ ポジ ト リ  データ

を探します。

この例にはあ り ませんが、 database-properties 要素もエクスポート時に使用

可能です。 この要素は、 JDBC ド ラ イバで要求された追加プロパティ を指定する

のに使用できます。
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Bulk Loader コンフ ィグレーション ファイル （エ

クスポートの場合）

次のリ ス トは、 データを リ ポジ ト リからエク スポー トする  Bulk Loader コンフ ィ

グレーシ ョ ン ファ イルの例です。 こ こでは、 コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルそ

れ自体にロケール固有の文字 （xml-file-name を参照） があるので、 XML 宣言

は、 適切なエンコーディングを指定する必要があ り ます。

コード  リス ト  7-3   Bulk Loader コンフ ィグレーション ファイル - エクスポート

<?xml version="1.0" encoding="GB2312"?>
<!DOCTYPE wlc-config SYSTEM "WLCConfig.dtd">
<wlc-config>
  <unload-processing-parameters format="short">
      <database-url>
          jdbc:weblogic:mssqlserver4:WLIDB@myhost
      </database-url>
      <database-driver>
          weblogic.jdbc.mssqlserver4.Driver
      </database-driver>
      <database-user-id>
          myuserid
      </database-user-id>
      <database-password>
          mypassword
      </database-password>
      <xml-file-name>
          d:\bea1\RN2AITest\@nA&\exportedPeer1config.xml
      </xml-file-name>
      <encoding>
         GB2312
      </encoding>
     <database-properties>
          weblogic.codeset=GB2312
     </database-properties>
</unload-processing-parameters>
</wlc-config>
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リポジ ト リ  データ  フ ァ イルの操作
Bulk Loader コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルで必要な値 （DTD、 データベース  
URL、 データベース ド ラ イバ、 データベース  ユーザ ID、 データベース  パスワー

ド） の指定に加えて、 この例では以下を定義します。

� XML 宣言で、 エンコーディ ングを指定します。 ファ イル自体に GB2312 文字

セッ ト （簡体字中国語。 1 バイ ト と  2 バイ ト の混合セッ ト ） があるので、

XML 宣言で 「encoding=GB2312」 と設定します。

� format －この属性の値は、 Bulk Loader がロング （拡張） フォーマッ トで

データをエクスポー トするか、 シ ョー ト （標準） フォーマッ トでデータをエ

クスポートするかを指定します。 有効な値は、 short および long です。 詳

細については、 7-10 ページの 「 リポジ ト リのシ ョー トおよびロング  エクス

ポート 」 を参照して ください。

� xml-file-name －この要素の値は、 Bulk Loader がデータをエクスポートす

る リ ポジ ト リ  データ  ファ イルのパス名を指定します。 ファ イル名のみを指

定した場合、 Bulk Loader は、 現在の作業ディ レク ト リで リ ポジ ト リ  データ

を探します。

� encoding －この要素の値は、 出力ファ イルで使用するエンコーディ ングを

指定します。

� database-properties －ロケールの Microsoft SQL データベースに正し く

接続するために、 weblogic.codeset プロパティ を、 データベースで使用す

るエンコーディ ングに設定する必要があ り ます。

リポジト リ  データ  ファイルの操作

リポジ ト リ  データ  ファ イルは、 WLC.dtd に従う  XML ファ イルです。 リポジ ト

リ  データ  ファ イルを作成するには、 DocType 宣言で WLC.dtd を指定し、 その 
DTD で要求された構造に従う  XML ファ イルを作成します。 必要な構造につい

ては、WebLogic Integration インス トール ディ レク ト リの lib\dtd サブディ レク

ト リにある  WLC.dtd を参照して ください。

次の リ ス ト では、 拡張プロパテ ィ  セッ ト を作成する リ ポジ ト リ  データを示しま

す。
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コード  リスト  7-4   新しい拡張プロパティ  セッ トを作成するリポジト リ  データ  
ファイルの例

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE wlc SYSTEM "WLC.dtd">
<wlc 
    name="WLC" 
    large-msg-support-on="ON"
    large-msg-min-size="10000"
    large-msg-location="c:\temp"
    proxy-host="andrew"
    proxy-port="7502" 
    description="The WLC Hub" >

    <extended-property-set name="EPS 1">
        <xml-element name="C1">
            <xml-attribute name="C1_A1" value="C1_A1 Value"/>
            <xml-element name="C1G1">
                <xml-element name="C1G1_T1" text="C1G1_T1 Value"></xml-element>
                <xml-element name="C1G1_T2" text="C1G1_T2 Value"></xml-element>
                <xml-element name="C1G1_T3" text="C1G1_T3 Value"></xml-element>
            </xml-element>
            <xml-element name="C1G2" text="C1G2 Value"></xml-element>
            <xml-element name="C1G3" text="C1G3 Value"></xml-element>
        </xml-element>
        <xml-element name="C2">
            <xml-attribute name="C2_A1" value="C2_A1 Value"/>
            <xml-attribute name="C2_A2" value="C2_A2 Value"/>
            <xml-attribute name="C2_A3" value="C2_A3 Value"/>
            <xml-element name="C2G1" text="C2G1 Value"></xml-element>
            <xml-element name="C2G2">
                <xml-element name="C2G2_T1" text="C2G2_T1 Value"></xml-element>
                <xml-element name="C2G2_T2" text="C2G2_T2 Value"></xml-element>
                <xml-element name="C2G2GG1">
                    <xml-attribute name="C2G2GG1_A1" value="C2G2GG1_A1 Value"/>
                    <xml-element name="C2G2GG1_T1" text="C2G2GG1_T1
                        Value"></xml-element>
                </xml-element>
            </xml-element>
            <xml-element name="C2G3" text="C2G3 Value"></xml-element>
        </xml-element>
    </extended-property-set>

</wlc>
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データのチェ ック

以下の節では、 Bulk Loader がデータをチェ ッ クする仕組みについて説明します。

� エラー ログの作成

� XML ファ イルの検証

� データ整合性のチェ ッ ク

エラー ログの作成

エラーを記録するために、 Bulk Loader は、 現在の作業ディ レ ク ト リに wlc.log 
とい う ファ イルを作成します。 wlc.log ファ イルが既にある場合、 Bulk Loader 
は、 「wlc.log.yyyy.mm.dd.hh.mi.ss」 とい う よ うに、 ファ イル名にタイムス

タンプを付けて既存のファ イル名を変更します。 そして、 新しい wlc.log ファ

イルを作成します。 次の表では、 タイムスタンプのフ ィールドについて説明しま

す。

表 7-7  既存のログ ファイル名に付けられるタイムスタンプ

文字列 意味

yyyy 年

mm 月 （01 から  12 まで）

dd 日

hh 時 （00 から  23 まで）

mi 分

ss 秒
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XML ファイルの検証

データを処理する前に、 Bulk Loader は XML ファ イルを検証します。 次の表で

は、 各タイプの Bulk Loader タスクに対して Bulk Loader が検証するファ イルを

示します。

これらのタイプの XML ファ イルのいずれかを検証するために、 Bulk Loader は、
対応する  .dtd ファ イルに対してその XML ファ イルをチェ ッ ク します。 XML 
ファ イルにエラーが見つかった場合、 Bulk Loader は、 データを処理せずに終了

します。

データ整合性のチェック

XML ファ イルを検証してから、 Bulk Loader は、 データの処理時にデータ整合性

をチェ ッ ク します。 データ整合性をチェ ッ クするために、 Bulk Loader は、 XML 
ファ イル内の情報がリポジ ト リ内の情報と競合していないかど うかを検証しま

す。

たとえば、 Bulk Loader が新しいデータ要素を リポジ ト リに追加する場合、 およ

び新しいデータ要素が別のデータ要素を参照する場合、 Bulk Loader は、 参照さ

れたデータ要素が リポジ ト リ またはリ ポジ ト リ  データ  ファ イルにあるかど うか

を確認します。

表 7-8  Bulk Loader で検証されるファイル

タスク 検証対象のファイル

データのインポー

ト

Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ
ン  ファ イル

リポジ ト リ  データ  フ ァ イル

データのエクス

ポート

Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ
ン  ファ イル

データの削除 Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ
ン  ファ イル
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インポート時または削除時のデータ整合性のチェ ック

データのインポート時または削除時にデータ整合性をチェ ッ クするには、 Bulk 
Loader コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルで transaction-level 属性をコード リ

ス ト  7-3 のよ うに設定します。 transaction-level を設定しなかった場合、

Bulk Loader は、 default 値を使用します。 Bulk Loader は、
transaction-level の値によって以下のアクシ ョ ン セッ ト のいずれかを実行し

ます。

� all － Bulk Loader は、 全データに対して単一ト ランザクシ ョ ンを実行しま

す。 Bulk Loader は、 ト ランザクシ ョ ン時に無効なデータを検出する と、 ト

ランザクシ ョ ン全体をロールバッ ク して終了します。 リポジ ト リは、 Bulk 
Loader がデータのインポート または削除を開始する前と まった く同じ状態に

なり ます。

� default － Bulk Loader は、 以下のタイプのデータ要素のそれぞれに対して

別の ト ランザクシ ョ ンを実行します。

� 拡張プロパティ  セッ ト

� テキス ト  ドキュ メ ン ト

� メ ッセージ定義

� ロジッ ク  プラグイン

� ビジネス  プロセス

� ロール

� ビジネス  プロ ト コル定義

� ト レーディング パートナ プロファ イル

� ドキュ メ ン ト交換

� 転送

� 配信チャネル

� XPath 式

� コラボレーシ ョ ン プロ ト コル アグ リーメ ン ト

� パーティ

Bulk Loader は、 これらのタイプのデータ要素のいずれかでト ランザクシ ョ

ン時に無効なデータを検出する と、 現在の ト ランザクシ ョ ンをロールバッ ク

し、 次の ト ランザクシ ョ ンを実行します。
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Bulk Loader は、 B2B レベルの B2B コンフ ィグレーシ ョ ン  データ要素で無

効なデータ （wlc 属性など） を検出する と、 その B2B 要素に対して実行され

たすべてのト ランザクシ ョ ンをロールバッ ク して終了します。

エクスポート時のデータ整合性のチェ ック

Bulk Loader は、 Bulk Loader コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルに無効なデータを

検出する と、 エク スポー ト を実行しません。

Bulk Loader の強制実行

デフォル トでは、 Bulk Loader は、 B2B エンジンの実行中にデータをインポー

ト 、 エクスポート 、 削除しません。 B2B エンジンが何らかの理由で異常終了し

た場合、 Bulk Loader は失敗し、 次のエラー メ ッセージを表示します。

ERROR: WLC is still running or was shut down abnormally.

Bulk Loader コマンド  ファ イルに -force オプシ ョ ンを追加する と、 このエラー

が発生してもコマンドを強制的に実行できます。

注意 : -force オプシ ョ ンは慎重に使用して ください。 B2B エンジンの実行中

に Bulk Loader を強制的に実行する と、 実行中の B2B アプリ ケーシ ョ ン

に障害が発生する場合があ り ます。

既存の Bulk Loader コマンド  ファ イルを更新するか、 または次の手順に従って

ファ イルをコピーして更新するこ とができます。

1. プラ ッ ト フォームに対応した  Bulk Loader コマンド  ファ イルのコピーを新し

い名前で作成します。 次に例を挙げます。

� Windows の場合

cd WLI_HOME\bin
copy bulkloader.cmd bulkloaderforce.cmd

� UNIX の場合

cd WLI_HOME/bin
cp bulkloader bulkloaderforce
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Bulk Loader の強制実行
上記の例で、 WLI_HOME は、 システム上で WebLogic Integration がインス

トールされている場所を表しています。 たとえば、

c:\bea\weblogic700\integration のよ う な場所を表しています。

2. そのファ イル （この例では、 bulkloaderforce コマンド  ファ イル） を任意

のテキス ト  エディ タで開きます。

3. 新しいファ イルに次の行を追加します。

%JAVA_HOME%\bin\java %DB_JVMARGS% -classpath %WLICP% 
com.bea.b2b.bulkloader.BulkLoader %WLIBC% -v %CTLFILE%

4. この行に -force オプシ ョ ンを次のよ うに追加します。

java ... com.bea.b2b.bulkloader.BulkLoader -force %WLIBC% -v 
%CTLFILE

5. ファ イルを保存して閉じます。

6. 新し く作成されたコマンド  ファ イルを実行し、 目的のデータのインポート ま

たはエクスポート を強制実行します。
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8 永続性と回復のコンフ ィグレー
ション

以下の節では、 WebLogic Integration の企業間 （B2B） 統合アプリ ケーシ ョ ンの

永続性について説明します。

� 永続性

� 高可用性と回復性能

永続性

B2B エンジンは、 以下のいずれかのモードで実行するよ う コンフ ィグレーシ ョ

ンするこ とができます。

� 永続モード

このモードでは、 永続性は ON に設定されています。 B2B オブジェク ト のメ

モ リ内の動的な状態は、 データベース  リポジ ト リの永続性ス ト レージに保存

され、 そこから取 り出すこ とができます。 実行時の状態は、 異常終了または

ク ラ ッシュの際に回復できます。 デフォル ト では、 WebLogic Integration は、
永続モードでデプロイ されます。

� 非永続モード

このモードでは、 永続性は OFF に設定されています。 B2B オブジェ ク トのメ

モ リ内の動的な状態は保存されません。 状態情報は、 システムの再起動後に
は残 り ません。

B2B エンジンで使用する永続性設定は、 B2B の起動 EJB のコンフ ィグレーシ ョ

ンによって決ま り ます （このク ラスのコンフ ィグレーシ ョ ン手順については、

8-2 ページの 「B2B の永続性のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照）。 したがって、

『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「はじめに」 の説明

に従って WebLogic Integration を起動する と、 B2B エンジンは、 永続モードまた

は非永続モードのいずれかで実行を開始します。
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8 永続性と回復のコンフ ィグレーシ ョ ン
注意 : プロダクション環境以外で WebLogic Integration B2B アプリケー

ションを開発している場合にのみ非永続モードを使用することをお勧め

します。永続性は、WebLogic Integration の企業間（B2B）統合機

能に対してのみオフにすることができます。WebLogic Integration 

のビジネス プロセス管理およびアプリケーション統合機能に対しては、

永続性は常にオンになっています。

B2B の永続性のコンフ ィグレーション

B2B の起動 EJB のコンフ ィ グレーシ ョ ンは、 WebLogic Integration の起動時に 
B2B エンジンで使用する永続性の設定を決定します。 次の手順では、 WebLogic 
Server Administration Console で B2B 起動コンフ ィ グレーシ ョ ンを表示または変

更する方法を示します。

起動のコンフ ィ グレーシ ョ ンを表示または変更するには、 次の手順を実行しま

す。

1. 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Server Administration Console の起動」 の説明に従って、 WebLogic Server 
Administration Console を起動します。

2. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [ デプロイ メ ン ト｜アプリ ケーシ ョ ン｜WLI｜
WLI-B2B Startup ] を選択します。

3. [EJB 記述子の編集 ] リ ンクを選択します。

4. ナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [b2b-startup.jar｜ ejb-jar｜ enterprise-beans｜
session｜ B2BStartup｜ env-entry] を選択します。

新しいブラウザ ウ ィ ンド ウに b2b-startup.jar コンフ ィ グレーシ ョ ンが表

示されます。

5. 新しいブラウザ ウ ィ ンド ウのナビゲーシ ョ ン  ツ リーで、 [PERSISTENCE] を
ク リ ッ ク します。

6. 右ペインで、 [ オプシ ョ ン ] タブを選択します。

 [env-entry-value] テキス ト  ボッ ク スに以下のいずれかが表示されます。

� ON

B2B エンジンは、 永続モードで起動するよ う コンフ ィグレーシ ョ ンされ

ています。
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高可用性と回復性能
� OFF

B2B エンジンは、 非永続モードで起動するよ う コンフ ィグレーシ ョ ンさ

れています。

7. 必要に応じて編集し、 現在の設定を変更して  [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

8. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [b2b-startup.jar] をク リ ッ ク します。

9. 右ペインで [ 永続化 ] をク リ ッ ク します。

10. WebLogic Server Administration Console を閉じます。

11.新しい設定を有効にするには、 次のよ うに  WebLogic Integration をシャッ ト

ダウンして再起動します。

� 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Integration の終了」 で説明されている手順に従ってシャッ トダウンする。

� 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Integration の起動」 で説明されている手順に従ってシャッ トダウンする。

高可用性と回復性能

WebLogic Integration を永続性モードでデプロイした場合の利点の詳細について

は、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の 「WebLogic 
Integration の高可用性」 を参照して ください。
B2B Integration 管理ガイ ド 8-3
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A 更新に関する考慮事項

表 A-1 では、 B2B エンジン、 ト レーディ ング  パートナ、 会話定義、 コラボレー

シ ョ ン アグ リーメ ン ト、 ロジッ ク  プラグイン、 ビジネス  プロ ト コルのコンフ ィ

グレーシ ョ ンを更新する際に考慮する必要があるコンフ ィグレーシ ョ ン パラ

メータの詳細について説明します。

表 A-1  B2B コンフ ィグレーションの更新に関する考慮事項

要素 カテゴリ パラメータ 更新に関する考慮事項

B2B 一般 [WLI B2B の名前 ] ユーザによる更新は不可。

[説明 ] 更新可能。 ただし、 WebLogic Server をシャ ッ ト
ダウンして再起動するまで変更は無効。

[大規模メ ッセージ  
サポートの使用 ]

セキュ リ テ [ システム  パスワー
ド ]

更新可能。 ただし、 WebLogic Server をシャ ッ ト
ダウンして再起動するまで変更は無効。

注意 : WebLogic Integration-Business Connect か
らの自己署名証明書は無料ですが、 お使

いのビジネス  ソ リ ューシ ョ ンの必須要件
と して、 ト レーディング パートナに対し
て著名な認証局を使って証明書を発行し

なければならない場合があ り ます （その
かわ りに、 専用の証明書サーバを備える

方法もある）。

[監査ログ  ク ラ ス ]

[証明書検証クラス
]

[ セキュア タイムス
タンプ ク ラス ]

[認証局のディ レク
ト リ ]
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A 更新に関する考慮事項
B2B

（続き）

プロキシ [ ホス ト ] 更新可能。 ただし、 WebLogic Server をシャ ッ ト
ダウンして再起動するまで変更は無効。 

[ ポート ]

プ リ フ ァレ
ンス

[1 ページに表示す
るアイテム数 （1 
-50） ]

更新可能。 変更はその場で有効。

[再試行のデフォル
ト値 ]

[再試行のデフォル
ト時間間隔 ]

[デフォル トのタ イ
ムアウ ト値 ]

[拡張コンフ ィグ
レーシ ョ ン  コン ト
ロールを表示 ]

[ナビゲーシ ョ ン  ツ
リー上のエンテ ィ
テ ィ を表示 ]

表 A-1  B2B コンフ ィグレーシ ョンの更新に関する考慮事項 （続き）

要素 カテゴリ パラメータ 更新に関する考慮事項
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ト レーディ
ング パート
ナ

一般 [名前 ] 新規ト レーディング  パー トナは随時追加可能。 ト
レーディング パートナを追加するには、
WebLogic Server をシャ ッ ト ダウンして再起動す
る必要はない。

登録済みの ト レーディング  パートナの名前を更
新するこ とはできない。 回避策 :  不要な ト レー
ディング  パートナ名を削除し、 新しい名前を作
成。

ト レーディング パートナ セッシ ョ ンに参加して
いる ト レーディング  パートナは削除できない。

[説明 ] 更新可能。 変更はその場で有効。

[ タイプ ]

[住所 ]

[電子メール ]

[電話 ]

[Fax]

[WLS ユーザ名 ] 更新可能。 ただし、 B2B エンジンをシャ ッ ト ダ
ウンして再起動するまで変更は無効。

ト レーディング パートナが使用中の証明書は、
B2B エンジンを停止しないかぎ り更新不可。 ま
た、 証明書の有効期限が終了した場合は、 新規
証明書に替える必要がある。 大規模の商取引で
は、 証明書の切り替えのタイ ミ ングをずらすこ
とができる。 期限終了後も猶予されていたと思
われる証明書は必ず切り替える こ と。

[状態 ] 更新可能。 変更はその場で有効。

[パーテ ィ  
ID]

[パーティ  ID] 追加可能。 ト レーディング  パートナが ト レー
ディング  パートナ セッシ ョ ンに参加している場
合、 既存のパーテ ィ  ID は更新不可。

[ ビジネス  ID] ト レーディング パートナが ト レーディング  パー
トナ セッシ ョ ンに参加している場合は更新不可。

[ ビジネス  ID タ イ
プ ]

表 A-1  B2B コンフ ィグレーションの更新に関する考慮事項 （続き）

要素 カテゴリ パラメータ 更新に関する考慮事項
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A 更新に関する考慮事項
ト レーディ
ング パート
ナ （続き）

証明書 [証明書名 ] 証明書は追加可能。 ただし、 WebLogic Server を
シャ ッ ト ダウンして再起動するまで追加内容は
無効。

セキュ リ テ ィ  キャ ッシュ内にある既存の証明書
は更新不可。

[証明書のタイプ ]

[証明書の位置 ]

[ プライベート  キー
の位置 ]

ドキュ メ ン
ト交換

[ ドキュ メ ン ト交換
名 ]

ドキュ メ ン ト交換は追加可能。

B2B エンジン実行中の場合、 既存のドキュ メ ン
ト交換は更新不可。

注意 : サービス品質 （Quality of Service） のコ
ンフ ィグレーシ ョ ン時は、 「最善の努力」

か 「一度限り」 か、 選択するこ と をお勧

めします。

[ ビジネス  プロ ト コ
ル バインディング ]

[ ビジネス  プロ ト コ
ル定義 ]

[ エン ド  ポイン トの
タイプ ]

ドキュ メ ン
ト交換

XCOP 固有
の設定 （非
推奨）

[配信の確認 ] B2B エンジン実行中の場合は更新不可。

[ メ ッセージの履歴
]

[再試行 ]

[デジタル署名 （否
認防止） ]

デジタル証明書は追加可能。 ただし、 WebLogic 
Server をシャ ッ ト ダウンして再起動するまで追加
内容は無効。

セキュ リ テ ィ  キャ ッシュ内にある既存の証明書
は更新不可。

ドキュ メ ン
ト交換

cXML 固有
の設定

[共有シークレッ ト
]

B2B エンジン実行中の場合は更新不可。

[署名証明書 ]

ドキュ メ ン
ト交換
RosettaNet 
1.1 固有の
設定

[デジタル署名 （否
認防止） ]

デジタル署名は追加可能。 ただし、 WebLogic 
Server をシャ ッ ト ダウンして再起動するまで新し
い署名は無効。

セキュ リ テ ィ  キャ ッシュ内にある既存の証明書
は更新不可。

表 A-1  B2B コンフ ィグレーシ ョンの更新に関する考慮事項 （続き）

要素 カテゴリ パラメータ 更新に関する考慮事項
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ト レーディ
ング パート
ナ （続き）

ド キュ メ ン
ト交換

RosettaNet 
2.0 固有の
設定

[暗号 ] 暗号証明書は追加可能。 ただし、 WebLogic 
Server をシャ ッ ト ダウンして再起動するまで追加
内容は無効。

セキュ リ テ ィ  キャ ッシュ内にある既存の証明書
は更新不可。

[デジタル署名 （否
認防止） ]

デジタル証明書は追加可能。 ただし、 WebLogic 
Server をシャ ッ ト ダウンして再起動するまで追加
内容は無効。

セキュ リ テ ィ  キャ ッシュ内にある既存の証明書
は更新不可。

転送 [転送名 ] 転送は追加可能。

B2B エンジン実行中の場合は、Transport Protocol 
の更新不可。 ただし、 ト レーディング  パートナの
ための転送を  HTTP から  HTTPS へ切り替える必
要がある場合は、 アクテ ィブな配信チャネルを
一時的にシャ ッ ト ダウンして、 B2B エンジン実
行中にその転送を変更するこ とができます。

[転送プロ ト コル ]

[ セキュ リ ティ  プロ
ト コル ]

[ エンド  ポイン ト ]

[配信チャ
ネル ]

[配信チャネル名 ] B2B エンジン実行中の場合は更新不可。

[転送 ]

[ ドキュ メ ン ト交換
]

高度な 
XOCP フ ィ
ルタおよび
ルータ （非
推奨）

[XOCP フ ィルタ  
XPath 式 ]

更新可能。 変更はその場で有効。

[ XOCP ルータ  
XPath 式 ]

高度な
拡張プロパ
テ ィ

[ プロパテ ィ名 ] 更新可能。 変更はその場で有効。

[ プロパテ ィ値 ]

[属性 ]

表 A-1  B2B コンフ ィグレーションの更新に関する考慮事項 （続き）

要素 カテゴリ パラメータ 更新に関する考慮事項
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A 更新に関する考慮事項
会話 一般 [名前 ] 更新不可。

回避策 :  不要な会話定義名を削除し、新しい名前
を作成。

注意 : アクテ ィブな会話で使用中の会話定義は

削除できません。

[バージ ョ ン ] 会話定義を使用中のアクテ ィブな会話がある場
合、 会話定義パラ メータは更新不可。

会話に変更を加える と、 その会話に関連付けら
れたワークフローと コ ラボレーシ ョ ン  アグ リー
メン トの両方について変更箇所を調整する必要
がある。

[説明 ]

[ ビジネス  プロ ト コ
ル ]

[デフォル トのタ イ
ムアウ ト ]

[ ロール ]

コ ラボレー
シ ョ ン  アグ
リーメン ト

一般 [ コ ラボレーシ ョ ン  
アグ リーメン ト名 ]

更新不可。

回避策 :  不要なコ ラボレーシ ョ ン アグ リーメン
ト名を削除し、 新しい名前を作成。

注意 : 登録されているコ ラボレーシ ョ ン  アグ
リーメン トは削除できません。

[説明 ] 更新可能。 変更はその場で有効。

[バージ ョ ン ] コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トが登録されて
いる場合は更新不可。

[会話定義 ]

パーテ ィ [ ト レーディング 
パートナ ]

B2B エンジン実行中の場合、 既存のパーテ ィ定
義は更新不可。 ト レーディング  パートナのパー
テ ィ定義を変更する前に、 コ ラボレーシ ョ ン  ア
グ リーメン トのアクテ ィブなインスタンスがな
いこ とを確認するこ と。 次回、 変更を受けた
パーテ ィ定義に関連付けられたコ ラボレーシ ョ
ン  アグ リーメン ト を使用してビジネス  ト ランザ
クシ ョ ンが開始される と、 新規のパーテ ィ定義
が有効になる。

パーテ ィ追加は可能。

[ ロール ]

表 A-1  B2B コンフ ィグレーシ ョンの更新に関する考慮事項 （続き）

要素 カテゴリ パラメータ 更新に関する考慮事項
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ロジッ ク  プ
ラグイン

一般 [名前 ] 更新不可。

回避策 :  不要なロジッ ク  プラグイン名を削除し、
新しい名前を作成。

注意 : 削除したロジッ ク  プラグインは、
WebLogic Server をシャ ッ ト ダウンして
再起動するまで残る。

カスタム  ロジッ ク  プラグイン定義は追加可能。

[説明 ] 更新可能。 ただし、 WebLogic Server をシャ ッ ト
ダウンして再起動するまで変更は無効。

[ タイプ ]

[ Java ク ラス名 ]

[Java ク ラ スのパラ
メータ ]

ビジネス  プ
ロ ト コル

一般 [名前 ] ユーザによる更新は不可。

[説明 ]

[ ビジネス  プロ ト コ
ル ]

フ ィルタお
よびルータ

[Java ク ラ ス名 ] カスタム  ロジッ ク  プラグインをルータまたは
フ ィルタ  チェーンに追加可能。 既存のプラグイ
ンを更新可能。 ただし、 WebLogic Server を
シャ ッ ト ダウンして再起動するまで変更は無効。

[ フ ィルタ  チェーン
]

[ルータ  チェーン ]

XOCP フ ィ
ルタおよび
ルータ （非
推奨）

[ XOCP フ ィルタ  
XPath 式 ]

XPath フ ィルタおよびルータ式を  XOCP ビジネ
ス  プロ ト コル定義に追加可能。 ただし、
WebLogic Server をシャ ッ ト ダウンして再起動す
るまで変更は無効。[ XOCP ルータ  

XPath 式 ]

表 A-1  B2B コンフ ィグレーションの更新に関する考慮事項 （続き）

要素 カテゴリ パラメータ 更新に関する考慮事項
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